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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき
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　ホルス聖せい城じよう学園中等部の校舎は、軽かろやかなチャイムの余よ韻いんに包まれていた。

　校舎のあちらこちらから、生徒のざわめく声が伝わった。今日は午前放課のため、聞こえる声は普ふ段だんよりも活気づいている。

「帰りのチャイムと同時にダッシュとは、やってくれるじゃねーか」

　静まり返った昇しよう降こう口。

　薬くすり屋や大だい助すけは肩かたで息をしながら、出入り口に立ち塞ふさがっていた。

　地味な顔立ち、地味な髪かみ形がた、標準的な身長。頰ほおに貼はったバンソウコウ以外には特とく徴ちようのない彼は、一人の女子生徒と対たい峙じしていた。

「こちらの行動は、予想済みってわけ？」

　下げ駄た箱ばこから靴くつを取り出した状態で、女子生徒──一いち之の黒くろ亜あ梨り子すが不敵に笑った。小こ柄がらだが、健康的な手足と元気に跳はねるポニィテールの髪形からは、快活なイメージを受ける。

　出入り口を塞ぐ大助と、靴を持ったまま前ぜん傾けい姿勢をとる亜梨子。両者が一定の距きよ離りを保ち、じりじりと互たがいの出方を窺うかがう。

「伊達だてにお前の監かん視し役を何ヶ月も続けてるわけじゃないんだよ。──そうじゃなくても朝からソワソワしっぱなしだったろ、お前。誰だれだっておかしいと思うぞ」

「ずっと前から思ってたんだけど、年とし頃ごろの女の子を監視し続けるなんて無ぶ粋すいよね。プライバシーも何もあったもんじゃないわ」

　大助と亜梨子は同級生である。だが偶ぐう然ぜんに同じ学校に通っているわけではない。

　一之黒亜梨子という少女は、れっきとしたホルス聖城学園中等部の生徒だ。資産家の子女が多く通う同学校の例に漏もれず、由ゆい緒しよ正しい名家の生まれである。

　一方、大助はある事情により彼女を監視するために、同級生として潜せん伏ぷくしているにすぎない。

「今度は一体、何を企たくらんでる？　俺に隠かくれて、どこに行こうとしてんだ？」

「ご主人様を尋じん問もんするなんて、下僕失格ね。あなたに答える義理はないわ！」

　言い捨て、亜梨子が身を翻ひるがえした。靴を持ったまま、廊ろう下かを走り去っていく。

「ちっ……逃にがすか！」

　追いかける大助の視界に、走り去る少女のそばを羽ばたく小さな輝かがやきが映った。

　銀色の翅はねを持つモルフォチョウである。

　一見ただの昆こん虫ちゆうだが、触しよつ角かくが四本もあるなど、実在するそれとは形が異なっていた。

〝虫ムシ〟──。

　およそ十年前に突とつ如じよとして現れた超ちよう常じようの存在は、そう呼ばれていた。思春期の少年や少女に寄生し、その夢や希望を喰くらう代わりに特別な力を与あたえるモノたちである。

　現在において〝虫〟は、特とく別べつ環かん境きよう保ほ全ぜん事じ務む局きよくという政府機関によって密ひそかに捕ほ獲かく、隠いん蔽ぺいされている。〝虫〟に憑つかれた者たち、いわゆる虫憑きを捕獲し、訓練することで、新たな虫憑きを捕とらえる尖せん兵ぺいとしているのだ。

　薬屋大助は特別環境保全事務局、通つう称しよう特とつ環かんの一員であり、〝虫〟の中でも異質な特徴を持つモルフォチョウに取り憑かれた少女、一之黒亜梨子を監視しているのだった。

「──なんてな」

　あっという間に通路の先に消えた少女を見ながら、大助はニヤリと笑えんだ。

「万が一の時のために、そっちには〝霞かす王おう〟を待機させてあるんだよ。いつまでも身勝手な行動が通用すると思うなよ、はっはっは！」

　亜梨子を追いかけながら、急に虚むなしくなる。

「……どんだけアイツの行動に順応してるんだよ、俺……」

　角を曲がって、大助は廊下を突つき進んでいく。

　すると一人の金きん髪ぱつの少女が、視界に飛び込んだ。廊下の突き当たりで倒たおれ込んでいる。

「〝霞王〟？　どうした！」

　駆かけ寄り、上品な顔立ちをした少女、御み嶽たけアンネリーゼを抱だき起こす。彼女は大助と同様、亜梨子を監視するために特環から送り込まれた戦せん闘とう員である。

「くっ、油断したぜ。いや、アイツは強すぎる。さすが亜梨子だぜ……」

　大助の腕うでを摑つかみ、〝霞王〟が顔を歪ゆがめた。倒れた少女のそばには、亜梨子が脱ぬぎ捨てたものと思われる上うわ履ばきが転がっていた。窓も開け放たれている。

　現場に残された手がかりから、大助は即そく座ざに状じよう況きようを理解した。金髪の少女を冷れい淡たんな眼まな差ざしで見下ろす。

「〝霞王〟……お前が握にぎりしめてるそれは、一体何だ？」

〝霞王〟が目をそらした。

「スミマセン、ワタシ、日本語ワカリマセン」

「誰も今さらお前を外国人だとは思ってねーよ。つーか俺の腕を摑んで、身動き封ふうじてねーか！」

「そんなに知りたいなら、教えてやるよ！　ケモノマンの限定ストラップだよ！　いいから黙だまって強く抱きしめろ！　追加報ほう酬しゆうのケモノマン等身大タオルのために！」

「買収されてんじゃねーよ！　お前もう任務とか守る気ねーだろ！　この場で撃うち殺すぞマジで！」

「そうですよ、懲ちよう罰ばつモノです！　ただちに〝かっこう〟さんから離はなれなさい！」

「うわあ！」

　突とつ然ぜんの声に振ふり返ると、開放された窓をよじ登る小学生の姿があった。

　ツインテールにした髪かみと、どこかの小学校の制服らしいブレザー、その両方にハート形のアクセサリを着けている。堀ほり内うち愛え理り衣いという名の彼女もやはり、特環の局員である。

「なんで〝Ｃ〟までここに居るんだ！」

「授業が早めに終わったからに決まってるじゃないですか！」

「逆ギレで誤ご魔ま化かすな！　セキュリティ破って遊びに来るなって何度も──いや、それよりもお前、途と中ちゆうで亜梨子を見なかったか？」

「あ、はい。偶然そこで会って、柵さくを上るのを手伝ってくれました。──どうして頭を抱かかえているんですか、〝かっこう〟さん？」

　金髪の少女が大助にしがみつき、小学生の少女がそれを引きはがそうとする。

「なんでお前らはアイツに懐かい柔じゆうされまくってんだ！　とにかく今からでも、アイツを捜さがし出すぞ！──電話？　どこのどいつだ、この非常時に！」

『皆みなのアイドル、〝まいまい〟ちゃん降臨！　得意技わざは人捜しとマイマイ体操！　何やら天てん啓けいのごとく〝まいまい〟ちゃんが必要とされていそうな気がしてらるりゃっ！　か、嚙かんでませんよ、ギリギリセーフ──』

「気のせいだ」

　プツリと携けい帯たい電話を切り、大助は嘆たん息そくした。

　大助のサポートどころか、足を引っ張ってばかりいる同どう僚りようたちを見ているうちに、自分も任務など忘れ去りたい衝しよう動どうにかられた。

「──いや」

　頭を振り、気を取り直す。

　最近の亜梨子は、大助の目を盗ぬすんで単独行動をとりすぎている。先日も彼が特環に出向した隙すきをついて、怪け我がをして帰ってきたことがあった。何があったのか、彼女ははぐらかすだけで彼に語ろうとはしない。

「またろくでもないことをしてるに決まってんだ。絶対に捜し出して、自分が今、どんな立場なのか思い知らせてやる……」

　少女二人分の体重をひきずり、大助は廊ろう下かを歩き出した。
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　一之黒亜梨子が生まれ育った赤あか牧まき市の街は、今日も賑にぎやかだった。

　駅に繫つながる国道を歩いているだけで、大勢の人々とすれ違ちがう。国内でも有数の都会だけあり、通行人は誰だれもがあか抜ぬけている。

　幼い頃ころから見慣れた風景は、どこを向いてもそこにまつわる思い出があった。特に最近は、強きよう烈れつな印象とともに記き憶おくに刻まれたものばかりだ。

　ビルの間から見える遠方の観覧車は、今は亡なき親友との約束の地であり、また夜よ森もり寧ねい子こという虫むし憑つきと出会った場所でもある。

　国道を隔へだてて向こう側に見える高層ビル群の中には、成虫化という現象に襲おそわれた少女を大助が欠落者にした建物もあった。

　今通り過ぎたのは、ウザい虫憑きと行ったカラオケ店だ。後方の交差点を曲がった先には、特環の中央本部に繫がる入り口がある。

　また雑居ビルの向こうにそびえるタワーには、亜梨子にとって忘れることのできない虫憑き──優やさしい魔ま法ほう使つかいが壮そう絶ぜつな最さい期ごを遂とげた空中庭園があった。

　どこもかしこも思い出だらけだ。亜梨子は赤牧市を歩くたびに、出会った人々のことを思い出す。彼らとの出会いは、今や亜梨子自身を形作る一部であると言っていい。

　だからこそ──今、亜梨子の視界にいる少年との出会いの意味が理解できなかった。

　どこかの高校の制服らしいが、派手なペイントを施ほどこしているのは校則違い反はんに違いない。黒いタイは緩ゆるめたシャツの襟えり元もとにひっかけただけで、右の頰ほおには大きな湿しつ布ぷを貼はっている。その下には炎ほのおのタトゥがあることを、亜梨子は知っていた。

　その少年は、ホビーショップの前で小学生らしき子供たちに囲まれていた。長身を活いかしてガシャポンの景品を掲かかげ、小学生を相手に何やら口論しているようだった。

「ざけんな！　てめえらだって連コしてただろうが！　あんだコラ、インネンつけてんのか？　大人ナメんじゃねえぞ、クソガキども！　やんのか、おお？」

「亜梨子ローキック」

「痛いてえっ！」

　膝ひざからくずおれた少年の手から、カプセルが落ちた。小学生たちが拾い、脱だつ兎とのごとく走り去っていく。

「あ、コラ！　てめえら、そのレアキャラは俺の──うおお、た、立てねえ。なんだこの何度となく練習を積み重ねたかのようなピンポイントな蹴けりは。待てコラ、ガキども！　だ、誰か捕つかまえてくれ、お巡まわりさーん！」

「なに小学生相手にマジゲンカしてんのよ、あなたは……」

　去っていく小学生に向かって手を突つき出す少年を見下ろし、亜梨子は嘆息した。──この男を見つけるためにどれだけの苦労をしたか、思い出しただけで虚むなしくなる。

　少年がなんとか立ち上がり、亜梨子のタイを摑つかんで引き寄せた。

「お上品なホルス聖城学園じゃあ挨あい拶さつにまず蹴りくれて人の大事な大事な宝物を奪うばいましょうって教えてるんでしょうかモチロン返しの挨拶に蹴っていいんですよね手加減しねえぞこんちくしょう」

「そんな挨拶聞いたこともありませんわ。何をバカなことを言ってらっしゃるのかしら。ところでレディの襟を摑むなんてセクハラじゃないかしら。お巡りさーん」

「そりゃ俺の真似まねか？　俺の真似なんだな。そうか、お前の目には俺がそんなに滑こつ稽けいに見えるのか。やっと手に入れたレアキャラを失って涙なみだ目めになってるこの俺が」

「ガシャポンがしたかったのね……どうりで中ちゆう途と半はん端ぱな待ち合わせ場所だと思ったわ」

　亜梨子たちがいるのは、駅に近い交差点だった。大勢の通行人が行き交かう通りには、多くの店てん舗ぽが並んでいる。

「でも、本当に来たのね。正直、半信半疑だったんだけど……」

「てめぇこそ、マジで一人で来たのかよ」

　少年が目を細め、周囲を見回した。

　世せ果はて埜の春祈代ハルキヨという名らしいが、本名かどうかは知らない。彼もまた虫憑きで、亜梨子の親友の〝虫〟であるモルフォチョウに誘さそわれて現れた人物の一人だった。

「正直、ひとバトルは覚かく悟ごしてたんだけどな」

「いつもの蹴りの練習相手なら、学校に置いて来たわ。この街中で戦われても困るもの」

　ハルキヨは特とつ環かんに指名手配されている身である。同組織の局員である薬屋大助がそばにいたら、こうして落ち着いて話をすることもできなかっただろう。

「俺が仲間を引き連れてたら、どうするつもりだったんだかな」

「筋は通すんでしょう？」

「一人でここに来いとは言ったが、俺が一人で待ってるだなんて言った憶おぼえはねぇぞ」

　亜梨子は言葉に詰つまった。「考えてなかったのかよ」とハルキヨが呆あきれる。

　ここ数日間、ハルキヨが約束通りに現れるかどうかで、頭がいっぱいだったのだ。

　その約束は先日、亜梨子がようやく彼を見つけ出した時にしたもので──。

「よっしゃ、じゃあ行くか」

「行く？　どこへ？」

　スイッチが切り替かわったように、ハルキヨが急に立ち上がった。

「デートに決まってんだろ」

　両者の間に、沈ちん黙もくが落ちた。

　唐とう突とつに何を言っているんだろうか？

　アホなのだろうか？

　亜梨子は真しん剣けんに、そんなことを考えた。

　何の脈みやく絡らくもない彼の言動には慣れたつもりだったが、あまりに突飛な発言すぎて、真面目まじめに彼の正気を疑ってしまった。

「おいおい、なんだその顔。アホかお前」

「え、私のほうがアホ呼ばわりなの？──だ、だってそんなの聞いてないわよ！　摩ま理りのことを話してくれるって言ったから、〝あの時〟は何もしないで帰ったのよ？　第一、なんであなたとデートしなきゃいけないのよ！　どう考えても釣つり合わないじゃない！」

「バランスの問題かよ！　もっと根本的なところに疑問を抱いだけよ！　いいからデートしろ！　　俺は今、そういう気分なんだよ！」

「こ、こんなところで駄だ々だをこねないでよ。私が悪いみたいじゃない。ほら、人が見てるから──」

　違ちがう。

　こんなはずではなかった。

　軽口を叩たたいて隠かくしていたが、亜梨子は本当は緊きん張ちよう感かんを抱いてやって来たのだ。

　なぜならずっと捜さがしていた相手が、目の前にいるのである。それもやっとの思いで彼を捜し出した時は、彼は今にも亜梨子を灼やき尽つくさんばかりに怒おこっていて──。

「ハルキヨ……」

　あるマンションの一室。

　亜梨子の眼前に、ずっと捜し続けていた相手がいた。

　乱雑にゴミが散らかったリビングルームの中央、大きなソファの上で、一人の少年が眠ねむっていた。裸はだかになった上半身を背もたれに投げ出し、突然の来訪者に気づいた様子もなく寝ね息いきを立てている。その子供のような寝顔は、魔ま人じんと呼ばれるほどに凶きよう悪あくな虫むし憑つきとは思えない。

「ハル──」

　少年に腕うでを伸のばしかけ、ハッとする。

　ハルキヨは亜梨子の味方ではない。もし彼と戦せん闘とうになれば、〝管理人〟との戦闘で疲ひ弊へいしきった今の亜梨子が敵かなうはずがなかった。それどころか、もし彼に逃にげ出されても追いかける体力すら残っていない。

　今、この場で彼を起こすべきだろうか？

　それとも当初の予定通り、大助を呼び出し、その上で過去視の能力を持つ〝ころろ〟の助けを借りるべきだろうか──。

「あ……」

　選せん択たくを迫せまられたものの、答えを出すチャンスは失われてしまった。

　ハルキヨが静かに、薄うす目めを開けたのだ。

「──てめぇか」

　亜梨子を見て驚おどろくどころか、少年の態度は冷静そのものだった。突然の訪問者を一いち瞥べつしただけで再びまぶたを閉じ、鬱うつ陶とうしそうに口だけを動かす。

「何か、用か？」

　思いがけない反応に、亜梨子のほうが戸と惑まどってしまった。思わず声を張る。

「よ、用がないわけないでしょう！　やっと見つけたわよ！　いつも勝手に現れるくせに、いざ話がある時に限って雲くも隠がくれしたまま出てこようとしないんだから──」

「うるせぇ、あとにしろ」

　用を訊たずねておいて、あとにしろと言う。

　そんな身勝手な言動は、亜梨子の知っているハルキヨそのものだった。

　だが彼の様子が、おかしい気がした。寝起きが悪いわけではなさそうだ。

「あ、あとにしろと言われて、そうするわけないじゃない。あなたには訊ききたいことが山ほどあるのよ。また逃げ出されたら、たまったもんじゃないんだから……！」

「……ちっ」

　少年が不ふ機き嫌げんに舌打ちした。両の眼まなこを薄く開き、亜梨子を見み据すえる。

「今ここで戦やるつもりなら一いつ瞬しゆんで灼き尽くしてやる。〝かっこう〟や特環を連れてきたら皆みな殺ごろしにする。もう逃げるのも面めん倒どうくせぇ。てめぇの行動次し第だいで俺はいくらでも殺すぞ」

「……！」

　部屋の温度が、急激に上じよう昇しようした。チリチリと肌はだが焦こげつくような殺気を全身に受け、亜梨子は思わずその場に立ち竦すくむ。呼吸をしようものなら、肺が燃え尽きそうだ。

「俺は今、眠てえんだ」

　ハルキヨが怒ど気きを露あらわにしたのは一瞬だった。何事もなかったように、寝返りを打つ。

「あとにすれば、いくらでも話してやる……」

「そ、そんな言葉を信じろっていうの？」

「筋は通す。──どうせもう、てめぇとの競争は勝負がついたんだ。この先に興味はねぇ」

　亜梨子は目を見開く。

　────これから先は競争だぜ。お前と俺……どっちが先に、花はな城しろ摩理を見つけるかだ。

　かつてハルキヨは、そう言った。

　病死した虫憑きの〝虫〟が、他人に宿る。

　そんな異例な事態に巻き込まれたのが、亜梨子だった。病で他界した親友、花城摩理の〝虫〟であるモルフォチョウが現在、亜梨子に取り憑いている。

　亜梨子は、なぜ摩理が彼女に〝虫〟を託たくしたのかが知りたかった。その謎なぞを調べる過程で、多くの虫憑きと出会ってきた。

　ハルキヨは、亜梨子が出会った虫憑きの一人である。彼は目的があって摩理を捜さがしていたらしい。だが意中の人物が病死していたことを知り、亜梨子と同じように摩理の痕こん跡せきを探さぐっていたはずだ。

　そんな彼が、勝負がついたと言う──。

「それも不戦勝だ……クソだぜ、畜ちく生しよう」

「ど、どういうこと？　勝負はついたっていうのは──」

「あとにしろって言ってんだろうが」

　少年が苛いら立だった様子で呟つぶやく。

「どいつもこいつも、終わってるぜ……中ちゆう途と半はん端ぱなんだよ、クソどもが。俺以外に生き足りねえヤツはいねえのかよ。ああ、苛ついて眠れねえ。眠りでもしねえとムカつきっぱなしだぜ。畜生、畜生、畜生──」

　身体からだを丸めてブツブツと呟き続けたかと思うと、彼は急にある場所と日時を口にした。

　数日後、街のとある交差点で。

　一方的に待ち合わせ場所を決められ、亜梨子は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「一人で来いよ。〝かっこう〟なんか連れてこられちゃあ、面倒でしょうがねぇ……」

「か、勝手に決めないでよ！　あなたが約束を守る保証なんて、どこにも──」

　食い下がるが、ハルキヨはそれきり彼女には見向きもしない。不気味な怒いかりを漂ただよわせつつ、「畜生」とうわごとのように繰くり返す。

　亜梨子は啞あ然ぜんと立ち尽くし、自分がとるべき行動を悩なやんだ結果──。

　実際に待ち合わせ場所でハルキヨの姿を見るまで、悩み続けていた。

　せっかく見つけ出したハルキヨを見み逃のがすなど、人が好よすぎるだろうか？

　かといって、あの場でハルキヨが素す直なおに話をしたとは思えない。大助らとともに出直したとしたら、戦せん闘とうは避さけられなかったろう。勝敗はともかく被ひ害がいは甚じん大だいになったはずだ。

　結果的に亜梨子は、戦いを避けることを選んだ。今日に至るまで、ハルキヨの所在は誰だれにも明かしてはいない。大助にさえ、だ。

　その選せん択たくは、正解だったと信じたい。

　亜梨子は無事、こうしてハルキヨと再び相見あいまみえることができた。

　そこまでは、良かったのだが──。

　係員が「行ってらっしゃいませー」と慣れた動作で、扉とびらを閉めた。

「おー、思ったより狭せめぇな。しかも遅おせぇし。一周するのに何年かかるんだ？」

「……デートって言うから、どんないかがわしい場所に連れていかれるかと思ったら……どう考えてもあなた、デートで観覧車なんてキャラじゃないと思うんだけれど」

　結局、亜梨子は彼の言うデートとやらに付き合うことになった。拒きよ否ひすれば話をしないという脅きよう迫はくに負けたのだ。

　赤牧市の街外れにある観覧車は、平日の昼下がりということもあり、混雑はしていなかった。以前に来た時のように、搭とう乗じよう口に行列はできていない。

　この観覧車にやって来たのは、夜森寧子と出会った時以来だ。あの時は寧子を捕とらえに現れた特とつ環かんと争ったりと大変だった。思えばクラスメートの西さい園おん寺じ恵え那なが〝虫〟嫌ぎらいになったのも、あの事件がきっかけである。

「ははん。さてはお前、デートははじめてだな？」

　上昇していくゴンドラの中で、ハルキヨがニヤリと笑えんだ。

　少年とは対角線上、目め一いつ杯ぱいに離はなれた場所に座った亜梨子は、「な……！」と頰ほおを上気させた。面と向かってデートに誘さそわれ、それを受けたのは確かにはじめてである。

「初デート、もーらいっ。そんなに離れてんのは、緊きん張ちようしてんのか？」

「警けい戒かいしてるのよ！　それに、そもそもこれがデートだなんて思ってないわ！　今度は一体、何を企たくらんでるの？」

　亜梨子に睨にらまれても、ハルキヨは平然とした顔だ。今に始まったことではないが、彼の考えていることは何一つ、さっぱり予測がつかない。

「何も企んでねーよ。長いことこの街にいたのに、コレに乗ったことがなかったからな。どうせ乗るなら、一人じゃつまんねぇだろ？」

　言い、少年が横の窓ガラスを見た。

「この観覧車は、街のどこからでも見えるのにな」

　ゆっくりと赤牧市の街並みが眼下に遠ざかっていく。

　亜梨子は眉まゆをひそめた。

「マンションで見つけた時から思ってたけど……なんだか、調子が狂くるうわね。どうかしたの？　あなたがおとなしくしてるなんて、逆にキモチワルイわ」

「ここで目一杯はしゃいでやろうか？　ハンパねーウザさだぞ」

「やめてちょうだい。お願いだから」

「最後に一目、街を眺ながめるくらいしてもバチはあたんねぇだろ」

　亜梨子は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　最後に一目──。

　その台詞せりふが冗じよう談だんではないことは、少年の表情が物語っていた。

「さらば赤牧市、また会う日まで──ってヤツだぜ。もう二度と来ねぇけどな」

　少年の横顔は、憑つきものが落ちたようにすっきりとしていた。反面、なぜかもの悲しく、何かに対して落らく胆たんしているように見えるのは──口元に浮うかんだ皮肉な微び笑しようのせいだ。

「最後って……どういうこと？」

「そのまんまだ。思い残すことはねぇし、悔くいもねぇ。未練もねぇし、やり残したこともねぇ。総じて俺にとって、この街にいる意味が何もなくなったってこった」

　ハルキヨが顔を歪ゆがめた。一瞬だけ垣かい間ま見みえた魔ま人じんの形相に、亜梨子はギクリとする。

「何よりも色んなヤツに騙だまされて、浮かれまくってたてめぇ自身に救いがねぇけどな」

「な、なによ、それ──」

「唯ゆい一いつの収しゆう穫かくは〝かっこう〟だが……まだムラがありすぎるな。今後の成長に期待ってとこか。そばで張りつく必要はねぇな」

「ち、ちょっと待ちなさいよ──」

「いい加減、中央本部の包ほう囲い網もうもウゼーしな。次は南のほうでも行ってみるか──」

「待ちなさいってば！」

　誰にともなく独りごちるハルキヨに対し、亜梨子は身を乗り出す。

「急に何を言ってるの？　摩理のことを知りたいんじゃなかったの？　それなのに、急にいなくなるなんて……それに騙されたって、一体何のこと？」

「あんだよ、俺がいなくなると寂さびしいか？」

「ふざけないで！」

　亜梨子は、ハルキヨの制服を摑つかんだ。自分でも分からない衝しよう動どうに突つき動かされ、問い詰つめる。

「突とつ然ぜん現れて好き勝手やった挙げ句、何も言わずにいなくなるつもり？　そんなの、許さないわ！　一体、何があったの？」

　ハルキヨは微動だにしなかった。睨みつける亜梨子を冷めた目で見つめ返す。

「──怖こえぇのか？」

　亜梨子の心臓が跳はねた。

「そりゃ怖ぇだろうな。他人の〝虫〟に憑かれるなんて気味が悪わりぃったらねぇもんな」

　彼女が否定する隙すきも与あたえず、ハルキヨがまくしたてる。身み振ぶりを交えた軽い口調は、愉たのしげですらあった。

「でもそのモルフォチョウは、親友のもんだ。怖こわいと認めちまえば、親友を化け物だと言ってるようなもんだからな。お優やさしいお前は間ま違ちがっても認められねぇ」

「そ、そんな、こと──」

「だからてめぇは仲間を集める。〝かっこう〟に甘えて、他ほかの虫憑きを味方に引き込む。てめぇ一人じゃ何もできねぇから、そいつらに助けてもらうことで、〝虫〟は怖くないと思い込もうとしてんだ」

　少年の言葉は容よう赦しやがなかった。何かとケンカばかりしている大助にさえ、こうも心の内を抉えぐられたことはない。

　怖い──。

　ハルキヨが去ると聞き、亜梨子の胸中に湧わいた感情。それは確かに、そういった言葉で言い表すものに近かった。

「今まで怖いと言わずにいられたのは、〝かっこう〟がいたからだ。いざとなりゃ、アイツがなんとかしてくれるからな。だが敵とはいえアイツと同じくらい──訂てい正せい、アイツよりもめちゃ強つええ俺がいなくなると聞いて、つい怖さを思い出した。何しろ〝かっこう〟も、いつまでてめぇのそばにいるか分かんねぇからな。違うか？　ん？　ん？」

「そっ──」

　そんなわけ、ない。

　そう言い返そうとするも、言葉にならなかった。心の奥に秘ひめていたものを見み透すかされた気がして、頰ほおが赤くなっていく。

「どうせ、もう二度と会うこともねぇんだ。お兄さんの前で正直になっちゃえよ」

　ぺちぺちと、少年の手が硬こう直ちよくする亜梨子の頰を軽く叩はたいた。

「……わよ」

「ん？　聞こえませーん」

「亜梨子パンチ」

　わざとらしく耳に手を当てる少年のみぞおちに、亜梨子の拳こぶしがめり込んだ。

「──怖いわよ」

　少年を前のめりにうずくまらせて視線を回かい避ひしたことで、亜梨子は唇くちびるを嚙かみしめた。

「はいはい、怖い怖い、怖いですよー。これで満足かしら！」

「か、可愛かわいくねぇ──ぐえっ」

　呻うめき声を上げる少年を、さらに上から踏ふみつぶす。顔を見られないように。
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　窓ガラスに映る自分の顔が、今にも泣きそうな顔をしているのは──摩理に対する複雑な思いからだ。はじめて弱音を打ち明ける悔くやしさや恥はずかしさなど、どうでも良い。

「しょうがないじゃない！　これから何が起こるかも分からないんだから！　でも摩理のこととは別よ！　摩理を化け物だなんて思うわけがないじゃない！」

　そんな気持ちを、今まで誰に言うことができただろう？　大助に怖いと言えば、その場でモルフォチョウを殺してしまうかもしれない。亜梨子を救うためとはいえ、摩理が遺のこしたものを失うのは耐たえられなかった。

　それに──怖いのは、亜梨子だけではないのだ。虫むし憑つきは誰だれだって、自らの〝虫〟を怖おそれている。いつ己おのれの夢を喰くい尽つくされるとも分からない。そんな彼らをさしおき、自分だけが弱音を吐はくなど許されるはずもない。

「アホか。んなもん、隠かくすことじゃねぇよ」

　むくり、と少年が何事もなかったように身を起こした。

「得体の知れねぇ〝虫〟が怖ぇなんて、誰だって同じなんだよ。ようは、そいつから目を背けるかどうかだ」

「……」

「ま、俺は怖くねぇけどな」

「数分間かん隔かくでぶっ飛ばしたくなるわね、あなた」

「〝虫〟とは何か？──んなもん、最初から眼中にねーんだよ。心底どーでもいいぜ」

　ハルキヨの言葉に、亜梨子は凍こおりついた。

「たまたま俺の夢を叶かなえてくれそうな相手が、俺と同じ虫憑きだっただけだ。他にもっと手て強ごわいヤツがいたら、教えてほしいくらいだぜ」

　あまりの暴言に、亜梨子は声を出すことも忘れていた。

　この国に現れ、誰もが翻ほん弄ろうされている〝虫〟という異常な存在の正体を──眼前の少年は眼中にないと言い放った。それも自らが虫憑きであるにもかかわらずだ。

　炎ほのおの魔ま人じん、ハルキヨ。

　彼の視界に映るためには、どれほどの強者でなければいけないのだろう？

「俺とてめぇは、花城摩理を捜さがしてた。でも実際は、ちっとばかし捜してるものの正体が違ってるんだろう」

　ハルキヨがニヤリと笑えんだ。

「せいぜい頑がん張ばれよ。これからもろくなことが起きねぇだろうけどな」

　彼の口調は冗じよう談だんのように聞こえ──だが本当に亜梨子を激げき励れいしているようでもあった。

　迷めい惑わくしかかけられたことのない炎の魔人に、頑張れと言われる。

　笑ってしまうような状じよう況きようだが──奇き妙みような心強さが胸を満たした。長年のライバルに背中を押されたような、くすぐったい嬉うれしさが込み上げる。

　それだけに。

　何の前まえ触ぶれもなく彼がこの街を去ることが、理り不ふ尽じんに思えた。

「あなたは、見つけたの？　あなたにとっての……摩理を」

　亜梨子は、ハルキヨに問いかける。

　彼は競争に勝ったと言った。その意味を、亜梨子は知っている。

「見つけた」

「……」

「とんだ期待はずれだった。クソだぜ。俺にとっちゃ何の価値もねー」

　顔を歪ゆがめるハルキヨの顔を、亜梨子はじっと凝ぎよう視しする。

「そんな顔をしたって教えねぇぞ。他人を頼たよるんじゃねぇよ──と、カッコつけてぇところだが」

　少年が、悔しげに奥歯を嚙みしめた。

「勘かん弁べんしろ。マジで今は話したくねぇ。傷心中なんだよ、デリケートなマイハートは」

「デートに付き合えば、話してくれるんじゃなかったの？　筋は通すのよね？」

　亜梨子が唇くちびるを尖とがらせると、「う」と少年が呻いた。

「クソ、他ほかだ、他の質問にしろ！」

「他って言われても……他に訊ききたいことなんて、ないわよ」

「俺のスリーサイズとかじゃダメか？」

「亜梨子キック」

　脇わき腹ばらを蹴けられ、ハルキヨがまたうずくまった。「うー」と唸うなる少年は痛みよりも、筋は通すという己の流りゆう儀ぎと闘たたかっているようだ。

　亜梨子は嘆たん息そくし、本気で困り果てている様子の虫憑きを見下ろす。

　そう、こんな彼もまた虫憑きなのだ。

　何から何まで謎なぞだらけで、結局、謎のまま彼女の前から姿を消そうとしている。

「はあ……あなたみたいな虫憑き、見たことがないわ」

「まあな。稀き少しよう生物は大事に扱あつかえよ」

「虫憑きって一体、何なのかしら……」

「身の程ほどを知らねぇバカの集まりだ」

　顔を上げ、ハルキヨが不敵な笑みを浮うかべる。

「それ以上のことは興味ねぇな」

　花城摩理のことが、知りたい。

　虫憑きとは何かを知りたい。

　そう願う亜梨子を、真っ向から否定するような発言をする彼もまた──。

「夢……」

「あん？」

　ハルキヨは、虫憑きだ。

　その事実があるかぎり、彼もまた逃のがれようのない運命を背負っているのだろう。

　自ら思い描えがいた、一つの願いがあるのだろう。

「あなたの夢って一体、何なの？」

　彼は先ほど、自らの夢を叶えてくれそうな相手が、たまたま虫むし憑つきだったと言った。

　その人物が、花城摩理だったはずだ。

　何から何まで理解のできない少年だが、彼もまた虫憑きであり、自らの夢を叶えるために生きている。

「んなもん聞いて、どうすんだ？」

「その夢を叶えるために、摩理のことを捜していたんでしょう？」

「まあな。だが大したもんじゃねぇぞ。わざわざ口に出すほどでもねぇ」

　ハルキヨがつまらなそうに、片方の眉まゆを持ち上げた。そんなことでいいのか？　とでも言いたげである。

「パスは一回までよね？」

　亜梨子たちの乗るゴンドラが、観覧車の頂点を通り過ぎた。

　ここからは出口へ向かうだけだ。

　時間切れには、まだ猶ゆう予よがある。

「期待してんなら、的外れだぜ。虫憑きの夢なんて、他人にとっちゃどーでもいいことばかりだぜ」

「喋しやべりたくない？」

「いや、別に。俺だって、もったいぶるようなもんじゃねぇし」

　少年の口調は、あまりに平然としていた。

　虫憑きの夢は、特別なものである。

　亜梨子はそう思っていただけに、彼の口から聞いたそれは、すぐに理解することができなかった。

「罰ばつを、受けてぇ」

　あまりにも。

　あっさりとした言葉。

　赤牧市の街並みを眺ながめる彼の横顔を見て、ようやく彼が己おのれの夢を語っているのだと気づく。

「え……？」

　ゴンドラの内部を流れる時間が、ピタリと停止したかのような錯さつ覚かくを覚えた。

　亜梨子が硬こう直ちよくしたことに、ハルキヨは気づきもしない。

「俺は結構、この世界を気に入ってんだ。くだんねーもんばかりだが、そう悪いもんばかりでもねぇ。わりと楽しいからな。まだまだ生き足りねぇよ」

　淡たん々たんと語る彼の口調は、自らの夢を語っているとは思えなかった。

　目を輝かがやかせるでもなく、感かん慨がい深さの欠片かけらもない。まるで道みち端ばたで道案内でもしているような口調で続ける。

「だからそんな俺に、罰を下すことができるヤツを探してんだ」

「……」

「俺がどんなに抵てい抗こうしても、どんな手段を使っても、どんなに足あ搔がいても、そんなことは知ったこっちゃねーと笑いながら殺せるくらい強つえぇヤツだ。弱よえぇヤツで妥だ協きようしたりはしねぇ。妥協するのは自殺と変わんねぇからな」

「……」

「恨うらみでもねぇ。復ふく讐しゆうでもねぇ。俺自身が作った理由じゃダメだ。道端で虫ケラを踏ふみつぶすみてぇに俺に罰を下して、一秒後にはそんなこと忘れちまうようなヤツがいい」

　亜梨子は、少年の語る様を凝ぎよう視しする。

　罰を、受けたい──。

　そんな夢が、夢といえるのだろうか？

　だが納なつ得とくのいくこともある。

　彼が本当に、そんな破は滅めつを望んでいるのだとすれば──。

　亜梨子は無意識に、掠かすれた声を絞しぼり出す。

「罰を受けるために……摩理を捜さがしていたの？」

　ハルキヨが当然のように笑った。

「まーな。話に聞いた〝ハンター〟ならうってつけだろ？　〝あ、虫憑きを見つけた。ついでに殺しておこう。よし、殺した。さあ次、次〟みたいな展開が理想的だったんだ」

　どうして──。

　亜梨子の胸が、苦しくなる。

　そんな顔ができるのだろう──。

　彼女には、理解できなかった。

　歪ゆがんでいく視界の中に映る、一人の虫憑き。

　破滅を語る少年の笑え顔がおは屈くつ託たくがなく、子供のように無む邪じや気きだった。

「はっは」

　ハルキヨが声を出し、笑い出した。

「どうして、てめぇが泣く？」

　一ひと滴しずくだけだ。

　亜梨子の瞳ひとみからこぼれたのは、たった一いつ滴てきの雫しずくだけ。

　その涙なみだの理由が分からず、亜梨子は頭を左右に振ふる。

「あまりにくだんねー夢で、呆あきれたか？　それとも同情か？　憐あわれみか？　ああ、あれか。面おも白しろすぎたか。怒おこってんなら、一発くらい殴なぐられてやってもいいぜ？」

　ハルキヨがからかうように、自ら頰ほおを差し出す。

　だが亜梨子は、首を振り続ける。

　どうして涙が流れたのか、自分でも分からない。

　あまりに破滅的な彼の夢が、悲しかったのかもしれない。

　彼の強さが、そんな希望のない理由の上に築かれていたことに落らく胆たんしたのかもしれない。

　夢はどれも美しいものと勝手に思い込んでいた幻げん想そうを打ち砕くだかれ、ショックを受けたのかもしれなかった。

　今、理由を決めるには、亜梨子は何も知らなすぎる。

　善も悪もない、ただ純じゆん粋すいな破滅を子供のような顔で語る虫むし憑つき──。

　彼もまた、何もかもがイレギュラーなモルフォチョウに巻き込まれた一人だ。

　これまで会ってきた虫憑きたちと同様に、彼という存在もいつまでも憶おぼえておこうと思った。

「憶えておくのも忘れるのも、好きにしろよ。大したもんじゃねぇから──俺はたぶん、一生てめぇの夢を語ったりはしねぇよ。ここで聞いた言葉は全部、てめぇのもんだ」

　ハルキヨの大きな手が、亜梨子の頭を乱暴に摑つかんだ。撫なでるでもなく、叩たたくでもなく、俯うつむきそうになる彼女に前を向かせるように、後方へ押し退のける。

　亜梨子は一度だけ目元を拭ぬぐい、笑う。

「どうして、そんな夢を持ったのか……それを訊きくのは二つ目の質問になるのかしら」

「たりめーだ、調子に乗んな」

　一時の空中散歩が、終わりに近づいていた。

　二人の乗るゴンドラが降下していき、赤牧市の大地に着地した。

　扉とびらが開き、亜梨子とハルキヨはアスファルトの上に降り立つ。

　観覧車の周囲を行き交かう人々に埋うもれ、亜梨子はその場に立ち止まった。

　一方、赤牧市を去る少年は、別れの挨あい拶さつもなく遠ざかっていく。

　亜梨子は笑み、少年の背中に声をかけた。

「ねえ、もうちょっと赤牧市にいなさいよ」

　未練のない軽い足取りで去ろうとしていたハルキヨが、ピタリと立ち止まった。

「──あのな、俺は話したぜ。俺にとって花城摩理は意味がなかったことも、俺の夢も」

「ええ、聞いたわ」

「それなのに、俺を連れ戻もどそうっていうのかよ？」

　顔半分、ハルキヨが亜梨子を振り返った。呆れ顔だった。

「どうせ行くあてなんて、ないんでしょう？　それなら最後まで見届けていきなさいよ」

　最後まで──。

　その言葉に、ハルキヨが笑みを浮うかべた。

「最後か。まあ、そりゃそうだよな。誰だれよりもてめぇ自身が分かってなきゃおかしいぜ」

　少年の言葉は、皮肉に満ちていた。

「モルフォチョウが今も残ってるのは、ただの間ま違ちがいだ。間違いはいずれ、正される」

　ハルキヨがまた歩き出した。

「──だが、それは俺には関係ねぇよ。俺にとっての最後は、もう過ぎた後だ」

　亜梨子は小走りに、彼を追いかける。

「私、色々とやりたいことがあるのよ。手伝ってくれない？」

「てめぇのアホさにびっくりだ。まずウザいてめぇを殺すことから始めていいか？」

　振り向きもせずに大おお股またに歩くハルキヨを、亜梨子は追い続ける。

「いいじゃない、ケチ。今までさんざん迷めい惑わくかけられたんだから、それくらいしてくれてもいいじゃない」

「そんな義理はねぇし、理由もねぇ。面めん倒どうくせぇ。ついてくんな」

「私、あなたに罰ばつを与あたえられそうな人を知ってるわ。この街にいるの」

「花城摩理は期待はずれだった。それなら、〝かっこう〟か？　アイツはまだダメだ。数年後に期待だな。今は相手にしねぇよ」

「大助じゃないわ」

「じゃあ〝不死〟の虫憑きか？」

　亜梨子は目を見開いた。ハルキヨの口から、その名が出てくるとは思いもしなかった。

「惜おしいところだが、アレは虫憑きを恨うらんでるようだった。俺が虫憑きだからって復ふく讐しゆうされるのは筋違いなんだよ。俺を殺して喜ぶようなヤツじゃ意味がねぇ。つーか俺の予想が当たってれば、ヤツは……期待はずれに終わるに決まってんだ。一号指定じゃねぇってことはそういうことだ。詐さ欺ぎ師しはうんざりだぜ」

「一いち玖く皇きみ嵩たかでもないわ」

　意味が分からないことを呟つぶやく少年の言葉を、亜梨子は遮さえぎる。

　ハルキヨの歩ほ幅はばは大きく、亜梨子は後ろをついていくのがやっとだった。

「恨んでもいないし、復讐なんて考えてもいないわ。義理もないけれど──ようするに、あなたよりも強ければ良いいのよね？」

　急に、少年が足を止めた。

　思わぬ急ストップに、亜梨子はたたらを踏ふんだ。ハルキヨを追い越こしてしまう。

「──」

　振ふり返り、亜梨子は息を吞のんだ。

「そいつはまさか、今、俺の視界にいるヤツのことか？」

　炎ほのおの魔ま人じんが、灼やけつく威い圧あつ感かんを放っていた。怒いかりを剝むき出しに亜梨子を睨にらむ。

　頷うなずこうとするも、少年の燃える目に射い貫ぬかれ、金かな縛しばりにあったように身体からだが動かない。

「そういや、てめぇ──なんていう名前だったっけか？」

　亜梨子は絶句する。

「〝花城摩理の亡ぼう霊れいに取り憑つかれた女〟だったか？　前に聞いた気もするが、忘れちまったぜ」

　もとから眼中にないと言わんばかりに、ハルキヨが亜梨子をその場に置き去りにした。

「──あなたの夢を馬ば鹿かにしたつもりはないわ。冗じよう談だんでもない」

　立ち去ろうとするハルキヨを振り返り、亜梨子は銀色のロッドを取り出した。

「私は本気よ」

　逃にがすわけにはいかない。

　ハルキヨは親友の遺志を知る、唯ゆい一いつの人物といっていい。捜さがし出すために多くの仲間が傷ついたし、亜梨子自身、どうしてもそれを知りたかった。

　いや──知らなければならない。

　そのために、亜梨子は走り続けてきたのだ。もう後戻りはできない。

「──台無しだぜ」

　少年が立ち止まり、肩かたを落とした。

「傷心して一歩大人に近づいたハルキヨさんを演出するために、落とし前は勘かん弁べんしてやろうと思ってたのによ」

　ため息をつき、ハルキヨがなぜか携けい帯たい電話を取り出した。眉まゆをひそめる亜梨子を無視し、誰かと話し出す。会話を聞き取ることはできなかったが、通話はすぐに終わった。

「──ついてこいよ」

　携帯電話をしまい、ハルキヨが亜梨子を振り向いた。

　不ふ審しんに思いながらも、彼に導かれるまま、亜梨子はある場所へとやって来た。

　広大なイベント会場だ。

　最近まで、大規模なモーターショーが行われていた場所である。大だい盛せい況きようのうちに幕を閉じたというニュースを見た憶おぼえがある。

　イベントを終えた会場は閑かん散さんとしていた。広い敷しき地ちには小さなサーキットや、緑を植えた噴ふん水すいが見える。

　敷地のゲートは、なぜか開放されていた。ハルキヨは疑問を抱いだいた様子もなく、敷地に入り込む。通路を突つき進み、やはり入り口が開け放たれた巨きよ大だいな建物へと入った。

「なんでこんなところに……ねえ、ここって勝手に入って良いの？」

「常識で考えろよ。ダメに決まってんだろ。でも入るぜ」

　建物内は、ホルス聖城学園の体育館の数倍の面積があった。高い天てん井じようには照明がぶら下がっており、四方をガラスの壁かべに囲まれている。通路も何もない内部には、つい最近までは無数の自動車が並んでいたのだろう。

「あ……」

　亜梨子は無意識に、立ち止まった。

　先客がいたのだ。

　柱によりかかっているのは、眼鏡めがねをかけた細身の少年だ。また地面の上であぐらをかいているのは、そばかすの少女である。置いてあるバイクは、どちらかの持ち物だろうか。

「だ、誰だれ？」

　戸と惑まどう亜梨子を置いて、ハルキヨは平然と二人の人物に歩み寄っていく。

「おう、頼たのむぜ」

「あのさあ、急に呼び出されても困るんですけど。カノジョと遊んでたのに」

「噓うそやん。アタシが迎むかえ行った時、思っきり一人だったし」

　親しげに話しているところからすると、ハルキヨの知り合いのようだ。

　二人の人物が、ちらりと亜梨子を見た。

「えー、中学生やん。わりとキュートだし。これ、殺やっちゃうわけ？　もったいな」

「殺せとは言われてないって。後が面めん倒どうだし、適当でいいんだろ、ハルキヨ？」

「な──」

　ハルキヨが振り返った。離はなれた場所で柱によりかかって腕うでを組む。

「なに驚おどろいてんだ？　俺と戦やるんじゃなかったのかよ？」

「こ、この人たちは、関係ないじゃない！」

「──てめぇ、人の話を聞いてなかったのか？」

　ハルキヨが顔を歪ゆがめ、低い声で言い放つ。

「俺は手段を選ばねぇぞ。考え得うるかぎりの手段を用いるのが、俺の〝強さ〟なんだからな。どう足あ搔がいても勝てねぇ相手にしか、興味はねぇんだよ」

「──」

「それに比べて、てめぇは敵の言うことを疑いもしねぇで、一人でこんなところまでホイホイついてくる。それは間ま違ちがいなく、てめぇの〝弱さ〟だ」

　ロッドを握にぎりしめる亜梨子の手に、冷たい汗あせが滲にじんだ。

「言っとくが──そいつらは二人とも、〝司書〟と同じくらい強つえぇからな」

　冷れい酷こくなハルキヨの宣言が、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす亜梨子の鼓こ膜まくを震ふるわせた。
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「はあっ、はあっ……！」

　モルフォチョウが変化した槍やりを握りしめ、亜梨子は後方に跳とび退すさった。制服は汚よごれ、手足には擦すり傷が刻まれている。

「……っ！」

　白光が閃ひらめいた。とっさに横に跳んだ亜梨子の足元に、衝しよう撃げきとともに巨大な亀き裂れつが生まれる。

　攻こう撃げきをかわしたのも束つかの間、地面を抉えぐった白い物体が生き物のように動き、亜梨子の脚あしに絡からみつく。

「きゃあっ！」

　もの凄すごい力で引っ張られ、亜梨子の身体からだが宙を舞まった。

「くっ……！」

　柱に叩たたきつけられる寸前で、脚を縛しばる物体──新体操に使用されるリボンのような白い紐ひもを、銀色の槍で切断する。空中で身体を回転させ、銀色の模様を浮うかべた右脚で柱に踏ふん張って激げき突とつを防ぐ。

　銀色のロッド以外にモルフォチョウが同化しているのは、亜梨子の右脚だけだ。片脚だけでも強化されていなければ、柱から地面へ飛び降りただけで落下のダメージを免まぬかれなかっただろう。

「そこはトラップカード。効果は機動力低下」

　少年の軽い声が聞こえた。

　直後、亜梨子が立っていた地面が、紅あかく光り輝かがやいた。彼女の両脚に、忽こつ然ぜんと現れた鉄球付きの枷かせが装着される。鉄球の表面にデジタル表示で60という数字が浮かび、０に向かってカウントされていく。

「お、重──」

　また白い閃せん光こうが迫せまった。

　身動きを封ふうじられた亜梨子は槍を振ふり払はらい、リボンを弾はじき飛ばす。だがバランスを崩くずしたところへ、二撃目が襲おそいかかった。

　槍の柄えでかろうじて防ぐが、衝撃を殺すことはできなかった。腹を貫つらぬかれたかと錯さつ覚かくするほどの威い力りよくが、みぞおちに突つき刺ささる。

「げほっ、ごほっ……！」

　亜梨子は顔を歪め、地面に膝ひざをつく。

「パワーはスゴイけど攻撃が単調すぎやん。この子、あんまり戦せん闘とう経験ない？」

　そばかすの少女が腰こしに手を当て、悠ゆう然ぜんと亜梨子を見ていた。その両りよう腕うでには〝虫〟が変形した不気味な腕輪をつけており、それぞれ一本ずつ白いリボンを伸のばしている。

「まだ何か能力を隠かくしてるかもね。でも油断しなきゃ、ふつーに勝てるでしょ」

　眼鏡めがねの少年のそばには、奇き妙みような造形をしたテーブルが置かれていた。それもまた彼の〝虫〟が変形したもので、台の上にカードの山を積み重ねている。

「勝手に手ぇ抜ぬいてんじゃねぇよ」

　背後に控ひかえたハルキヨが、怒いかりの形相を浮かべた。

「あと一発で殺せるだろうが。サボってんじゃねぇぞ」

「うっわ、感じ悪っ。なんか今日のハルキヨ兄やん、ムカつかん？」

「彼がマジギレしてる時は逆らわない。これ、鉄則ね。面おも白しろい相手がいるって言われて騙だまされた分は、あとで返してもらいましょっと」

　少年が眼鏡の位置を直しながら、「あっちのターンは動きナシ、と」と呟つぶやき、テーブルの上に新たなカードを置いた。

「けほっ……」

　苦痛に顔をしかめながら、亜梨子は立ち上がった。両脚を縛りつけていた鉄球のカウントが０になり、弾けるようにして消しよう滅めつする。

　前方の地面が輝き、弓を構えた兵隊が現れた。亜梨子に向かっていっせいに矢を放つ。

　とっさに銀色の鱗りん粉ぷんで自らを守り、矢を弾き飛ばす亜梨子。だが横から襲いかかった二本のリボンによって、鱗粉ごと後方へと弾き飛ばされてしまう。

「俺より強つえぇんじゃなかったのかよ？」

　腕組みをしたハルキヨが、冷れい淡たんに言い放つ。戦いが始まってから、彼はその場から一歩も動いていない。

「くっ……うっ……！」

　一方、亜梨子は身を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。変へん幻げん自在なリボンを避よけ、予測もつかない眼鏡の少年の能力を防ぎ、こちらからは一度も攻撃に転じることができない。二人の虫むし憑つきを倒たおすどころか、ハルキヨに向かって近づくことすらできなかった。

　一体、どうすれば──。

　立て続けに繰くり出される攻撃から逃にげ惑まどいながら、亜梨子は必死に考える。

　ハルキヨの言った通り、立ちはだかる二人は決して弱くない。それにもし彼らを倒したとしても、炎ほのおの魔ま人じんを相手にどう戦えば──。

「中ちゆう途と半はん端ぱなんだよ」

　二人の虫憑きに翻ほん弄ろうされる亜梨子を睨にらみ、ハルキヨが吐はき捨てる。

「どいつもこいつも口だけだ。口先でどんだけ本気を語っても、最後の瞬しゆん間かんにはこう思ってんだ」

　攻撃を防ぎきれず、亜梨子は背中から柱に叩きつけられる。

「〝本当は諦あきらめたくなかったんだけど、自分にはもうどうしようもないな〟──」

　またトラップカードとやらが発動した。亜梨子の全身が茨いばらによって縛しばりつけられる。

「そう思う理由は、なんだ？　強ぇ敵か？　能力の限界か？　死か？──そんなもんがなんだってんだ？　カンケーあんのか？　諦めるか諦めないか、そんなのはてめぇが決めることだろうが。なに最後の最後で、安心したみてーに手ぇ抜いてやがんだ！」

　亜梨子の周囲に、銀色の鱗粉が吹ふき荒あれた。

「だが花城摩理は、違ちがう。死んでも夢を諦めなかったからこそ、今もモルフォチョウが残ってる」

　眼鏡の少年の能力を眠ねむらせ、茨から力が抜けた。亜梨子は素す手ででそれらを摑つかみ、力ずくで引きちぎる。

「──そう思ってたのによ」

　だがすぐに横から白いリボンによる攻こう撃げきを受けた。衝しよう撃げきに身体からだを吹っ飛ばされ、眼鏡の少年の能力を無効化していた鱗粉が霧む散さんしてしまう。

「結局、アイツも同じだったぜ」

　地面を転がりながらも、亜梨子はすぐに身を起こした。敵に向かって突き進もうとするものの、リボンの猛もう攻こうで返り討うちに遭あう。

「悪魔の薬と、天使の薬──花城摩理がそのどちらを選んだのか、分かっちまったからな」

　ハルキヨの声が、震ふるえた。怒りを押し殺すのも限界とばかりに、顔を歪ゆがませる。

　悪魔の薬と、天使の薬。

　聞き覚えのある単語だった。

　あれは確か、そう、摩理の病室に残されていた一冊の絵本。タイトルは確か、〝魔法の薬〟といったはずだ。内容は、確か──。

　ハルキヨが吼ほえた。

「クソがっ！　畜ちく生しようっ！　どいつもこいつも、詐さ欺ぎ師しなんだよ！　花城摩理も！　〝先生〟も！　〝不死〟も！　そのモルフォチョウもだっ！」

　病に臥ふせるパトリシアのもとへ、魔法使いが訪おとずれました。

　魔法使いは、言いました。

　ここに天使からもらった薬と、悪魔からもらった薬がある。

「花城摩理がどっちの薬を選んだか分かっちまった……よく考えりゃ、気づかねぇ俺もバカだったぜ。なにしろ〝先生〟から、色々と聞いてたんだからな。花城摩理っていう虫憑きのことを」

　天使の薬を飲めば、大切な人を失う代わりにお前の病が治りいつまでも生きられる。

　悪魔の薬を飲めば、お前はそのまま息絶えるだろう。でも大切な人がいつまでもお前のそばにいて慰なぐさめてくれる。

　さあ。

　お前は──どちらを選ぶ？

「花城摩理は結局──最後の最後で、諦めやがったんだ。てめぇの夢をな」

　もはや亜梨子に語っているつもりもないのだろう。ハルキヨの言っていることは、彼女にはさっぱり理解できなかった。

「じゃあ、どうしてモルフォチョウが今も残ってるんだって話だよな。──分かっちまったよ、全部、分かっちまった。〝先生〟が言ったことを、思い出しちまったからな。あの詐欺野や郎ろう、何もかも分かってやがったんだ。優やさしい顔して、とんだクソ野郎だぜ。あんな鬼き畜ちくは、見たことがねぇ」

　ハルキヨの激げつ昂こうは収まらない。亜梨子には彼が怒おこる理由が、まるで分からなかった。

　その意味を知るためには──。

　彼から、事の真相を訊きき出す他ほかに方法がないのだろう。

　だからこそ、ここで彼が去るのを見送るわけにはいかない──。

「この世で最も残ざん酷こくなのは、中途半端な優しさだ。〝先生〟は──〝三さん匹びき目め〟ってのは、それの塊かたまりだ。ヤツが生む同化型の虫むし憑つきもな。さっさと滅ほろんじまえと思うぜ」

　ハルキヨの声が、さらに低くなった。

　亜梨子が身を翻ひるがえし、彼に背を向けて走り出したのを見たからだ。

　背中から襲おそいかかる攻撃を、横にステップしてかわす。脱だつ兎とのごとく、亜梨子は建物の出口に向かって駆かけ抜ぬけていく。

「──ああ、クソ。クソ。クソが！　苛いらつくぜ！」

　だが避よけきれず、亜梨子を衝撃が襲った。小こ柄がらな身体が地面に投げ出される。

　亜梨子は砂まみれになった顔を上げ、すぐに立ち上がる。

「何が、〝私は本気よ〟だ。どいつもこいつも、同じだ。結局、最後には逃にげやがる」

　唸うなるようなハルキヨの声を無視し、亜梨子は一目散に出口を目指す。

「──ちゃんと殺せよ。今後一いつ切さい、何億分の一の確率でも、うっかり俺の視界に入らねーようにな」

「うっわー。言う通りにしないと、後ろから黒くろ焦こげにされそう」

「後味悪いなあ。まあ、やるけどさ」

　傷だらけになりながらも、亜梨子はようやく出口に辿たどり着いた。

　その場でクルリと身体を反転させる。

「……っ！」

　二人の虫憑きの猛攻が、亜梨子に襲いかかった。地面が陥かん没ぼつし、周囲の壁かべが崩ほう壊かいする。

「摩理──」

　土つち煙けむりに包まれながらも、亜梨子はその場に踏ふみとどまった。モルフォチョウと同化した右みぎ脚あしを地面に突つき刺さし、身体を支える。

「お願い──」

　ダメージで朦もう朧ろうとしながらも、前を向く。

「今だけ、ありったけの力を──」

　槍やりから噴ふき出した鱗りん粉ぷんが亜梨子を包んだ。一歩。

　前に踏み出した左脚に、銀色の模様が浮うかび上がる。

　──亜梨子。

　耳元で、亡なき親友の声が聞こえた。

「私の身体のことは、考えなくても良いいから──」

　一歩。

　さらに、前に歩み出す。

　槍を構える亜梨子の右みぎ腕うでに、銀色の模様が輝かがやいた。

　亜梨子は見開いた瞳ひとみで、眼前の敵を見み据すえる。

「う──」

　そばかすの少女と眼鏡めがねの少年が、顔つきを変えた。だが気け圧おされたのは一いつ瞬しゆんで、すかさず亜梨子めがけて猛もう攻こうを繰くり出す。

　鱗粉に包まれた亜梨子を、虫憑きたちの攻こう撃げきが後方へ押し返す。

「ここよりも先へ、進むために──」

　亜梨子はまた一歩、前に足を踏み出す。

　左腕が、銀光を放つ模様に侵しん食しよくされた。

　敵の攻撃を鱗粉で防ぎながら、また一歩、前に足を踏み出す。

　銀色の模様が、亜梨子の顔の半分に這はい上がった。唇くちびるの片側が笑えみの形に歪ゆがみ、勝手に動く。

「──ええ、分かったわ」
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　親友の声は、今度ははっきりと聞こえた。喉のどが震ふるえたのは、他ならぬ自分自身がその言葉を発したからだ。

　銀色に輝く瞳と、強い意志を秘ひめた瞳。

　二つの瞳でハルキヨだけを見据え、亜梨子は前に向かって歩き出す。

「え、噓うそやん。まさか──」

「まさか、この子──」

　二人の虫憑きが顔色を変え、今までにも増して亜梨子に攻撃を浴びせかける。

　だが亜梨子は鱗粉でそれらを弾はじき返し、一歩ずつ確実に前に進んでいく。

　歩みは駆け足に変わり、少しずつ走る速度を増していく。加速していくほどに、亜梨子を包み込む銀色の輝きが強くなっていく──。

「助走をつけるためだけに、そこまで逃げて……？」

　亜梨子は一直線に、加速していく。

　縦じゆう横おう無む尽じんに襲いかかるリボンを、ことごとく弾き返す。

　数メートル進むごとに、眼鏡の少年の能力が発動した。枷かせが四し肢しを拘こう束そくし、あらゆる種類の攻撃が雨あられと亜梨子を襲う。

　だが徐じよ々じよに輝きを増していく亜梨子は、ものともしない。手足を縛しばりつける拘束具が弾け飛び、霧む散さんしていく。

　鱗粉に包まれて駆ける亜梨子自身が、銀色に光り輝く槍と化していく──。

「ご、ごめん、ハルキヨ兄やん」

　二人の虫憑きの判断は、早かった。

　取り憑つかれたようにハルキヨを睨にらんで走る亜梨子の進路から、いっせいに跳とび退のく。

「こりゃアタシらには、手に負えないわ」

「がんばれ、ハルキヨ」

　ハルキヨは二人の虫憑きを責めなかった。無言で柱から離はなれ、組んでいた腕をほどく。

「はっは、バカみてーな力押しかよ」

　力押しには、違ちがいない。

　だがこれが今の亜梨子にできる、唯ゆい一いつの方法だった。

　炎ほのおの魔ま人じんに立ち向かうには、何一つよそ見をしている余よ裕ゆうなどない。

「まさか俺が避よけねぇなんて思ってねーよな？　俺は考えうる限りの手段を使う──」

　ハルキヨが余裕の笑みを浮かべた。だが一瞬、その表情が凍こおりつく。

　猛然と迫せまる亜梨子の背後に、何かを見つけたようだ。亜梨子ではない何者かに向かって、不敵な視線を向ける。

「なるほどな……そいつがてめぇの〝強さ〟ってわけか」

　亜梨子に視線を戻もどし、ハルキヨが愉たのしげな笑みを浮かべた。──目に映るもの全すべてを灼やき尽つくす、魔人の笑みだ。

　亜梨子の視界が、灼しやく熱ねつの業ごう火かに埋うめ尽くされた。

　ハルキヨを中心に吹ふき荒あれた火柱が、空中でオオエンマハンミョウの形を作る。

「いいぜ、かかってこいよ。──一之黒亜梨子」
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　ほんのわずかな間、気を失っていたようだ。

　亜梨子が重いまぶたを開くと、自分は荒れ果てた地面の上で身体を丸めていた。

「ん……」

　動こうとするも、全身が痺しびれて立ち上がることができない。モルフォチョウと同化した副作用だろう。やっとの思いで仰あお向むけになり、目の動きだけで状じよう況きようを確かめる。

「なにガンくれてんだ、コラ。てめぇ一人のところを見ると、よっぽど慌あわてて助けに来たんだな。お仲間はここに向かってるところか、あん？」

「顔が強こわ張ばってるぞ、お前。本当は痛いのを我が慢まんしてるんだろう。手加減してほしけりゃ、もう少ししおらしくしろよ。どっちにしろ手加減なんてしねーけどな」

　屋根を失い、廃はい墟きよと化した建物内の中央で、二人の少年が額を擦すり合わせて睨み合っていた。

　一人はハルキヨだ。制服はボロボロで、左腕が鮮せん血けつで真っ赤に染まっている。

　もう一人は、漆しつ黒こくのロングコートに身を包んだ少年だった。大きなゴーグルで顔を隠かくしているが、その声には聞き慣れている。

「へーえ、あれが〝かっこう〟？　強いらしいやん」

「どうする？　無難に逃にげとくべき？」

　遠巻きに話し合っているのは、そばかすの少女と眼鏡めがねの少年だ。

「かかってこいや、コラ。それともあの女を先に保護するかどうかで迷ってんのか？　ずいぶんお優やさしい悪魔サマじゃねぇか」

「てめーこそ喚わめくだけか？　痛いのか？　あんな女にやられちゃった腕うでが痛いのを、我慢してるんだよな？」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気を醸かもし出している二人を見て、亜梨子は悟さとった。

　大助が亜梨子の居場所を捜さがし出し、駆かけつけてくれたのだろう。──彼が背後にいたからこそ、ハルキヨは拳けん銃じゆうに狙ねらい撃うちされることを避け、亜梨子の攻こう撃げきを正面から受け止めたのだ。

「動けるか、亜梨子？」

　ハルキヨと睨み合ったまま、大助が声をかける。

「ちょっと……厳しいわね」

　動けそうもなかった。マラソンを完走した直後のように、極度の疲ひ労ろうが襲おそっていた。槍やりと分ぶん離りしたモルフォチョウが、亜梨子の視界を吞のん気きに羽ばたいている。

「はん」

　つまらなそうに亜梨子を一いち瞥べつし、ハルキヨが身を翻ひるがえした。その場から去ろうとする。

　その背中を、亜梨子が呼び止める。

「ハルキヨ……摩理が夢を諦あきらめていたって、どういうこと？」

「てめぇにゃ質問する権利がねぇよ。俺より弱かったんだからな」

「──私なんかに怪け我がを負わされるなんて、思ってもいなかったんでしょう？」

　ハルキヨの足が、ピタリと止まった。

「次はもっと、強くなってるわよ。今度は片腕だけじゃ足りないかもね。目を離したら、もったいないと思わない？」

「……」

　少年は無言だった。傷ついた腕がわずかに動いただけだ。

「今度はこっちから、ちょっかいをかけてやるわ。あなたから……何もかもを、訊きき出すまで」

「俺は、お尋たずね者だぜ？　特とつ環かんの前で、俺に留とどまれっていうのかよ？」

　ハルキヨが振ふり返り、目を細めて大助を見た。

「留まる？　何のことを話してるんだ、お前ら？」

「私に考えがあるわ。ちょっとこっちに来なさいよ。あ、大助はそこにいたままでいいわ。……近づきすぎよ。女の子の顔を踏ふむなんて何を考えてるのよ……いいから、ほら、顔をこっちへ」

　地面に寝ねたまま手招きすると、ハルキヨが怪け訝げんそうに亜梨子に顔を寄せた。彼女は彼の襟えりからタイをほどき、その顔に巻きつける。

「固定しづらいわね。なにか、とめるものないかしら」

「美術部参上。ジオラマ用のテープならあるけど、使ってみる？」

「おしゃれさん参上。ヘアピンも使ったり。こんなん適当でいいやん」

「てめぇら何ナチュラルに寝返ってんだ」

　寄ってたかってハルキヨの顔をいじくり回す彼らを、大助が怪訝そうに見守る。

「何してるんだ、お前らは一体……」

「あら、不思議。これで誰だれだか、さっぱり分からないわ。特環にもバレないわね」

　亜梨子はハルキヨの顔から、手を離はなした。

　少年の顔が、見事にタイやテープによって隠されていた。ホラー映画で見るようなミイラ男に似ている。

　ハルキヨが自らの顔をまさぐり、ニヤリと笑えんだ。

「おお、不思議だな。問題解決しちまったぜ」

「お前ら、特環をバカにしてんのか……？」

「──で？」

　お世辞にも格好が良いとはいえない変装だが、本人はまんざらでもないようだ。亜梨子のそばにしゃがみ込む少年は、これまで以上に人間離れした雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。まさに魔ま人じんと言うに相応ふさわしい姿に変へん貌ぼうしたといえる。

　ハルキヨの腕が、亜梨子の襟を摑つかんだ。動けない彼女を力ずくで引き起こし、燃え盛さかる紅ぐ蓮れんの瞳ひとみで顔を覗のぞき込む。

「街に留まることで、俺にどんなメリットがあるんだ？　てめぇが今すぐに強くなって、俺を虫けらみてーに殺してくれんのか？」

「殺すなんて、冗じよう談だんじゃないわ」

　亜梨子はもう、彼の威い圧あつ感かんに怯ひるまない。

　二人の会話は、ほんの数センチの距きよ離りで行われた。こちらに向かって歩み寄りつつある大助はおろか、亜梨子と戦った二人の虫むし憑つきにも届かない。

「──そんな生なま易やさしいものじゃ、済ませてあげないわよ」

　亜梨子は炎ほのおの魔人の瞳を、真正面から受け止める。

　ハルキヨが愉たのしげに目を細める。

「ほう。そりゃ一体、どんなモンだよ？」

「答える義理はないわね。でもすぐにあなたよりも強くなって──言うことを聞かせてやるわ。どんなに抵てい抗こうしても、逃にげても、絶対に許してあげないわよ？」

「……」

「摩理のことも、あなたの言っていることが本当かどうか分からないかぎり──いずれ必ず、答え合わせしてあげる」

　ゴツン、とハルキヨの頭がブレた。

　大助が彼の頭に、拳銃を押し当てたのだ。

「その手を離せ、ハルキヨ」

「──るせぇ」

　ギロリ、とハルキヨが大助を横目に睨にらむ。

「今、取り込み中なんだよ」

「お前の都合なんて、聞いてないんだよ」

　ハルキヨが本気で怒おこっているのを感じ取ったのか、大助の肩かたに緑色のかっこう虫がとまった。躰からだを変形させ、少年と同化する。

「……ちっ」

　ハルキヨが顔を歪ゆがめ、亜梨子から手を離した。二人の少年が、同じ目線で睨み合う。

「待って、大助──」

「はっ、〝答え合わせ〟ね。それに、殺すよりも重い罰ばつかよ。──悪くねぇ」

　ハルキヨが大助からあっさりと目を離し、地面の上に投げ出された亜梨子を見下ろした。

「期限は短みじけぇぞ、一之黒亜梨子」

　知っている。

　亜梨子の身体からだが、そのことを告げていた。

　これまでもモルフォチョウと同化した後は、一時的な痛みや疲つかれに襲おそわれることがあった。

　だが今の亜梨子の身体は、痛覚や疲ひ労ろうなどではなく──まるで全身に根が張っているかのように動くことができない。見えない亡ぼう霊れいに抱だきつかれているようでもある。

　虫憑きではないのに、〝虫〟と同化する。

　本来ならば有り得るはずのない行こう為いに対する代だい償しようは、確実に亜梨子の身体を蝕むしばんでいるのだろう。──そんなことは、だいぶ前から知っていた。

「はっは」

　黙だまって笑みを浮うかべる亜梨子を見て、ハルキヨが愉しげに笑った。

「やっとマジな顔つきになったな。やればできるんじゃねぇか」

　後あと戻もどりはしない。

　そう決めた時に、とっくに覚かく悟ごはできているのだ。今さら迷ったりはしない。

　摩理の遺志を見つけ出す──。

　最初は、それが目的だったのだ。

　だが今の亜梨子は──それすらも、一つのきっかけになりつつあった。

　──俺は……虫憑きが大だい嫌きらいだ。

　一玖皇嵩の、その言葉を聞いた時に、自分なりの答えが生まれていた。

「……」

　亜梨子は無言で、両手を差し出す。

　二人の少年が、顔を見合わせた。同時に舌打ちし、露ろ骨こつに嫌いやそうな──心から面めん倒どう臭くさそうな顔をしながらも、亜梨子の手を摑む。

　左手に、大助。

　右手に、ハルキヨ。

　二人の虫憑きの手によって、亜梨子は身を起こす。

「しかし、これから尻しりを追いかけられようってのに、ちっともワクワクしねぇよ。ここまで下心が湧わかねぇと、いっそ清すが々すがしいぜ」

「それを言ったら、こんなのといっしょに住まわされてる俺はどうなるんだよ」

　亜梨子に腕うでを強く引っ張られ、愚ぐ痴ちる少年たちが互たがいの頭をぶつけ合った。
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　かつては、手術室だったのだろう。

　断続的に点てん滅めつする照明に照らされ、倒たおれた手術台が見えた。広い空間を囲む壁かべはヒビ割れ、天てん井じようから吊つるされた手術用のライトがボロボロに朽くち果てている。

　ごつっ。

　ごつっ。

　静まりかえった手術室に佇たたずむ少女が、胸の前で何度も両りよう拳こぶしを打ち合わせていた。

　薄うす汚よごれたワンピースに身を包んだ少女が、虚うつろな瞳ひとみで見つめているのは──観音開きになった入り口に立つ、一之黒亜梨子だった。

　虫むし憑つきと出会ったのは、これで何人目だろう──。

　銀色に輝かがやく槍やりを持った亜梨子は、眼前の少女を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　手術室全体に、バレーボール大の珠たま状の黒い靄もやが浮かび上がっていた。少女が拳を打ち合わせるたびに、その両手に珠が集結し、濃のう度どを増して、再び宙へ放たれる。

　少女が口を開いた。

「命なんて、生まれた瞬しゆん間かんから毒で病やんでるんだ」

　ドキリ、と亜梨子の心臓が跳はねた。

　俯うつむいて拳を打ち合わせる少女の背後に黒い靄が集まり、昆こん虫ちゆうの形──ヨツバノコギリクワガタに似た輪りん郭かくを生み出す。

「誰だれにも治せない」

　ごつっ。

　ごつっ。

「どうせいつかは死ぬのに、生きてる意味なんてあるのかな？」

　亜梨子は呆然と佇んだまま、動くことができなかった。

　呪のろいの言葉を吐はいて拳を打ち合わせる少女が、なぜか今は亡なき花城摩理と重なった。

　親友だった摩理の遺志を探す過程で、様々な虫憑きと出会ってきた。

　その誰もが苦しみ、何かと戦っていた。

　摩理も──そうだったのだろうか？

　今、目の前にいる虫憑きの少女のように、生きることに絶望し、苦しみながらも、何かと戦っていたのだろうか──。

「どうせ死ぬなら──どうせ苦しみしかないなら──一秒でも早く、楽にしてやる」

　亜梨子には一体、何ができるのだろう？

　一人、また一人と新たな虫憑きと出会っていくごとに、亜梨子の中で疑問が生まれつつあった。

　虫憑きではないのに、〝虫ムシ〟の力を使う。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな存在にすぎない自分は、虫憑きのために何ができるのだろう？

「どいつもこいつも、命という病から〝救って〟やる」

　掠かすれた声で呟つぶやき、少女がゆっくりと身構えた。腰こしをわずかに落とし、両腕を大きく拡ひろげて拳けん法ぽうの構えをとる。珠状の靄に包まれた四し肢しはまさにヨツバノコギリクワガタの牙きばそのもの──敵を嚙かみ砕くだく、四つの歯だった。

　床ゆかを蹴けり、虫憑きの少女が亜梨子に向かって滑すべるように突つき進む。

　自らに迫せまる敵を、前にして──。

　亜梨子はその場から、一歩も動くことができなかった。
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　ホルス聖城学園中等部の調理実習室が、ざわめきに包まれていた。

「ねえ、恵那……これは一体、何かしら？」

　制服の上からエプロンを身につけた亜梨子は、調理実習室の中央にそびえ立つ塔とうを見上げていた。中等部三年生の同級生たちはもちろん、家庭科を担当する教師までもが、ぽかんとそれを見上げている。

「簡単なケーキを作るだけの授業で恵那さんが一いつ生しよう懸けん命めいになさっているから、おかしいとは思っていたんですが……」

　亜梨子のとなりで感かん嘆たんの声を漏もらしたのは、九く条じよう多た賀か子こだ。穏おだやかな物腰と丁てい寧ねいな言葉遣づかいは、富ふ裕ゆう層の子女が多い同校の見本である。

　亜梨子たちが見上げているのは、豪ごう華かなデコレーションを施ほどこされた五段重ねのケーキだった。

　一仕事終えたとばかりに、満面の笑えみを浮うかべた少女が振ふり返った。短めの髪かみとあか抜ぬけた雰ふん囲い気きが印象的な同級生で、亜梨子の親友でもある西園寺恵那である。

「薬屋クンとのウエディングケーキ、予行練習ヴァージョンよっ！」

「さも本番があるかのように言わないでくれるかな！　そもそも調理実習でウエディングケーキって時点でオカシイよね！」

　たまらず声を上げたのは、やはりエプロン姿の少年、薬屋大助だった。地味な顔立ちと平均的な体つき、頰ほおに貼はったバンソウコウ以外には何の特とく徴ちようもない男子生徒である。

「オカシイなら作ってる時点で気づきなさいよ、大助。あなた、恵那と同じ班じゃない」

「やけにたくさんケーキ作るなあ、とは思ったよ！　でもまさか、それを縦に積み上げるとは思わないだろ普ふ通つう！──うああ、ケータイで撮とるな！　九条さんまで！」

「まあ、すみません。〝薬屋大助を愛めでる会〟の会報誌に載のせるのに良いいと思って、つい」

「なんだよその会！　初耳なんだけど！」

「大助さんが慌あわてふためく様を楽しむという斬ざん新しんな切り口の会です。校内限定ですが、着実に会員が増えてるんですよ。ねえ、会長？」

「ええ、時代は美少年より地味顔よ」

「西園寺さんが会長なんだ！　やっぱりとしか言えないよ！　ああもう、いい加減にしないと本気で怒おこるぞ！」

「く、薬屋くんに怒られちゃう……」

「キュンッとするところじゃないだろ！　ああああ、もうイヤだ……」

　うずくまって頭を抱かかえる大助と、うっとりと恍こう惚こつの表情を浮かべる恵那。携けい帯たい電話でケーキを撮さつ影えいする多賀子。教師も啞あ然ぜんと立ち尽つくしたまま、ピクリとも動かない。あまりに見事な出来映ばえに、敗北感に打ちひしがれているのかもしれない。

　亜梨子は、ポツリと呟いた。

「調理実習って、こんなに混こん沌とんとした授業だったかしら……」

　──授業が終しゆう了りようした後も、亜梨子、大助、恵那、多賀子の四人は実習室に残っていた。

　クラスの全員がかりでも食べきれなかったケーキを処理するべく、居残りでささやかなスイーツパーティを催もよおす羽目になったのだ。

「まあ、でも……」

　明らかに他ほかの三人よりも量が多い皿を相手に苦戦していた大助が、なにげなく呟いた。

「西園寺さんが元気になったのは、良かったかな」

　談だん笑しようしていた亜梨子たちの会話が、ピタリと止まった。

「ほら、最近、誰だれかに見られてるような気がするって言ってたじゃん。そのせいか、少し元気がなかったみたいだし」

　とっくに満腹なのか、大助がフォークでケーキを突つついて弄もてあそびながら言う。

　亜梨子は恵那や多賀子と、顔を見合わせた。二人とも驚おどろいた顔で、彼女の顔を見つめ返している。

　三人の少女たちが絶句していることに気づき、大助が怯ひるむ。

「な、なに？　なんかオレ、おかしなこと言った？」

　おかしくは、ない。

　むしろ友人としては、自然な台詞せりふだった。

　だがそんな〝当たり前〟の言葉が、彼の口から飛び出すとは思いもしなかった。

「だ、大助が恵那の心配を……？　ち、ちょっと、恵那！　ケーキに何か仕込んだなら、そう言っておいてよ！　いきなり症しよう状じようが出るからビックリしたじゃない！」

「法に触ふれる薬品じゃありませんよね？　私たちが食べたものは大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「いやいやいや、ちょっと心配しただけでどんだけ動どう揺ようしてるんだよ！」

　無意識に呟いた言葉だったのか、大助が赤くなった耳を誤ご魔ま化かすように声を張る。

「大助に心配してもらえて良かったわねー、恵那。次はプロポーズね」

　ニヤニヤと笑いながら、亜梨子は恵那を振り返った。

「恵那？」

　てっきりはしゃぎ出すものと思ったのに、恵那がまだ呆ぼう然ぜんとしていた。ハッと我に返ると、どんな表情をして良いのか分からないのか、うつむいて顔を手で覆おおい隠かくす。

「やば、どうしよ……ホントに嬉うれしい」

　こちらも、意外な反応だ。亜梨子と多賀子はビックリして顔を見合わせ、すぐに笑みを浮かべる。

　慌てたのは、大助だった。
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「い、いやいやいや！　そんな大それたこと言ってないから！　友達を心配するのって、普通のことだよね！　ねえ、西園寺さん！」

「う……鼻血出そう」

「なんで⁉」

　恵那が顔を上げ、紅潮した頰を誤魔化すようにいつもの気の抜けた笑みを浮かべた。

「まだ言ってなかったっけ。実はもうそのことは、大丈夫なの。報告が遅おくれたせいで、得しちゃったわね」

　軽い口調で言い、ひらひらと手を振る恵那。その表情は言葉通り、気楽そのものだった。

　亜梨子は首を傾かしげる。

「大丈夫って？」

「実はね、頼たよりになる人が、相談にのってくれることになったのよ。運が良かったわー」

「頼りになる人、ですか」

「うん。この前、お父さんに連れていってもらったパーティで知り合ったの。そーゆー堅かた苦くるしいところっていつもはお姉ちゃんたちに任せてたんだけど、たまにはいいかなと思ってね。そしたらそこで、大物と仲良くなっちゃって。うふふ、聞いたら驚くわよ」

「大物？　誰よ、芸能人とか？」

「赤あか瀬せ川がわ七なな那な」

　ピタリ。

　ケーキを切ろうとしていた亜梨子のフォークが、止まった。

　赤瀬川七那とは、十代半ばにして数多くの大だい企き業ぎようを抱える赤瀬川グループの会長を務める少女だ。経済界では大物中の大物である。

　亜梨子の視界の中で、大助も硬こう直ちよくしていた。目つきがわずかに鋭するどくなっている。

「ほうら、やっぱり驚いた。ビックリでしょ？　でもホントよ」

「確か赤瀬川グループの会長でしたね。でも、その……」

「うんうん、分かってるって、多賀子。彼女については、あまり良い噂うわさを聞かないってんでしょ？　でも実際に話してみると、おンもしろいコなんだから。お互たがいお行ぎよう儀ぎ良くないトコが、気が合ったのかもね」

「その人──赤瀬川七那と、何を話したの？」

　亜梨子は、低い声で訊たずねる。

　赤瀬川七那。

　その少女とは、亜梨子はすでに面識があった。それも特とく殊しゆな状じよう況きようでのことだ。

　──私は必ず、虫むし憑つきになってみせます。

　諦あきらめないと言って去っていった少女、赤瀬川七那の顔が頭に浮うかんだ。それきり彼女は、亜梨子の前に姿を現していない。

　亜梨子と大助の動揺をよそに、恵那が思い出し笑いとともに語り出す。

「一番盛り上がったのは、パーティ会場にいたお金持ちたちの悪口ね。そんで、こうして会ったのも何かの縁えんだし、困ったことがあったら力になるって言ってくれたから……つい、相談を持ちかけちゃったのよ。そしたら、詳くわしく調査してくれるって。あの赤瀬川グループが助けてくれるんなら、もう解決したも同然っしょ？」

「それは、確かに……赤瀬川グループの調査力は定評がありますしね」

　赤瀬川七那を信しん頼らいしきっている様子の恵那と、頷うなずく多賀子。

　亜梨子は内心の戸と惑まどいを隠しつつ、苦く笑しようするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「なによ、水くさいわね。私たちにもっと相談してくれても良かったのに」

「うん、そうなんだけど……ホラ、亜梨子たちって最近忙いそがしそうだし。よく分からないけど、もうすぐ片付くんでしょ？　だったら、あたしのことよりもそっちに集中してほしかったから。一秒でも早く、またみんなで遊び歩けるようになるようにね！」

　言い、恵那が亜梨子と大助に向かって、屈くつ託たくなく笑った。

「心配してくれて、ありがと」




〝虫ムシ〟という存在がある。

　およそ十年前に突とつ如じよ現れたそれは、思春期の少年や少女に取り憑くとされている。〝虫〟は宿主に超ちよう常じようの力を与あたえる代だい償しようとして、宿主のこうなりたい、こうありたいという希望や夢を少しずつ喰くらっていく。

〝虫〟の存在は政府によって隠されているが、増加する一方の目もく撃げき報告や体験談によって人々の間で噂が絶えない状態である。〝虫〟に取り憑かれた人々、虫憑きに対する恐きよう怖ふと差別の意識は高まる一方だった。

「どう思う、大助？」

　放課後、亜梨子と大助は、学校そばの国道である人物を待っていた。

　頭上から一匹ぴきの蝶ちよう々ちようが舞まい降り、亜梨子の肩かたにとまった。

　銀色のモルフォチョウ──。

　病によって他界した親友、花城摩理の〝虫〟だ。摩理の死後、それはなぜか、亜梨子のそばにつきまとうようになった。

「ただの偶ぐう然ぜんだったとしても、あの女──赤瀬川七那と関かかわって、タダで済むとは思えないな」

　ガードレールに座って通行人を眺ながめながら、大助が言う。

「自分から虫憑きになりたいなんて言い出すヤツが、まともなわけがねーからな」

　学校で優等生を演じている時とは、少年の口調が豹ひよう変へんしていた。

〝虫〟の存在を隠かくすため、訓練した虫憑きを統とう率そつして在野の虫憑きを捕ほ獲かくするための機関、特別環かん境きよう保全事務局。通つう称しよう、特とつ環かんと呼ばれる組織に、薬屋大助は所属している。

　自分以外の人間、それも死者の〝虫〟に取り憑かれるというイレギュラーな存在である亜梨子を監かん視しするために、特環から派は遣けんされた戦せん闘とう員が薬屋大助だった。

「何かを企たくらんで恵那と接せつ触しよくしたと思って、警けい戒かいしておいたほうがいい。そこらへんのガキならともかく、アイツは金も力も持ってるからな。ったく、虫憑きでもないのにやっかいなヤツが──なんだよ？」

　大助が眉まゆ根ねを寄せた。

　じっと彼の顔を見つめていた亜梨子は、やにわに口を開く。

「〝友達を心配するのって、普ふ通つうのことだよね〟」

「はあ？」

「やっと認めたわね。恵那たちのことを、友達って」

　ニヤリ、と笑えむ亜梨子。大助が顔を歪ゆがめ、そっけなく言い放つ。

「……友達のフリなんて、今に始まったことじゃねーだろ。あの時にはそう言うのが普通だと思っただけだ」

「ふうん。へえー。友達のフリねえー」

　恵那を心配する大助を見て嬉うれしかったのは、恵那自身だけではなかった。

　亜梨子も、嬉しかったのだ。

　たとえ亜梨子を監視するためとはいえ、薬屋大助は摩理以外で亜梨子がはじめて出会った虫むし憑つきだ。他ほかならぬ親友が遺のこしたモルフォチョウが、彼を呼び寄せた。

　大助と出会ってから、摩理の遺志を探す道みち程のりが始まった。

　彼とともに数多くの虫憑きと戦い、彼とともに何度も死闘をくぐり抜ぬけてきた。それだけではない。ともに暮らす学校生活は──彼にしてみれば同級生の演技に悪戦苦闘しているのだろうが、亜梨子にとっては楽しい日々である。

「それにしては、これからやろうとしてることに文句を言わなかったじゃない。摩理の調査とは関係ないのに。ん？　んー？」

「そのムカつく顔、やめろ……赤瀬川七那は虫憑きになりたがってる。そんなヤツを警戒しておくのは、特環として当たり前だろーが」

「そうよねえ？　当たり前よねえ？」

「……ますますムカつく顔になるな。〝霞王〟あたりなら、その場で決闘を申し込まれても文句が言えないレベルだぞ……」

　とりとめのない会話をしていると、亜梨子たちのそばに一台の自動車が停車した。

　雪のように白いリムジンだ。一いつ般ぱん的な車の二倍以上もの全長がある高級車に、歩道を歩く人々の視線が集まる。

　表情を引き締しめる亜梨子たちの前で、リムジンのドアが開いた。

「どうぞ、乗ってくださいな」

　車内から響ひびいた招待の声に従い、亜梨子と大助は車の中へ乗り込んだ。

　広い車内は、以前に見た時と変わらなかった。ただ、立ち込こめるアルコール臭しゆうは何倍も強きよう烈れつになっていた。亜梨子は顔をしかめる。

「やはっ。ごきげんよう、一之黒亜梨子さんと──〝かっこう〟さんだったかしら？」

　静かに発進する車内の奥で、一人の少女がだらしなく笑っていた。

　綺き麗れいなドレスを身につけ、足元にはアルファベットの〝Ｊ〟を逆さにしたようなステッキが転がっている。

　国内でも屈くつ指しの企き業ぎよう集合体、赤瀬川グループの若き総そう帥すい、赤瀬川七那である。

「かの由ゆい緒しよ正しき一之黒家の次期当主様にお呼び出しいただいて、光栄の至りですわ。わざわざ本社に連れん絡らくいただいてまで、こんな成り上がり者に、にゃんのご用かしりゃ？　やははっ」

「ずいぶん酔よってるみたいね。吞のみすぎじゃない？」

　七那の正面のシートに座りながら、露ろ骨こつな皮肉よりも七那の泥でい酔すいっぷりに眉まゆをひそめる。自分と一つか二つしか歳としの違ちがわない七那の飲酒を咎とがめても、きっと無む駄だなのだろう。

　大助はというと、七那と口をきくつもりすらないようだ。無言で亜梨子の横に座る。

「ねえ、七那。あなたに訊ききたいことがあるの」

　亜梨子は単刀直入に話を切り出した。

　以前に会った時とは違い、今回は亜梨子のほうから七那に連絡をとった。その目的は、たった一つである。

「友達でもないのに、呼び捨て？　にゃれにゃれしーい」

　頰ほおを膨ふくらませる七那に、訊たずねる。

「西園寺恵那ってコを知ってるわよね？」

「サイオンジ？　さあ、誰だれだったかしりゃ」

「真面目まじめに話を聞いて」

　とぼける七那を、亜梨子はじっと見つめる。酔っぱらいの少女が楽しげに亜梨子を一いち瞥べつし、わざとらしく笑った。

「ああ、今、思い出したわ。少し前にパーティで会った女の子が、そんな名前だったわね。西園寺恵那。アタシと名前がちょっぴり似てるのよ。それがどうかしたのかしりゃ？」

「恵那は、私の友達なの」

「まあ！　そうだったの、すっごい偶ぐう然ぜんねえ。それともさすが一之黒家の人脈と褒ほめ称たたえるべきかしりゃ？　やははっ」

「……」

「なあに、その目。もしかして、アタシのことを疑ってるのかしら？　たとえば、そうね……どうしても虫憑きになる方法を教えてくれないあなたを、友達を使って脅きよう迫はくしようとしてるとでも？　なんて恐おそろしいことを考えるのかしら。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえちゃおうかな」

　けらけらと笑ったかと思うと、七那が一いつ瞬しゆん、悔くやしげに顔を歪ませた。片かた眼めを細め、憎ぞう悪おを剝むき出しにして吐はき捨てる。

「アンタが一之黒家でさえなけりゃ、嫌いやがらせして追いつめてやるのに……きらりみたいに、学校からも追い出して、とことん後こう悔かいするまで……」

　きらり？

　聞き覚えのない名前もひっかかったが、それよりも七那の豹ひよう変へんぶりが気になった。

「あなた……前に会った時と、感じが変わったわね」

　酔っぱらっているにしても、目の前の少女は以前に出会った時とは別人に見えた。虫憑きになる方法を求めて現れた時、七那は少なくとも分別があったし、冷静だったはずだ。

　あれから何ヶ月も経たったわけではない。そういえば彼女はあの時、慌あわてて地元に帰っていったようだが、何かあったのだろうか？

「関係ないでしょ、ほっといてよ」

　不ふ機き嫌げんにそっぽを向き、グラスに注つがれたワインをあおる七那。

「関係ないヤツに手を出そうとしてるのは、そっちだろう」

　大助が低い声で言い、七那を睨にらみつけた。

「何か企たくらんでるなら、今のうちにやめておけよ。後悔することになるからな」

「やはっ。そっちこそ口に気をつけたらどう？　友達を使って、脅迫。──できるかできないかで言えば、どちらかしら？　その足りない頭で、よく考えなさいよ」

「やめなさいってば、大助！　ケンカをしに来たんじゃないんだから！」

「……ちっ」

「七那。私はあなたが恵那と会ったのは、偶然だと思ってるわ」

「やはっ、なにソレ。ホントは疑ってるクセに。ご機嫌をとろうとしてるのが見え見えね。──そういうの、飽あき飽きだわ」

「本当よ。恵那は気まぐれでパーティに行ったって言ってたし、あなたは狙ねらうなら私を直接狙う。できるかできないかで言えば、できるんでしょう。でもあなたはきっと──やらないわ」

「やはっ。どうかしらね？」

「私が訊きたかったのは、恵那に相談された内容なの」

「ふうん？」

「私たちに手伝えることがあったら、手伝わせてちょうだい。そのことをお願いしに来たのよ」

　それこそ、亜梨子が七那に面会を求めた理由だった。

　恵那は亜梨子たちを気き遣づかい、調理実習後も相談の詳くわしい内容をはぐらかし続けた。

　気持ちは嬉うれしい。だが、だからといって放ほうっておくわけにもいかない。万が一、親友の身に危険が及およんでいたとして、後になって何もしなかったことを後悔するのは嫌だった。

　摩理が隠かくれて泣いていたことを知った時と同じ思いは、二度としたくない──。

「西園寺恵那に相談されたこと、ねえ？　さあ、何だったかしら？　面おも白しろいコだったのは、憶おぼえてるのよ。金持ちにしては珍めずらしく気取ってないし、気が合ったのも確かね。……うん、悪くなかったわ。アタシがノーギャラで話を聞いてやるなんて、滅めつ多たにないのよ？」

　もったいぶる七那に対し、大助の表情が険しくなっていくのが分かった。彼の苛いら立だちが限界に達するのも時間の問題のようだ。

「お願い、七那。彼女にどんな相談をされたの？　教えて」

「お願い？　やはっ。何を言ってるのかしら、この世間知らずのお嬢じよう様さまは。モノを欲しがるには、それなりの代だい償しようが必要なのに。タダで情報を差し出せだなんて、バカじゃないの？　ああ、そういえば前にひっぱたかれた慰い謝しや料りようもまだだったわね」

　根に持っていたらしい。亜梨子は呻うめきつつ、

「お前……調子に乗るなよ」と色めき立つ大助を手で制する。

　七那が片眼を細め、悠ゆう然ぜんと脚あしを組んだ。

「言っとくけど、恵那はアンタたちには絶対に相談を持ちかけないわよ」

　亜梨子は目を見開いた。

「だってあのコ、言ってたもの。アンタたちとまた遊べるようになるのが待ち遠しいって。その邪じや魔まをしたくないって。特に、ある男の子が転入してきてから、そう思うようになったってね」
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　七那が楽しげな目で見つめたのは、大助だった。少年が訝いぶかしげに表情を険しくする。

「俺が……？」

「アンタたちが友達でいるかぎり──友達だからこそ、恵那はアンタたちには決して喋しやべらないわ。本当に……かわいそうに」

「かわいそう？　かわいそうって、どういうことなの？」

　身を乗り出す亜梨子を見て、七那がクスクスと笑った。亜梨子は顔を歪ゆがめる。

「一体、何が欲しいの？　どうせ、お金なんかじゃないんでしょう？」

「アタシが欲しいモノは、もう分かってるはずよ」

　目つきを鋭するどくする七那を、亜梨子は睨み返す。

「虫むし憑つきになる方法──〝始まりの三匹びき〟に会うための方法なんて、私は知らないわ」

　大助が続ける。

「〝始まりの三匹〟は、いつどこに現れて、誰だれを狙うかも分からない。だからこそ特とつ環かんは奴やつらを倒たおせずにいるんだ。〝始まりの三匹〟を待ち構える方法があるなら、こっちのほうが知りたいくらいだぜ」

「会うだけじゃダメなのは、この前のことで分かってるのよ。アタシが知りたいのは……どうやったら、それに狙われるか。どんな人間が虫憑きにしてもらえるのか、その条件を知りたいの」

「どんな人間が、って……それは夢を持った人が──」

「だから！　それを訊きいてるのよ！」

　突とつ然ぜん、七那が声を張り上げた。叩たたきつけるようにテーブルに置いたグラスから、ワインの飛沫しぶきが飛び散った。

「夢ってものは、どうすれば持つことができるのよっ！」

　顔を歪めて叫さけぶ七那を見て、亜梨子と大助は硬こう直ちよくする。

「こんなアタシが夢を持つには、どうすればいいの？　どこに行けばいいの？　どこに売ってるのよ、それは！　いくら出せば買えるの！」

　亜梨子は呆ぼう然ぜんと、七那を凝ぎよう視しするしかなかった。鬼き気き迫せまる少女の叫びを聞いて、胸がぎゅっと締しめつけられる。

　この少女は──。

　優やさしい魔法使いを失った、赤瀬川七那が求めるものは──。

　答えなど、あるはずがない。

　決して金で買うことのできないものを、彼女は探し続けている。

「……なにその顔、バッカじゃないの？　冗じよう談だんよ。おもしろいでしょ？」

　吐はき捨てるように言って再びグラスを摑つかむ少女の顔は、誰よりもつまらなそうだった。

「そうね。アタシが欲しいモノをくれないなら、働いて払はらってもらいましょうか」

「働く？」

「箱入りのお嬢様は、労働というものをしたことがないのかしら？　でも安心してよ。得意なんでしょう、アンタたち？」

　眉まゆをひそめる亜梨子を見て、七那が可笑おかしそうに片目を細めた。

「虫憑き退治」

　からかうように言い、少女が唇くちびるを尖とがらせて投げキッスを贈おくった。




　　　　２




　夜になり、亜梨子は地元である赤牧市のとなり、黒くろ菱びし市の郊こう外がいへとやって来ていた。

「こ、これって……」

　白いリムジンから降りるなり、亜梨子と大助は啞あ然ぜんと立ち尽つくした。

　緑の多い丘おかの上に、広大な敷しき地ちが横たわっていた。何棟とうにも分かれた建造物は病院のようでもあるが、市内で見かけるそれらとは異なり、もっと平面的でパンケーキのような構造をしたものが並んでいた。

「そうよ、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょ？」

　リムジンの車内から、七那が言った。

「ここに虫憑きがいるらしいの」

　彼女の言う通り──眼前の光景が異常であることは、一目で分かった。

　電気系統が故障しているのか、敷地内に立つ電灯が不定期に点てん滅めつしていた。施し設せつの照明も点滅し、あちらの窓が明るくなったかと思えば、今度はこちらの窓が明るくなったりと、不気味な照明のリレーが繰くり広げられている。

　だが何よりも異様なのは──施設全体を取り囲んでいる、珠たま状の黒い靄もやだった。ふわふわと宙に浮うかび、電灯に触ふれたかと思うと、金属製の柱がたちまち黒く染まってボロボロと朽くちて倒れる。まるで珠に触れた途と端たん、病に冒おかされたかのようだ。

「らしい？」

　大助はさすがに場慣れしていた。すぐに冷静さを取り戻もどして訊き返しながら、持ち込んだスポーツバッグを開く。特環の装備であるロングコートとゴーグル、それに拳けん銃じゆうを取り出し、装備する。

「このリハビリテーションセンターは、赤瀬川グループで買収したのよ」

　広大な施設全体を取り囲む珠の数は、百や二百ではきかない。どんなルートをとったとしても、まっすぐ走れば数歩で珠にぶつかってしまうだろう。しかもバレーボール大のそれらが不規則に動いているため、かいくぐって移動するのは難しそうだ。

「最新型の設備を揃そろえて、いずれは政財界の大物御ご用よう達たしのリハビリ施設にしようと思ったのに、この有様。職員や患かん者じやは避ひ難なんして無事だったけど、それきり誰だれも近づけなくなっちゃった。なんでも職員の話によると、亡なくなった患者の身内がこの状態を引き起こしたらしいわね。熱心に見み舞まいに来てた女の子らしいし……身内が死んだのがきっかけで虫むし憑つきになったってところかしら」

「それも──暴走してるな」

　装備を身につけた大助が、低い声で言った。どこにでもいる少年の雰ふん囲い気きが、戦せん闘とう員〝かっこう〟としてのそれに変へん貌ぼうする。

「ネガティブな状じよう況きようで虫憑きになったことと、この能力からすると……特とく殊しゆ型か。標的の潜せん伏ぷく場所が分かるなら外から銃をぶっ放して終わりだが、それができないとなると厄やつ介かいだな。この珠に触さわるとヤバそうだ。物理的な攻こう撃げきで吹ふき飛ばせるかどうか……俺とは相あい性しようが最悪だな」

　状況を分ぶん析せきし、大助が舌打ちした。

「どうして今まで、特とつ環かんに報しらせなかった？」

「冗談じゃないわ。特環なんかを動かしたら、政財界の連中にも知られちゃうじゃない。そんなことになったら、せっかくの一等地にケチがつくわ。だからアンタたちにこっそりカタをつけてほしいわけ。やるの？　やらないの？」

「やるわ」

　亜梨子はロッドを取り出し、振ふり下ろして伸しん縮しゆく式のそれを伸のばす。

「やるに決まってるでしょう！」

「あら、つまんない。怖おじ気づくと思ったのに、意外と肝きもが据すわってるのね」

「そんなくだらない理由で、こんな状況になるまで放ほうっておいたの？　他ほかに同じような場所は、ないでしょうね！」

　暴走しているということは、施設にいる虫憑きは消しよう耗もうし続けているということだ。このまま放っておけば、いずれ〝虫〟に夢を喰くい尽くされ、死んでいただろう。

「やはっ。なに怒おこってんの？　安心してよ、そんな場所はここだけだから」

　リムジンのドアが閉じた。パワーウインドウが開き、笑え顔がおの七那が亜梨子たちを見送る。

「それじゃあ、任せたわよ。アタシは離はなれた場所に避難してるから。そうそう、被ひ害がいは施設の二十パーセント以内でよろしくね」

　静かなエンジン音とともに、白いリムジンが夜の道路を下っていく。

　大助が肩かたを落とし、嘆たん息そくした。

「まさか任務でもないのに、虫憑きの捕ほ獲かくをさせられるとはな。面めん倒どうなことになったな」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょう！　早く中にいる女の子を助けるわよ！」

　言うなり敷地に向かって走り出そうとする亜梨子の腕うでを、大助が摑つかんで止めた。

「無む闇やみに突つっ込むな！　考えもなしに行動するその癖くせをなんとかしろ、バカ！」

「考えてないわけじゃないわ！　私が行くしかないじゃない！　そうでしょう？」

　大助が言葉に詰つまった。

「大助は相性が悪いんでしょう？　寧子さんや愛理衣だって、こんなに広い敷しき地ちを囲い込んでる能力を全部打ち消したりできないわね。〝霞王〟だって、この珠に触ったらどうなるか分からないし、宿主がどこかに隠かくれていたらいつまで経たっても探し出せないわ。それとも他にアテでもあるの？」

　亜梨子の言葉は、的を射ていたのだろう。大助が黙だまり込み、絞しぼり出すように言う。

「敷地どころか、この丘おかを丸ごと自分の領域で乗っ取れるようなヤツもいるにはいる」

「ホント？　それなら、その人に──」

「でもそいつに任せると──中にいる虫憑きは無事じゃ済まない」

「──決まりね」

　亜梨子の持つロッドに、銀色のモルフォチョウが舞まい降りた。弾はじけるように躰からだを分ぶん裂れつさせ、ロッドと同化して銀色の槍やりに変わる。

　亜梨子はリハビリセンターに向かって、槍を縦に振り下ろした。

　銀色の鱗りん粉ぷんが吹き荒あれ、門の周囲に浮かんでいた黒い珠を消滅させた。──一いつ瞬しゆんだけ施し設せつへ繫つながる道が開けるが、すぐにまた別の珠が浮かんでルートを塞ふさいでしまう。

「大助に後からついてきてもらうのも、無理そうね」

　振り返り、大助に向かって笑いかける。

「私一人で行くわ」

　銀色の槍から鱗粉が噴ふき出し、亜梨子の身体からだを包み込んだ。

「私なら鱗粉で身を守れるし、女の子の居場所は槍が教えてくれる。──大助はこの鱗粉に包まれると力を使えなくなっちゃうんでしょう？」

「……」

「それとも──私一人に行かせるのは心配？」

　大助が無言になった。戦闘に関してはいつも決断の早い彼が、迷っているようだ。

　亜梨子は唇くちびるを嚙かむ。

　これまでずっと、彼に足手まといと言われ続けてきた。実際、その通りだ。彼に守られるどころか、足を引っ張って彼を危険に晒さらしたこともある。

　だが今の状況を打開できるのは、亜梨子しかいないのも事実だ。

「──〝霞王〟を捕つかまえた時と、状況が似てる。たぶん、強敵だ。何かに追いつめられてる敵が怖こわいのは、お前も知ってるだろう」

　大助が嘆息するのを見て、亜梨子の胸に痛みが走った。

　だが──大助が拳けん銃じゆうをしまうのを見て、目を見開く。

「無理に倒たおそうとするな。敵を見つけるだけでいい」

「え？」

「お前が目の前に現れれば、敵もお前に集中する。そうすればきっと、この珠たまも消えるだろう。珠が消えると同時に、戦闘の音を頼たよりに俺もお前のところへ行く」

　亜梨子は表情を輝かがやかせた。

「いくら強いったって、ハルキヨほどじゃないだろ。心配といえば、お前がまた辺り構わずぶち壊こわさないかどうかだけだ」

　言い、大助がさっさと行けとばかりに手を振ふり払はらった。

「──それこそ、余計な心配よ」

　亜梨子は笑んだ。地面を蹴ける。

「これだけ建物があるんだもの。一棟とうや二棟壊したって、二十パーセント以内って言い張ってみせるわ」

「反省しろっつってんだ……」

　少年の呆あきれた声に背を押され、亜梨子は正面ゲートを抜ぬけて敷地に飛び込んだ。

　黒い珠が亜梨子に触ふれるが、彼女を守る銀色の鱗粉がことごとく消しよう滅めつさせる。

　アスファルトで舗ほ装そうされた地面を蹴る亜梨子の脚あしに、銀色の模様が浮うかび上がった。敷地内の広場にある花か壇だんを、強化した脚きやく力りよくで跳とび越こえる。

「摩理！　虫むし憑つきの女の子は、どこ？」

　亜梨子の呼びかけに反応した槍が、右手奥に見える建物に向かって彼女を引っ張った。

「そっちにいるのね」

　銀色の輝きを纏まとった亜梨子が、一直線に敷地を駆かけ抜ける。

　正直を言うと──たった一人で危険に飛び込むのは、自分でも怖かったのだ。

　だが大助が、亜梨子を行かせてくれた。

　ひょっとしたら、彼が亜梨子のことを認めてくれつつあるのかもしれない。──そう思うだけで、不安は消えてなくなった。大助が心配ないと言ったのだ。その言葉は彼がそばにいてくれるのと同じくらい、心強かった。

「強い虫憑き……」

　建物の間をすり抜けながら、ポツリと呟つぶやく。

　先日、ハルキヨに「がんばれ」と応おう援えんされた時も、思ったのだ。

　強い虫憑きたちの言葉には、力がある。

　彼らが言うなら、なんでもできる気がするのだ。

　そう、たとえどんなことでも──。

「うっ……！」

　虫憑きの反応に近づくにつれ、黒い珠の濃のう度どが増加しつつあった。鱗粉を突つき抜けた珠に触れた槍やりの一部が、どす黒く変色する。

　すかさずモルフォチョウの槍が、別の能力を発動させた。敵の能力を眠ねむらせる穏おだやかな鱗粉が、刃やいばに取り憑いた黒い染しみを薄うすめ、消していく。

「なんだかセンター全体が、病気にかかってるみたい……」

　身を守る鱗粉の濃度を増し、亜梨子はさらに加速した。

　鉄筋コンクリートで固められた建物の壁かべが、黒い染みによって削けずり取られていた。建物の周りに植えられた植物のほとんどが、どす黒く変色して枯かれ果てている。

　モルフォチョウの槍が導いたのは、敷しき地ちの最も奥にあった円柱状の施し設せつだった。患かん者じやが避ひ難なんした時の状態で、放置されているのだろう。開きっぱなしの入り口から中へ飛び込むと、ソファのあるフロントに出た。

「上にいるのね？」

　照明を点滅させるフロントの奥にエレベータがあったが、階を示すランプが消えていた。正常に機能しているとは思えない。

　槍に引っ張られるまま、通路に飛び出し、階段を探して走り出す。水の匂においに振り向くと、通路の先がガラス張りになっており、温水プールが見えた。リハビリのための設備の一つなのだろう。

　階段を見つけ、上階を目指す。

　急に明かりが消えてつまずきながらも、反応がある階へ飛び出す。扉とびらが並ぶ通路を走り、一つ一つ部屋を確かめていく。

　あらゆる部屋に、診しん察さつ用の機器が置かれていた。レントゲン室やＣＴスキャンをするための部屋など、用よう途とによって部屋が分かれているようだ。

　いくつの部屋を調べただろうか──。

　通路の突き当たりを塞ふさぐ観音開きの扉を開けた先に、その少女はいた。

「──」

　息が上がっていたにもかかわらず、呼吸が止まった。全身から冷たい汗あせが噴ふき出す。

　そこが手術室であることは、分かった。

　だが部屋全体が──どす黒い靄もやに埋うめ尽つくされていた。

　怒いかり、悲しみ、憎にくしみ、そして絶望。

　ありとあらゆる負の感情を凝ぎよう縮しゆくした靄の中に、一人の少女が佇たたずんでいた。

「……摩……理……？」

　こちらに背を向けて立ち尽くしている少女に、なぜか──今は亡なき摩理の姿が重なった。

　身長や体つき、それに髪かみの長さが、摩理に似ていたせいもあるだろう。だが、それだけではない。全身から絶望だけを滲にじませた雰ふん囲い気きが、いつか香あ魚ゆ遊ゆの能力で見た過去の摩理の姿にそっくりだった。

「……」

　少女がゆっくりと、亜梨子を振り向いた。

　その顔は──摩理と似ても似つかない。だが顔色の悪さと絶望だけを滲ませた表情は、やはり亡き親友と似通っていた。髪に挿さしている枯れた四ツ葉のクローバーが気になった。

　少女がゆっくりと両りよう腕うでを拡ひろげた。握にぎりしめた拳こぶしに、周囲の黒い靄が収束していく。──扉の前に立つ亜梨子の足元をすり抜け、施設全体を取り囲んでいた珠たまが急速に、少女の拳へ吸い込まれていく。

「どんなに、頑がん張ばっても──」

　ビクリ、と亜梨子は身を竦すくませた。少女の唇くちびるから漏もれたあまりに低い声に、怖おぞ気けが走る。

「どんなに、鍛きたえても──」

　ごつっ。

　ビクリ、とまた亜梨子は肩かたを震ふるわせる。今度は骨と骨がぶつかる音の不気味さに、心臓を鷲わし摑づかみにされる。

「どんなに、善い生き方をしても──」

　ごつっ。

　少女が胸の前で、自らの拳と拳を打ちつけていた。そのたびに黒い珠が拳に集まり、凝縮され、周囲に飛び散り、再び拳を包み込む。

「大切な人は、簡単に死んでしまった」

　ごつっ。

「命なんて、生まれた瞬しゆん間かんから毒で病やんでるんだ」

　ごつっ。

「誰だれにも治せない」

　ごつっ。

「どうせいつかは死ぬのに、生きてる意味なんてあるのかな？」

　ごつっ。

「どうせ死ぬなら──どうせ苦しみしかないなら──一秒でも早く、楽にしてやる」

　ごつっ。

「どいつもこいつも、命という病から〝救って〟やる」

　虫むし憑つきの少女が拳を打ちつけるのをやめ、ゆっくりと拳けん法ぽうの構えをとった。

　両拳と両足が珠状の黒い靄に包まれた少女の背後に、ヨツバノコギリクワガタの輪りん郭かくが浮うかび上がる。敷地に飛び散っていた全すべての珠を凝縮し、四つの歯と化した手足は、亜梨子を守る鱗りん粉ぷんなどたやすく貫かん通つうするだろう。

　だが亜梨子は、圧あつ倒とう的な殺気を放つ少女を前にして、全く別のことを考えていた。

　虫憑きと出会うのは、これで何度目だろうか？

　今まで出会ってきた虫憑きは誰もが悩なやみ、苦しんでいた。眼前にいる虫憑きの少女も、彼女なりの事情があって虫憑きになり、今も苦しんでいるのだろう。

　どうしてだろう？

　どうして虫憑きは皆みな、誰もが──。

「──ってみなさい……」

　口の中で呟つぶやき、亜梨子は槍を握りしめる。

　棒立ちの亜梨子に向かって、少女が床ゆかを蹴けった。無む駄だのない動作で亜梨子の懐ふところに滑すべり込み、黒い珠に包まれた拳を胸に打ちつける。

　衝しよう撃げきとともに、亜梨子の身体からだが前のめりに傾かたむく。

「……！」

　虫憑きの少女が、ハッとして顔を上げた。

　銀色の模様を浮かべた亜梨子の手が、少女の拳を受け止めていた。

「どうせ死ぬ、ですって──」

　受け止めた少女の拳の上に、一いつ滴てきの雫しずくが落ちた。

「楽にしてやる、ですって──」

　少女が残った拳で、亜梨子の脇わき腹ばらを狙ねらった。だが亜梨子の手がまた、それを受け止める。

「はっ！」

　人間離ばなれした膂りよ力りよくで両拳を封ふうじられた少女が、弾はじかれたように膝ひざ蹴げりを繰くり出した。まともに喰くらった亜梨子の顎あごが跳はね上がる。

「──やってみなさい」

　唇から血を流しながら、亜梨子はギロリと少女を睨にらみ下ろした。

「はっ！　はっ！」

　少女の蹴りが、至近距きよ離りから亜梨子の身体を打ちつけた。

　拳を受け止めた腕と、蹴りを受けた身体に浮かび上がっていた銀色の模様が、弾け飛ぶようにして亜梨子から分ぶん離りした。黒い病びよう魔まに冒おかされ、身み悶もだえるように暴れる。吹ふき荒あれる銀色の鱗粉が、少女が纏まとう黒い模様と相そう殺さいしては消しよう滅めつしていく。

「私の〝虫〟は！」

　暴れて皮ひ膚ふを引き裂さくモルフォチョウと少女の蹴りによって、亜梨子の身体に傷が刻まれていく。だが目め尻じりに浮かんだ涙なみだは、痛みのせいなどではない。

「あなたなんかに、負けないわ！」

　どうしてだろう？

　なぜ虫憑きは皆、苦しんでいるのだろう？

　夢を思い描えがいて、〝虫〟に取り憑かれた人々のはずではなかったのだろうか？　希望を胸に抱いだいて、生まれ変わった人々ではなかったのだろうか？

「私は虫憑きでもないし、友達を助けてあげられなかったくらい弱いけど──」

　虫憑きは皆、何かと戦っている。

　彼らは一体、何と戦っているのだろう？

「この〝虫〟は、あなたなんかよりも、ずっと強いわ！　だって生きたかったのに生きられなくて……それでも諦あきらめなかった人のものだもの！」

　虫憑きではない自分は──。

　摩理の遺志を探すために、虫憑きと関かかわり続けることを決めた自分は──。

　そんな彼らと出会って、本当は何をするべきなのだろう？

「〝救って〟やる……！」

　叫さけぶ少女もまた、泣いていた。鱗粉に力を相殺されながら、がむしゃらに蹴り続ける。

「病んだ命なんて、ぶっとばしてやる……！」

「死ぬのが救いだなんて思ってるなら、あなたはどうして今も生きてるのよ！」

「うああぁあっ！」

「どうして今、私と戦ってるのよ！」

　少女の蹴りが、止まった。

「後ろ向いて逃にげ出せばいいのに……どうして前に向かっていこうとしてるのよ！」

　叫ぶ亜梨子を、虫むし憑つきの少女が犬歯を剝むき出しにして睨んだ。ボロボロと大おお粒つぶの涙を流しながら、憎ぞう悪おを込こめて唸うなる。

「どいつもこいつも……毒で汚よごしてやる」

「それが──あなたの夢なの？」

　夢が全すべて、綺き麗れいなものとはかぎらない。

　多くの虫憑きと出会ってきた亜梨子は、そのことを知っている。

「でも──」

　少女自身が、大切な人を失ったと言った。

　悲しみの中で後ろ向きな夢を抱いたのは、どうしようもなかったことなのかもしれない。

「大切な人を、思い出してみて」

　だが悲しみの中で生まれた夢を、悲しいままで終わらせてしまうのは──あまりにも残ざん酷こくすぎる。

「その顔を思い浮うかべても、同じことを思うの？」

「っ……！」

　憎悪に歪ゆがんだ少女の表情が、崩くずれた。亜梨子が受け止めた拳こぶしから、力が抜ぬける。

　空っぽになった摩理の病室を訪おとずれた時、亜梨子は何も考えられなかった。

　親友を生かしてくれなかった世界を、恨うらんだこともある。

　だが今、亜梨子は摩理の顔を思い浮かべると──彼女と過ごした、楽しい時間ばかりを思い出すのだ。

「〝救って〟やる──」

　少女の表情が崩ほう壊かいした。力が抜けた拳を包んでいた黒い靄もやが、色を変えていく。

「救って──あげたかった……」

　少女の両手と両りよう脚あしを包む珠たまが、純白に染まっていく。

「あの人を──助けてあげたかったのに……」

　拳を受け止めた亜梨子の身体に、白い珠が伝でん染せんした。黒い靄によって病魔に冒されていたモルフォチョウが、白い輝かがやきによって癒いやされていく。

「ううぅ……」

　虫憑きの少女が癒しの力を使ったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。すぐに力ちから尽つきたように、亜梨子にもたれかかる。

　亜梨子の胸に顔を埋うずめた少女が、肩かたを震ふるわせて嗚お咽えつを漏もらす。

　なんとか暴走を止めることができた。

　しかし──声を殺して泣く少女を、助けることができたわけではない。

「……」

　震える少女の肩を抱きしめ、亜梨子は下した唇くちびるを嚙かみしめる。

　虫憑きになってしまった少女が辛つらいのは、むしろこれからだろう。自らの〝虫〟に喰くい尽くされる恐きよう怖ふに苦しみながら、それでも生き続けなければならない。

　もしも亜梨子が、もっと強ければ。

　大助やハルキヨ、それに──あの天てん道とう虫むしを操あやつる少女くらいに強ければ、眼前で苦しむ虫憑きを救えたのだろうか？

　今、戦いを回かい避ひできたのも、自分の力のおかげではない。摩理が遺のこしてくれたモルフォチョウの力だ。

　亜梨子は──一之黒亜梨子という、虫憑きでもない自分自身は一体、何をすることができるのだろう？

「……！」

　モルフォチョウが、目ま映ばゆい輝きを放った。同時に施し設せつ全体が、震しん動どうに揺ゆれる。

　破は壊かい音と震動が、亜梨子たちに接近し──突とつ如じよ、手術室の壁かべが爆ばく発はつした。

　砕くだけ散るコンクリートの向こうに現れた人ひと影かげを見て、亜梨子は目を疑った。

「離はなれろ、亜梨子！」

　現れたのは拳けん銃じゆうを構えた薬屋大助と、もう一人──天道虫に似た巨きよ大だいな〝虫〟に乗った少女だった。

「その子は特とつ環かんなんかに渡わたさないわよ！」

「リナ──」

　以前に特別環境保全事務局の中央本部で出会った虫憑きの少女、リナだ。多くの特環局員を率いて本部を脱だつ走そうしたはずの少女が、なぜか今、亜梨子の前に再び姿を現していた。

「ど、どうして、ここに──」

「センターを取り囲んでた珠が消えた途と端たん、現れやがった！　特環より先に、ここの虫憑きを保護しようと考えてたらしいな」

　リナと戦いながら、ここまでやって来たのだろう。大助が亜梨子や虫憑きの少女の前に立ち塞ふさがった。

「虫憑きを戦いの道具なんかにさせたりしないわ！　その子を渡してもらうわよ！」

「うう……！」

　まだ精神状態が不安定な虫憑きの少女が、ふらりと亜梨子から身を離した。張り詰つめる緊きん張ちよう感かんに反応し、よろめきながらも拳法の構えをとる。

　亜梨子はリナに向かって叫さけぶ。

「や、やめて！　今、この子を刺し激げきしたら、本当に力を使い果たしちゃうわ！」

「〝ハンター〟……！」

　亜梨子を見て、リナが表情を険しくした。

「この子はもう大だい丈じよう夫ぶだから……ここは引いて、リナ！」

　大助とリナは、完全に戦せん闘とう態勢だ。大助が拳銃の引き金に力を込こめれば、リナはすぐにでも衝しよう撃げき波はで応戦するだろう。そうなれば虫むし憑つきの少女も無事では済まない。
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　亜梨子はとっさに、大助が構えた拳銃の前に飛び出した。

「なっ……！　どけ、亜梨子！」

「特環の味方をするのね、〝ハンター〟！」

　リナの天道虫が、翅はねを拡ひろげた。

　だが亜梨子は怯ひるまない。

「どうしても戦うっていうのなら──」

　構えたモルフォチョウの槍やりが、輝く鱗りん粉ぷんを噴ふき出す。

「この子を守るために──あなたたち二人とも、私が相手になるわ」

「……！」

　驚きよう愕がくに目を見開く、大助とリナ。

　天道虫に乗った少女が、亜梨子から虫憑きの少女に視線を移した。

「っ──」

　構えをとるのが精せい一いつ杯ぱいの少女を見て、リナが顔を歪ゆがめた。亜梨子の言葉が噓うそではないことを悟さとり、天道虫の翅を畳たたむ。

「こっちへ来て！　あたしたちなら、あなたのことを助けてあげられるわ！」

　強きよう攻こう手段を諦あきらめたリナが、虫憑きの少女に向かって手を差し伸のべた。

　だが──。

「……！」

　リナが目を見開いた。

　虫憑きの少女が、ふらつく足で歩み寄ったのは──亜梨子だった。

　少女の行動に驚おどろいたのは、亜梨子も同じだった。すぐに我に返り、少女をかばう。

「リナ……！」

　懇こん願がんする亜梨子を、リナが睨にらみつけた。

　ズズッ──という重い震動とともに、天道虫が後退した。

「──その子にひどいことをしたら、許さないわよ」

　低い声で言い残し、リナと天道虫の姿が壁の向こうに消えた。障害物を破壊しながら撤てつ退たいしていく音が、遠ざかっていく。

　戦いを回かい避ひして、一安心──とはいかなかった。

　リナという少女とはまた会いたいと、ずっと願っていたのだ。ここでみすみす見失うわけにはいかない。

　亜梨子は激痛の走る身体からだに鞭むち打うち、槍を手に壁の向こうへ走り出す。

「その子は任せたわよ、大助──」

「は？　おい、どこへ行くんだ！」

「リナと話がしたいの」

「話──だと？　そんなこと、させられるわけがないだろうが！」

　追いかけようとする大助に向かって、亜梨子は槍を振ふるった。

　虫憑きの能力を封ふうじる鱗粉が、亜梨子と大助の間に吹ふき荒あれる。

「なっ──お前……！」

「ごめんなさい！　でも、今しかない気がするの。心配しないで！」

　怒いかりの声を上げる大助を残し、亜梨子はリナが去った後を追いかけた。
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　壁かべにあいた大穴から飛び出すと、地面がなかった。

　傷の痛みに朦もう朧ろうとしていたせいで、先ほどまでいたのが三階だということを忘れていた。

　なす術すべなく地上に落下し、硬かたいアスファルトの上に叩たたきつけられる。

「くっ……！」

　かろうじて再びモルフォチョウと同化した脚あしが、落下の衝撃を緩かん和わした。両脚に浮うかび上がった模様が、銀色に輝かがやく。

　顔を上げると、星が浮かぶ空を舞まう巨きよ大だいな影かげを見つけた。──リナと天てん道とう虫むしだ。大きな翅を羽ばたかせ、遠ざかっていく。

「リナ！　待って！」

　追いすがろうとした亜梨子の視界に、こちらに向かって飛来する小こ粒つぶの何かが映った。

「……！　こ、これって──」

　とっさに強化した脚きやく力りよくで、横に跳とんで避よける。

　直前まで亜梨子が立っていた場所で、爆ばく発はつが起こった。飛んできたハムシに似た〝虫〟が、小さな躰からだから爆ばく炎えんを迸ほとばしらせたのだ。

「〝アキ〟の〝虫〟……？　近くにいるの？」

　ハッとして空を見ると、何十匹ぴきというハムシが亜梨子めがけて迫せまっていた。

「私を足止めするつもりね──」

　唇くちびるを嚙かみしめる亜梨子の視界が、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。

「でも今は、あなたに構ってる場合じゃないのよ」

　爆風を銀色の鱗粉で弾はじき飛ばし、亜梨子は地面を蹴けった。敷しき地ちを駆かけ抜ぬける亜梨子が、銀色の軌き跡せきを残してリナを追いかける。

　疾しつ走そうする亜梨子に、容よう赦しやなくハムシが雨あられと降り注いだ。だが亜梨子は強化した脚力で、ハムシの絨じゆう毯たん爆撃をことごとくかいくぐっていく。

　柵さくを跳び越こえ、森に突つっ込む。夜の暗くら闇やみに包まれた木々の間を槍の輝きで照らし、亜梨子は走り続ける。

　だがそこは、ハムシの巣だった。地中や木こ陰かげに隠かくれたハムシが、亜梨子が通り過ぎる瞬しゆん間かんを狙ねらって爆炎を撒まき散らす。

「どうしてこっちの居場所が見えるのか、知らないけど──」

　亜梨子は間かん一いつ髪ぱつのところで、爆発を避け続ける。

「〝虫〟の居場所は槍が教えてくれるんだから、意味がないわよ」

　以前の亜梨子ならば、歯が立たなかっただろう。だがハルキヨをはじめ、これまで出会ってきた数々の強敵に比べれば、〝アキ〟の攻こう撃げきなど障害ではない。

　爆音と炎ほのおに包まれる視界の先に、月明かりが射さし込んでいた。森の終わりだ。亜梨子は跳ちよう躍やくし、一気に森を飛び出す。

　勢いよく着地した足元から、砂利じやりが飛び散った。

「──」

　顔を上げた亜梨子の目に、月夜に照らされて佇たたずむ美しい少女の姿が映った。

　森と小道に挟はさまれた小川は水量が少なく、中央に広い中なか州すができていた。砂利と岩が敷き詰つめられた中州を挟む川かわ面もに、欠けた月が映し出されている。

　空の月と、川に揺ゆらめく月。二つの月明かりを少女の髪かみが反射し、キラキラと輝いていた。浮うき世よ離ばなれして美しいその姿に、亜梨子は思わず息を吞のむ。

「待て、と言ったわね。〝ハンター〟」

　月に祝福された少女、リナが静かに唇を動かした。腰こしに手を当て、堂々とした態度で亜梨子と向き合う。

「待ってあげたわよ」

　亜梨子は、ハッと我に返った。

　リナに見とれてしまったせいで気づかなかったが、天道虫を従えた少女のそばには長ちよう髪はつの少年〝アキ〟と、長い前髪で目を隠した小こ柄がらな少女の姿もあった。

　ふっ、とリナが表情を崩くずした。

「振り切ろうとしても、無む駄だみたいだしね」

「くっ……」

　元特とつ環かんの少年が悔くやしげに呻うめき、装着していたゴーグルを外した。ゴーグルからは触しよく手しゆのようなものが伸のび、かたわらにいる大きな〝虫〟──二枚の葉を重ねたような形のそれと繫つながっていた。

〝アキ〟の〝虫〟ではない。前髪の少女の〝虫〟だろうか？　仕組みは分からないが、どうやら彼ら二人の連係プレイで遠方にいた亜梨子に攻撃を行っていたようだ。

「〝かっこう〟は、いないみたいね。アンタ一人で追いかけてきて、あたしとどうしようっていうの？」

「……」

　亜梨子は視線を動かし、リナの肩かた越ごしに対岸を見た。中州にいるのはリナと〝アキ〟、それに前髪の少女だけだが、対岸にもリナの仲間らしき人影がいくつも見える。

「彼らのことは、気にしないで。──あたしと戦うつもりなら、一対一で勝負してあげる」

「戦うつもりは……ないわ」

　一対一で、と言うが、それは彼女の能力の性質上そうするしかないからだろう。天道虫の衝しよう撃げき波はは強力すぎて、本気で戦うと味方を巻き込んでしまうからだ。──大勢の仲間がいるのに、皮肉にもリナの能力は彼らと力を合わせることができない。

「それに私は、〝ハンター〟じゃないわ」

「……そうみたいね」

　亜梨子は目を見開いた。あまりにもリナがあっさりと彼女の言うことを信じたからだ。

「〝アキ〟から聞いたの。〝ハンター〟は死んで、その〝虫〟をアンタが受け継ついだ」

　リナが顎あごに手を当て、まじまじと亜梨子の顔を凝ぎよう視しした。

「話で聞いても、ちょっと信じられなかったけど──こうして冷静に面と向かってみると、確かにあたしの知ってる〝ハンター〟とはゼンゼン違ちがうのよね。マフラーで隠してたから顔は知らないけど、なんてゆーかこう、雰ふん囲い気きが別人だわ。その槍やりは全く同じなのに、なんかヘンな感じね」

　リナが砂利の上をうろうろと歩きながら、色んな角度から亜梨子を見定める。

「ヘンな感じ、って言われても……」

　先ほどまでの肌はだが粟あわ立だつような敵意がウソのように、リナの態度が砕くだけていた。思わぬ展開に、亜梨子は戸と惑まどってしまう。

「あたしがアンタを待った本当の理由、分かる？」

「え？」

「直接、訊ききたかったのよ。──アンタって一体、ナニモノなの？」

　亜梨子は硬こう直ちよくする。

「虫むし憑つきなの？　虫憑きじゃないの？　どうして他人の〝虫〟を使えるの？　どうして特環の味方をするの？」

「……」

「〝ハンター〟は死んだわ。実際、赤牧市で虫憑きが狩かられることもなくなった。だから正直を言えば──困ってるなら、アンタのことを助けてあげたいとも思ったのよね。もしかしたらアンタ自身、〝ハンター〟の被ひ害がい者しやなのかもしれないし」

「おい、リナ──」

　話に割り込もうとする〝アキ〟に対し、リナがあっさりと言い放つ。

「だって、そうでしょ？　あたしたちは虫憑きの居場所を創つくってあげたいって願ってるんだから。彼女が虫憑きなら、あたしは助けてあげたいと思う。でも──」

　再び亜梨子に向き直ったリナの目つきが、鋭するどくなった。

「アンタはなぜか、特環といっしょにいる」

「……」

「ホント、なにがなんだかさっぱり分からないのよねー。だから、こう訊くしかないわけ。──〝アンタ、一体ナニモノなの？〟って」

　肩をすくめながら、リナが言った。

「私は……」

　亜梨子は無意識に、唾つばを飲み込んだ。

　虫憑きでもないのに、〝虫〟を操あやつる。

　虫憑きでもないのに、虫憑きと関かかわる。

　そんな自分自身は──一之黒亜梨子という少女は一体、何者なのだろう？

「私が何者かなんて……分からないわ」

「……」

　リナの静かな視線が、亜梨子を見つめた。

「でも、摩理は……〝ハンター〟って呼ばれていた虫憑きの女の子は──」

　自分自身のことなど、分からない。きっとこれからも分からないのかもしれない。

　だが一つだけ、はっきりと言うことができる──。

「私の、親友だったの」

　ピクリ、とリナが眉まゆを動かした。

「親友……それならアンタは、〝ハンター〟がしていたことを知っていたのね」

「いいえ。摩理は……私に何も教えてくれなかったから。虫憑きだったことも私、知らなかった……」

　亜梨子は唇くちびるを嚙かみしめる。

　自分の言っていることは、矛む盾じゆんしていた。

　親友だと言っておきながら、亜梨子は摩理のことを何も知らない。それなのに赤の他人が、彼女たちが親友だったということを信じてくれるはずがない。

「〝ハンター〟が、親友……」

　案の定、疑っているのだろう。リナがポツリと呟つぶやいたきり、黙だまり込んだ。

「だから摩理が何を考えていたのか──どうして私に〝虫〟を遺のこしたのか、知りたいの。ねえ、リナ。あなた、摩理に会ったことがあるんでしょう？　どんなことでもいいわ。摩理のことを教えてほしいの」

「会ったことは、確かにあるわ。でもほんの一いつ瞬しゆんだったし、言っていることも意味が分からなくて……なんとなく、〝虫〟について何かを知っていそうだって気がしただけ」

「……そう」

　また一つ、手がかりが消えてなくなってしまった。

「ゴメンね。力になれなくて」

「い、いいえ、ありがとう」

　優やさしい声で慰なぐさめられ、びっくりして顔を上げる。

　リナが、笑えんでいた。

「親友か……いいわね」

　亜梨子を眩まぶしそうに見つめる少女の笑顔はどこか、羨うらやましげだった。

「え……？」

「友達だからこそ、言えないこともあるんじゃない？──次に会う時は、敵か味方か分からないけど……探し物が見つかるといいわね。そのことは、あたしも応おう援えんする」

　応援する──。

　その言葉にまた、亜梨子の胸が熱くなった。

　強い虫憑き、リナの言葉は、亜梨子に力をくれる。きっとそれができるという勇気を与あたえてくれる──。

「訊きたいことがそれだけなら、あたしはもう行くわ。じゃあね」

「ま、待って！」

　身を翻ひるがえそうとするリナを、呼び止める。

「なに？　まだ何か訊きたいことがあるの？」

「また──特とつ環かんと戦うの？」

　無意識に投げかけた亜梨子の問いかけに、リナが顔つきを変えた。

「トーゼン。虫むし憑つきなのに同じ虫憑きを捕つかまえるなんて、許すわけにはいかないわ」

「戦うのを、やめる気はない？」

「な──んですって？」

　リナの表情が、みるみるうちに険しくなる。

「そんなこと、できるわけないじゃない！　一体どうやって──」

「できるわ」

　亜梨子は断言した。リナが絶句する。

「私、考えたのよ。虫憑きが皆みな、何かと戦ってるなら……それこそ虫憑きどうしで戦ってる意味なんかこれっぽちもないわ。虫憑きは、自分の夢を叶かなえるためだけに戦うべきだわ」

「そんなこと、分かり切ってるのよ！　でも特環が、そうさせてくれないんじゃない！」

「大──〝かっこう〟と、話をしてみる気はない？」

　以前にリナと出会った時、大助の本名は堅かたく口止めされていた。

「あんなヤツと、話をするですって……！」

「あいつはちょっと素す直なおじゃないところがあるけど、悪いヤツじゃないのよ」

　大助は、悪い人間ではない。

　亜梨子があまりに平然と、そう言ったからだろう。リナが呆あつ気けにとられた様子で、肩を震ふるわせた。

「わ、悪いヤツじゃない……？　あの、悪あく魔ま──あんなに──このっ──」

「それに、強いわ。特環でも一番強いらしいの」

「そんなの──なにを──」

「リナも、強いでしょう？　誰だれよりも強いあなたたちが分かり合えば、虫憑きは誰も戦わなくなるんじゃないかしら？」

　リナはとうとう、言葉を紡つむぐこともできなくなったようだ。〝アキ〟も啞あ然ぜんとして、こちらを見ている。

「ううん、あなたたちだけじゃないわ。ハルキヨにも、同じことをお願いするつもり」

「……！」

「アイツ、一度はどっかに行っちゃうところだったんだけど、お願いしてまだ赤牧市に留とどまってもらってるの。私と約束した以上、当分は近くにいてくれるはずだわ」

　リナの表情が、変わった。怒いかりと呆あきれが入り交じっていた顔に、驚きよう愕がくが加わる。

「ハルキヨが……？」

「彼のことを知ってるなら、その強さも知ってるわよね。きっとあなたたちと同じくらい強いわ」

「ハルキヨ……誰かに危害を加えたわけじゃないから、台風か地じ震しんみたいなモノと思って、相手にしてなかったけど──それは、本当なの？」

「ええ、約束は守ってくれるはず──と思うんだけど……守ってくれるわよね、たぶん……でもなんだか、すぐに忘れそうな気がしてきたわ……ガシャポンの一つくらい、握にぎらせておいたほうが良かったかしら」

「アンタって、一体──」

　リナが警けい戒かいの眼まな差ざしとともに、後あと退じさる。

　だが亜梨子は、構わずに続ける。

「想像してみて。誰よりも強いあなたたちが戦うんじゃなくて、手を取り合うことがあれば……特環とかそんなもの、ちっぽけだと思わない？　きっとこの国にいる虫憑きが全員、戦うことも忘れるくらいビックリするわ」

「想像なんか──できるわけないじゃない！　〝かっこう〟やハルキヨと手を組めですって！　あたしはお断りだし、あっちだってそうよ！　一度や二度話したところで、分かり合うなんて有り得ないわ！」

「だったら」

　亜梨子はリナに向かって、左手を差し出した。リハビリテーションセンターでの戦せん闘とうで負った傷が、生々しく残っている。

「私と、手を繫つないで」

「……！」

「もう片方の手で、〝かっこう〟やハルキヨを引っ張ってくるわ」

「なん──」

「一度や二度じゃ、めげないわよ。何度でもあなたたち三人を、引き合わせてみせるわ」

　亜梨子は、虫憑きではない。

　大助やハルキヨ、リナたちほどに強くもない。

　そんな自分でも、できることがないだろうか──ずっとそう考えていた。

　虫憑きでもないのに、虫憑きの力を使う自分は。

　もういないはずの〝虫〟を宿し、今を生きる虫憑きと出会い続ける自分は。

　見えない鎖くさりに苦しむ彼らを、未来へと繫ぐ手がかりになるのかもしれない──。

「ど、どうして──」

　突とつ拍ぴよう子しのない亜梨子の提案が、よほど衝しよう撃げきだったらしい。リナが額を押さえながら、警戒も露あらわに亜梨子を睨にらむ。

「なんでアンタが、そんなことをしようとするのよ！　あたしたちを引き合わせるですって？　そんなことをしたら、アンタもタダで済むとはかぎらないわよ！　親友の手がかりを探してるんじゃなかったの？　そんなこと、〝ハンター〟とゼンゼン関係ないじゃない！」
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「関係ないことは、ないわ。だって摩理のことを調べ始めたことが、きっかけなんだもの。摩理のおかげで、たくさんの虫むし憑つきと出会っていくうちに私は──」

　亜梨子は微笑ほほえむ。

「虫憑きのことが、大好きになったわ」

　リナが両目を大きく見開いた。

「だから虫憑きどうしで戦うのを、これ以上見たくないの。私はあなたたちほど強くないけど……あなたたちの間に立つくらいのことは、できるかもしれない」

「……」

「もう一度、言うわ。──想像してみて。あなたたち強い虫憑きが、並んで立つところを。どうしても手が繫げないなら……私が間に立って手を繫ぐわ」

　リナが動どう揺ようしているのが、はっきりと分かった。彼女はまさに想像しようとして──うまく想像できないけれど──それでも、ほんのわずかな希望を感じ取っているはずだ。

　そう、それは亜梨子と全く同じ気持ち。

　三人が手を繫ぐところなど、想像がつくはずもない。

　でも──。

　それでも──。

　彼ら三人が並び立つことさえあれば、虫憑きどうしで戦うことも、なくなるかもしれない──。

「……」

　リナが唇くちびるを嚙かみしめ、身を翻ひるがえした。砂利じやりを踏ふみしめる音が、亜梨子から遠ざかっていく。

「リナ……」

「──時間をちょうだい」

　立ち止まり、リナが言った。

「虫憑きを好きだなんて言うヤツ、はじめてだわ」

　背中を向けたままの少女が、どんな表情をしているのかは分からない。

「必ず、返事をするわ。イエスかノーか──必ず」

　亜梨子はわずかに目を見開き──微笑む。

「ええ」

　また歩き出し、去っていくリナに向かって言う。

「でも一度くらいノーと言われたって、私は諦あきらめないわよ？」

　リナと仲間たちが去っていく中、〝アキ〟と彼に寄り添そう少女がその場に佇たたずんだまま、亜梨子の顔を見つめていた。

「〝アキ〟？」

「そんな馬ば鹿かげたこと、本当にできると思ってるのか？」

　少年が硬かたい口調で言った。亜梨子は笑う。

「こんな馬鹿げたこと、彼らしかできないわ」

「……ふっ」

「？」

「確かにそうだよな。ははっ」

　笑う〝アキ〟を、前まえ髪がみで目を隠かくした少女が、心配そうに見上げていた。

「分かり合う……か。長く戦いすぎたせいで、そんなことはとっくに忘れてたな」

　皮肉げに呟つぶやき、〝アキ〟が亜梨子に笑いかける。

「リナが答えると言った以上、彼女は必ず返事をする。待っていてくれよ」

　言い残し、〝アキ〟と少女も去っていく。

　誰だれもいなくなって、ようやく──。

「ええ、待ってるわ」

　亜梨子は満面の笑みで、頷うなずいた。
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「なァんだ、生き残っちゃったの。つまんなーい」

　リムジンに戻もどるなり、赤瀬川七那のため息が出で迎むかえた。

　亜梨子はにっこりと微笑み、七那に向かって腕うでを伸のばす。

「……ガッカリしてるように見えるのは気のせいかしら。気のせいよね。気のせいだから、笑顔にしてあげるわ、ほら、笑いなさいよ」

「に、にゃにすんのよ！　こっちは雇やとい主にゃにょよ！　このっ！」

　シートの上で、互たがいの頰ほおをつねり合う二人の少女。大助が我関せずといった様子で装備を脱ぬいでは、無造作にバッグに詰つめ込む。

　施し設せつを占せん拠きよしていた虫憑きの少女は、大助が連れん絡らくをとった特とつ環かんの局員が連行していったという。彼女もいずれは特環の局員として、新たな戦いに身を投じるのだろう。

「はあ、はあ……アンタがくたばれば、アタシは虫憑きになれたかもしれないのに」

「はあ、はあ……どういう意味よ？」

　身を離はなし、距きよ離りを置いてじりじりと相手の出方を窺うかがいながら、七那が片かた眼めを細めた。

「調べはついてんのよ。その〝虫〟──元々は他人に取り憑いていたんですってね」

「……！」

「だからアンタさえ死ねば、その〝虫〟をアタシのモノにできたかもしれないじゃない」

「なん──ですって？」

　赤瀬川七那の企たくらみを知って、言葉を失う。

　七那の本当の目的は、施設の開放でもなければ、虫憑きを退治することでもなかったのだ。亜梨子を危機に陥おちいらせ、あわよくばモルフォチョウを横取りしようとしていた──。

「最初から、そのつもりだったのね！」

「生きて帰ってくるなんて、がっかりだわ。ちゃんと死んでくれなきゃ、ダメじゃない」

「あなたって人は……！」

「──がっかりだろうが、死んでなかろうが、関係ねーよ」

　装備を脱いで元の制服姿に戻った大助が、七那に飛びかかろうとした亜梨子を制した。

「こっちはやれと言われたことをやったんだ。約束は守ってもらうぞ」

「やることはやった──ですって？」

　七那が怒いかりに頰を引きつらせた。

「バカじゃないの、アンタたち！　アタシは被ひ害がいは施設の二十パーセント以内って言ったのよ！──一棟とう丸ごと使い物にならなくしておいて、よくそんなことが言えたわね！　建物だけじゃないわ、敷しき地ちの三分の一が粉々よ！　となりの森なんか、全焼よ、全・焼っ！　窓の外を見てご覧なさいよ！　やははっ、西の空が真っ赤ね！　黒菱市中の消防車が集まってるんじゃないかしら！」

　亜梨子は「うっ……」と呻うめく。

　後になって聞かされたところによると、リナと大助の戦せん闘とうは、虫憑きの少女がいた棟を半はん壊かいさせていたらしい。残った部分も、リナが逃とう走そうする際に派手に壊こわしてしまった。

　さらに〝アキ〟の攻こう撃げきで敷地はメチャクチャ、森も爆ばく炎えんが延焼して山火事になる寸前だったという。

「──モルフォチョウに関かかわろうとするなら、次はきっとこんなもんじゃ済まないぜ」

　だが大助は悪びれもしない。

「そっちが関わろうとしなくても、お前が恵那のことを喋しやべらないかぎり、こっちからまたお前に会いに行くけどな」

「……今度は、脅きよう迫はくするつもり？」

　七那が顔をしかめ、苛いら立だち紛まぎれにグラスを摑つかんでワインを一気に飲み干す。

「恵那がかわいそうって言ってたわよね？　あれは一体、どういう意味だったの？　教えてちょうだい」

　身を乗り出す亜梨子に対し、七那は考え込んでいるようだった。グラスにワインを注つぎ、不ふ機き嫌げんに赤い水みな面もをゆらめかせて弄もてあそぶ。

「……そうね、まあいいわ。なかなか餌えさに魚が喰くらいつかないから、どうしたものか考えてたところだし。ここらで餌を揺ゆさぶってみるのも、悪くないかも──」

「餌？　魚？」

　眉まゆ根ねを寄せる亜梨子を一いち瞥べつし、七那がニヤリと笑えんだ。

「西園寺恵那。あのコは確かに、つけ狙ねらわれてるみたいね」

　亜梨子と大助は、息を吞のんだ。

「一体誰だれが、恵那のことを……！」

「さあ、分からないわ」

「おい。さんざんもったいぶっておいて、分からないだと？」

「ええ、分からない。きっと誰もその正体を知らないでしょうね。何しろいつ、どこに現れるかも分からないんだから」

「……？」

「雇った調査員が、西園寺恵那を見つめる怪あやしい人ひと影かげを一度だけ確かく認にんしたわ。そいつの特とく徴ちようは、背の高い女で──」

　ピクリ、と。

　大助が表情を凍こおらせたのは、彼がそれだけ直感力に優すぐれていたからだろう。

「真っ赤なロングコートを着ていて──」

　背の高い女。

　赤いロングコート。

　それだけを聞いても、亜梨子はまだピンとこなかった。だが──。

「まん丸いサングラスをかけていて──」

　まん丸いサングラス。

　その特徴を聞いて、亜梨子の頭が真っ白に染まった。

　だがすぐには、そいつの名前が頭に浮うかばなかった。理解することを感情が拒きよ絶ぜつしていたのかもしれない。

「虹にじ色いろの瞳ひとみをしていて──」

　心臓の音が、耳元で聞こえた。激しい動どう悸きが、亜梨子の胸を内側から叩たたく。

　喉のどがからからに渇かわき、目め眩まいにも似た感覚のせいで窓に手をかけて体重を支える。

「──それはそうと」

　金かな縛しばりにあったようにピクリとも動かない亜梨子たちを、七那がおかしそうに見つめていた。少女の片かた眼めを細めた笑みが、亜梨子の心臓を串くし刺ざしにする。

「恵那は、楽しそうに語ってくれたわ。ある男の子が同級生になってから、毎日が楽しいって。親友二人を含ふくめて、ずっと四人で面おも白しろおかしく遊んでいけたらいいなって。──あら、この話はもうしたんだったかしら？」

「お──」

　大助が、掠かすれた声を絞しぼり出した。

　ダメ、大助──。

　その先を言ってはダメだ。

　そう言おうとしたのに、口が動かない。

「俺の、せいで……？」

「やはっ」

　呆ぼう然ぜんとする亜梨子と大助を見て、資産家の少女が片眼を細めた。

「西園寺恵那。──あのコ、〝大おお喰ぐい〟に目をつけられてるわよ」

　赤瀬川七那の短い宣告が、遠くから聞こえる消防車のサイレンに重なった。
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　ホルス聖城学園中等部の校舎は、生徒たちが大移動する振しん動どうと熱気に包まれていた。

「流星群？」

　制服姿の同級生らとともに廊ろう下かを歩きながら、一之黒亜梨子は振ふり返った。後頭部でしばった長い髪かみが、軽かろやかに跳はねる。

「知らないの？　毎日、ニュースでやってるじゃん。──痛っ」

　他生徒と肩かたがぶつかり、顔をしかめたのは、亜梨子のクラスメートである西園寺恵那だ。短めの髪と短めのスカートが印象的で、同級生の中でも特にあか抜ぬけている。

「ペルセウス座流星群のことですね」

　亜梨子のとなりを歩いていた九条多賀子が、落ち着いた口調で言った。資産家の子女が多いホルス聖城学園の生徒の例外でなく、育ちの良さが言動から窺うかがい知れる。

　ぞろぞろと同じ方向に向かって歩く生徒たちの向こうに、鮮あざやかな金きん髪ぱつが見えた。〝霞王〟こと、御嶽アンネリーゼが「あっ、痛いデス。せ、狭せまいデス。そっちへもっと寄ってクダサイ。……ウザイっつってんだろうがっ！」と呻うめき、そばにいた男子生徒らが壁かべまで吹ふっ飛んだ。周囲が騒さわがしくなる中、金髪の少女は上品な笑え顔がおとともにさっさと廊下の先へと姿を消した。

「そそ。天気とか周期とかの関係で、今年はめっちゃくちゃ良く見えるかもしれないらしいのよ！　観測史上最高の条件がナントカ言ってたし、これはもう見るっきゃないっしょ？」

「そういえばテレビでちょっと見たような、聞いたような気がするわね」

「流星群って、流れ星がたくさん見られるってことですよね？　ロマンティックです」

　表情を輝かがやかせる恵那や多賀子につられて、亜梨子も笑んだ。中学生の女子にとっては、胸がときめくイベントだ。

「中学生で最後の夏休み！　夜を流れる無数の星くず！　ああ、なんて運命的！　このイベントを逃のがしたら、一生後こう悔かいするわ！」

　特に祭り好き、イベント好きの恵那が早くも熱のこもった眼まな差ざしで、亜梨子と多賀子の腕うでを摑つかむ。

「ねえ、モチロン見に行くわよね！　今年の夏の思い出を、胸に刻みつけるのよっ！　どうせ高等部に上がるだけのあたしたちは、受験勉強なんて関係ないんだし！」

「どなたかの家で、お泊とまりになりますね。一日くらいなら、両親も許してくれると思います」

「エクセレント！　亜梨子は、どう？　この日だけは、予定を空けてもらうわよ！」

　頷うなずく多賀子に続いて、恵那が亜梨子の顔を凝ぎよう視しした。

「……」

　期待に満ちた級友の顔を、亜梨子はじっと見つめ返す。

　西園寺恵那は──親友だ。

　だが思い返してみると、はじめて出会った頃ころの彼女は、今とは少し雰ふん囲い気きが違ちがっていた気がする。

　社交的で、成績も良く、活発な恵那の交友は広かった。別のクラスだけでなく、別の学年の生徒とさえ親しげに談だん笑しようしている姿もよく見かけたものだ。

　だが一方で、特に親しい友人もいなかったと思う。いつも違う場所、違う友人と楽しげに笑う西園寺恵那の第一印象は、〝渡わたり鳥〟だった。状じよう況きように応じて器用に環かん境きようを住み分けながらも、安息の地を見つけられずにいるツバメのような少女──。

　そんな気まぐれな渡り鳥が、ある日、亜梨子のもとにとまった。

　──ねえ、クラスの何人かで遊びに行くんだけど、どう？　いっしょのクラスになった親しん睦ぼく会も兼かねて、ね？

　中学二年生になり、クラス替がえで亜梨子と恵那はクラスメートになった。

　同時に──亜梨子の大切な親友だった花城摩理の席は、ホルス聖城学園から消え去った。病でこの世を去り、たった十四回目の春さえも迎むかえられなかった少女の痕こん跡せきが、完全に消えてしまったのだ。

　──私は遠えん慮りよしておくわ。みんなで楽しんできて？

　能天気に笑う恵那に対し、亜梨子は考えるよりも先に誘さそいを断っていた。

　ただの空席だったとはいえ、また一つ摩理が生きていた証しよう拠こが消えてしまった。孤こ独どくだった親友のことを誰だれもが忘れ、楽しそうに笑っている──。

　恵那にとっては言いがかりでしかないのだろう。だが亜梨子はなぜか、その時の恵那を見て胸が締しめつけられるように痛んだのだ。

　どうせ仲良くなっても、いつかは別れることになる。

　その時にまた摩理を失った時と同じ痛みを味わうくらいなら、誰とも仲良くなどならないほうがいい。

　そんなことさえ考えたことを憶おぼえている。

　──そっか。じゃあ、またね！

　恵那はあっさりと引き下がり、他ほかの同級生たちとともに遊びに行ってしまった。

　また、明日。

　そう言った摩理は、二度と亜梨子の前で笑ってはくれなかった。

　だが恵那は──亜梨子を誘い続けた。

　──ねえ、遊びに行かない？

　やけに親しげな同級生を見るたびに腹が立つようになり、亜梨子は誘いを断り続けた。だが亜梨子の気持ちを知ってか知らずか、恵那の誘いは毎日のように続いた。

　──雰囲気で、分からないかしら？　遊びに行くつもりなんて、これっぽちもないの。

　──そっちこそ、そろそろ気づいたら？　あたしの誘いを断ったのは、アンタがはじめてなの。プライドが傷ついてるの。意地なの。

　ついにはケンカ腰ごしによる攻こう防ぼうになっていったが、先に折れたのは亜梨子だった。

　恵那は、渡り鳥だ。

　どうせすぐに亜梨子のそばからも離はなれていくだろう。そう思い、一度だけの交流のつもりだった。

　だが恵那と接してみて、亜梨子はすぐに彼女に対して拒きよ否ひ感を抱いだいた理由が分かった。

　そっけない態度の亜梨子に、執しつ拗ようなほど積極的に関かかわってくる恵那の姿は、まるで──病室に閉じこめられた摩理のもとに押しかけていた頃の、自分自身のようだったからだ。恵那を避さけていたのは、自分の傷と向かい合うことに対する不安の裏返しだったことに気づいた。

　本来持つ元気や体力をあり余らせていた二人が、常に行動をともにするようになるまで時間はかからなかった。そこにマイペースな九条多賀子が加わると、三人の誰が欠けても物足りない気がするようになった。

　そうして摩理の死で傷ついた亜梨子の心が、少しずつ元の形を取り戻もどしていったのだ。

「亜梨子？」

　無意識に黙だまり込んでいたようだ。恵那が怪け訝げんそうに、亜梨子の顔を覗のぞき込んだ。

　亜梨子は一いつ瞬しゆん、俯うつむき──すぐに顔を上げて、ニヤリと笑う。

「トーゼン、見に行くわよ。夏の夜空は私たちのモノといっても過言じゃないわね！」

　亜梨子たちは渡り廊ろう下かを過ぎ、体育館に到とう着ちやくした。校舎から移動してきた生徒たちが、それぞれのクラスが作る列に並んでいく。

「イエス！　亜梨子が来るなら、薬屋クンも来てくれるわよね！　訊きくまでもないけど！」

　恵那がガッツポーズをして、後ろを振ふり返った。

　亜梨子たちの後方を歩いていた少年が、顔を上げた。周りにいる男子生徒たちの平均値を正確に測ったような、特とく徴ちようのない外見をした少年だ。頰ほおに貼はったバンソウコウだけが唯ゆい一いつの個性を主張している。

「……」

　その少年、薬屋大助は恵那の顔を見つめていたかと思うと、すぐに顔を背けた。返事もせずに、聞こえなかったフリをする。

　恵那の足が、ピタリと止まった。

「恵那？　どうしたの、急に立ち止まって。こんなところで足を止めたら、他の人の邪じや魔まに──」

「クスリヤクンガ……ムシシタ……」

「た、大変です、亜梨子さん！　恵那さんが呼吸をしてません！」

「きゃああっ！　だ、大助！　急いで恵那に人工呼吸してあげて！」

　慌あわてふためく亜梨子と多賀子、凍こおりついたまま微び妙みように口を尖とがらせる恵那。

　廊下で立ち止まった三人の横を、迷めい惑わくそうな顔をした他の生徒たちとともに、大助が通り過ぎていく。

「マタ……ムシサレタ……」

「ああっ、恵那が崩くずれ落ちたわ！　しっかりして、恵那！」

「た、大変です、亜梨子さん！　恵那さんの心音が心なしか微弱に！」

　マイクが反はん響きようする甲かん高だかい音が、体育館を突つき抜ぬけた。教師の声が整列を促うながす。

　白目を剝むいて倒たおれた恵那を抱きかかえながら、亜梨子は大助の背中を睨にらみつけた。

「私の友達に、こんな態度をとるなんて……あとで憶えておきなさいよ、バカ大助！」

「亜梨子さん……また大助さんとケンカをしたんですか？」

　多賀子に心配と呆あきれの入り交じった視線を向けられ、亜梨子は口ごもった。

　大助とのケンカは、いつものことだ。

　だが今回ばかりは──少しだけ、事情が異なっている。

「アハハ……ウフフ……クスリヤクーン……マッテー……ウフフ……」

「そ、そっちに大助はいないわよ、恵那！　ってゆーか、全身がグニャグニャですごくキモチワルイわ！」

「どなたか、この中にお医者さんはいませんか！」

　体育館の中央で叫さけぶ亜梨子たちの声に、一学期の終業式の開始を宣言する教師のアナウンスが重なった。
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　校舎の屋上からは、終業式を終えて帰宅する生徒たちの姿が一望できた。

「あ、出てきたぁ。あの人を監かん視しすればいいんだよね？」

　フェンスを摑つかんで眼下を見下ろしていた女の子が、アニメの声優のような高い声で言った。女の子の視線の先には、鞄かばんを持って校舎を出たばかりの西園寺恵那がいた。

「ああ」

　頷うなずいたのは、ベンチに座った薬屋大助だ。

「……」

　亜梨子は頰を膨ふくらませ、無言で大助を睨んだ。だが彼はこちらを見ようともしない。

「カワイソウなお姉さんだねぇ。──〝大おお喰ぐい〟に目をつけられちゃったなんて」

「余計な心配はいい。どんな些さ細さいなことでも、あの女の周囲に異状があったら、すぐに俺に知らせろ。監視対象に同情して、守ってやろうとか助けてやろうだなんて考えるなよ」

「はぁーい」

　口を尖らせ、伊い砂さ姫ひめ子こが振り向いた。お洒落しやれな衣服に身を包み、コウモリの羽のようなものがついた鞄を背負った姿は、可愛かわいらしい小悪魔といった感じだ。今年から中学生になったらしい。

「ねえ、やっぱり心配だわ」

　亜梨子は、一度は大助に却きやつ下かされていた抗こう議ぎを繰くり返した。

「どうして姫子ちゃんなの？　特とつ環かんなら、もっと他ほかに強い人だっていそうなのに……」

　特環とは正式名めい称しようを特別環境保全事務局という政府機関だ。〝虫ムシ〟という超ちよう常じようの存在を隔かく離りし、隠いん蔽ぺいするための組織である。彼らは〝虫〟に取り憑つかれた虫憑きを統制し、在野の虫憑きを捕ほ獲かくするという使命を帯びている。

「こいつが一番、適任なんだよ」

　薬屋大助の答えは、そっけなかった。彼は特環に所属する戦せん闘とう員であり、他者の〝虫〟に取り憑かれるという稀まれなケースを監視するために、亜梨子のそばにいる。

「それだけじゃ分からないって言ったでしょう！　なんで姫子ちゃんが適任なの？」

　伊砂姫子という女の子は、虫憑きだ。以前、偶ぐう然ぜんから亜梨子たちと出会ったことがきっかけで、特環に捕獲されることになった。その時の姫子は怖こわがりで泣き虫な、ごく普ふ通つうの小学生でしかなかったのだ。

「〝大喰い〟を実際に確かく認にんするまで、なるべく本部には知らせたくない。こいつなら実戦に配備されたばかりでまだ任務がないからフリーの状態だ。それに訓練を任せてた教官が珍めずらしく褒ほめてたくらいだから、実力的に考えても、他のヤツに任せるよりは信用できる」

「うんっ、まかせて！」

　姫子が元気よく両手を前に突き出した。開いた手のひらから緑色の雲が噴ふき出し、ヤスデの形に変わった。緑のヤスデが姫子の両りよう腕うで、肩かた、腰こしと軽かろやかに駆かけ巡めぐる。

「この力の使い方を、イヤってほど教えこまれたもん！　誰だれかに怖いモノを見せるだけじゃなくて、あたし自身に使えば、普通の人はあたしを見るのが怖くなって意識しなくなっちゃうんだよ。ここまで来たのだって普通に校舎の中を歩いてきたのに、誰にも気づかれなかったもん。──浩こうちゃんを見守るために、がんばって練習したんだからぁ！」

「……え？」

「ほら、浩ちゃんってカッコよすぎるから、女の子にモテちゃうでしょ？　だからドロボー猫ねこにたぶらかされないように、この力を使って見守ってあげてるのぉ！」

　それはストーカーっていうんじゃないかしら？

　喉のどから出かかった言葉を、姫子の満面の笑えみを見て止める。

「そ、そんなことしなくても、大だい丈じよう夫ぶじゃないかしら？　浩こう太たくんって、浮うわ気きするような子には見えなかったし」

　姫子が急に、真顔になった。目をそらし、別人のように低い声でぼそりと呟つぶやく。

「浮気なんかしたら……一生、祟たたってやる」

「……」

「それじゃあ、行ってきまぁーす」

　すぐにまた元気な笑顔を取り戻もどし、姫子がスキップで屋上から去っていった。

　浩太というのは、姫子と付き合っている少年のことだ。非情な特環の戦闘員としての色に染まらず、相変わらずの恋こいする女の子でいてくれたことは嬉うれしいのだが、別の不安が生まれたような気もする。

「な、なんだか色々とパワーアップしたみたいで安心したわ。頼たのもしい……のよね？」

「逆に俺が不安になってきた。いつかあいつ自身が、監視対象にならないだろうな……？」

　夏の風が、中等部校舎の屋上を吹ふき抜ぬけた。ベンチに座った大助の前まえ髪がみが揺ゆれ、柵さくの前に佇たたずむ亜梨子のスカートがわずかに持ち上がった。

「ねえ、本当に特環には知らせないつもり？」

　亜梨子は振ふり向き、大助に訊たずねた。

　虫憑きの少年は、こんなにも空が晴れ渡わたっているというのに、じっと足元を見下ろしたままだ。

「理由を教えなさいよ。特環は虫憑きを世間から隠かくすのが目的の組織なんでしょう？　それなら〝大喰い〟を倒たおすことだって仕事なんじゃないの？」

　虫憑きを生む原虫、〝始まりの三匹びき〟──。

　人間とも怪かい物ぶつとも知れないそれらの正体は、謎なぞに包まれているという。〝大喰い〟はそのうちの一つであり、それに狙ねらわれた人間は虫憑きになる。

　そんな存在に、西園寺恵那が狙われている。──ある人物からそのことを知らされたのは、つい最近のことだ。〝大喰い〟は人の希望や夢を喰くらい、虫憑きにする。それだけの夢を、恵那は抱いだきかけているということである。

「恵那は、私の友達よ。恵那を虫憑きにさせないためなら、なんでもするわ。特環に隠す理由に納なつ得とくできないなら……〝霞王〟や〝Ｃ〟に頼んで、特環に協力してもらうわよ」

　亜梨子は頭上を見た。

　真っ青な空に、小さな銀色の輝かがやきが浮うかんでいた。この世にあらざる美しい翅はねを持つ蝶ちよう々ちよう、モルフォチョウだ。かつて病で命を失った親友の〝虫〟であり、今は亜梨子が受け継ついだものだ。

「何も知らずに後こう悔かいするのは、摩理の時だけでたくさん。今度は──恵那こそは、助けてみせるわ」

　唇くちびるを嚙かみしめる亜梨子に対し、大助がわずかに顔を上げた。

「特とつ環かんは──恵那を助けない」

　亜梨子は目を見開いた。

「多くの犠ぎ牲せいを払はらうリスクがあるからこそ、傍ぼう観かんに徹てつするだろうな。せいぜい何人か監かん視し班をよこして、虫むし憑つきになった直後の恵那を捕獲するくらいだろう」

「ど──」

　大助が言っていることの意味が、分からなかった。亜梨子は彼に詰つめ寄る。

「どうしてよ！　〝始まりの三匹〟の……〝三匹目〟っていうのとは戦ったんでしょう？　青あお播はり磨ま島とうっていうところで！　それなのにどうして〝大おお喰ぐい〟とは戦わないのよ！」

「さあな。青播磨島の戦いでさえ、ほとんど記録が残ってないんだ。その戦いが例外だったとしても──特環はとにかく〝始まりの三匹〟との戦いを避さけてる気がする。〝三匹目〟なんかよりもよっぽど目立つ〝大喰い〟と戦った記録にいたっては……一つもない」

「そ、そんなの、おかしいじゃない！」

「〝大喰い〟との戦せん闘とうで、致ち命めい的てきな被ひ害がいを受けるのが怖いんだろう。……前に一度、特環が壊かい滅めつされかけた事件があったからな。正体不明の化け物に対して、虫憑きを総動員させるつもりは二度とないんだろう──そう思ってた」

「思って……た？　何か別の理由があるの？」

「お前の言う通りなんだ。中央本部は青播磨島で、〝三匹目〟討とう伐ばつのために大量の戦闘員を総動員させていた。つまり──〝始まりの三匹〟と戦うのが怖いんじゃない。それなのに〝大喰い〟とは戦おうとしない、別の理由があるのかもしれない」

「……」

「もしかしたら──中央本部の上層部は、〝大喰い〟の能力のことを知ってるんじゃないか？」

　自らが生み出した分ぶん離り型の能力を操あやつり、行使することができる──。そんな〝大喰い〟の能力の秘密を、亜梨子たちは知っている。

「確かに〝大喰い〟は強かったけど、大勢で戦えば、なんとかなるんじゃ──」

「お前は、何も分かってないな。これはもう、そんなレベルの話じゃないんだよ」

　食い下がる亜梨子を、大助のため息が一いつ蹴しゆうした。ムッと唸うなる亜梨子。

「あの能力が、虫憑きの間で知れ渡るだけでまずいことになる。俺だって自分の上司にさえ報告してないんだ」

「大助の上司って……東中央支部とかいうところの？　そうだわ！　中央本部がダメなら、大助の支部に協力を頼めないかしら？　管かん轄かつが違ちがうとか言ってる場合じゃないわよね！」

「ああ、うちの支部長に言えば、〝大喰い〟と戦うことになるかもな。あいつは中央本部とはある意味、正反対の考えの持ち主だし、俺も信用してる。あいつなら確実に〝大喰い〟を倒せる策を考えるだろう」

「すごいじゃない！　そんなに頼たよりになるのなら、なにも迷う必要なんて……」

「その代わり──今、生きてる虫憑きの大半は生き残らないだろうな」

　亜梨子は表情を凍こおらせた。一方、大助は皮肉っぽく笑う。

「恵那のことなんて気にもとめないで、何年かかっても分離型の虫憑きを一人残らず狩かり尽つくした後で、確実に〝大喰い〟を倒す。──明日、一人の虫憑きを生まないためなら、今いる虫憑きを皆みな殺ごろしにできる人間なんだ。それでも協力を頼むか？」

「……」

　頷うなずけるはずがない。

　そんな戦い方を、許せるはずがなかった。しかし──その方法なら、確かに〝大喰い〟を倒せるかもしれないことも事実だ。

「じゃあ……どうするつもりなの？」

　亜梨子の声は、震ふるえていた。このままなす術すべもなく、親友が虫憑きになるのを指をくわえて見ていろとでもいうのだろうか？

「大助も、恵那が虫憑きになるのを黙だまって見てるつもりなの？」

「──責任はとる」

　大助がすっくと立ち上がった。彼の横顔には、ある種の覚かく悟ごが込こめられていた。

「俺のせいで恵那が夢を抱いたっていうのなら──俺がこの手で〝大喰い〟を」

「亜梨子かかと落とし！」

　鈍にぶい音とともに、大助の頭に亜梨子の靴くつが突つき刺ささった。頭を押さえて「うおお……」と床ゆかの上で悶もだえる少年に、亜梨子が人差し指を突きつける。

「バカ言いなさい！　ついこの前、〝大喰い〟にあっさり返り討うちにされたのを忘れたのっ！」

「あれは、敵の能力が分かってなかったから……！　ってゆーか思いっきり舌、嚙かん……！」

「あなた一人で、分離型の虫憑き全員の力を使うような敵と戦おうっていうの？　そんなのは責任感でもなんでもないわ！　ただのやけっぱちっていうのよ！」

「俺は、一号指定なんだよ……！」

　起き上がり、大助が亜梨子を睨にらみつけた。

「俺が虫憑きの中で一番、強いんだ！　俺がムリなら、誰だれだってムリだってことだろうが！」

「虫憑きの中で一番、強い？──それがどれだけのモノだっていうのよ！」

　大助の胸むなぐらを、亜梨子の手が摑つかんだ。凍りつく少年の顔を、間近に引き寄せる。

「〝大喰い〟に返り討ちにされて、私に蹴けり一発で泣かされる──虫憑きの中で一番強いなんていっても、所しよ詮せんはその程度でしょう！　なんでも一人で背負った気になって、自分の強さまでカンチガイしてるんじゃないの？」

「じゃあ俺以外の誰がやれるっていうんだよ！　俺しかいないだろーが！　それと俺は断じて泣いてねー！」

「全員で、やるのよ」

　亜梨子の手を振ふり払はらう大助を、亜梨子は正面から見み据すえる。

「虫むし憑つき全員で、戦うのよ。そうすればきっと、〝大喰い〟なんて簡単に倒たおせるわ」

　大助が一いつ瞬しゆん、言葉を失った。だがすぐに嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「虫憑き全員で……？　お前、何を言ってんだ？　そんなこと、できるわけがねーだろーが！」

　亜梨子は揺ゆるがない。

「できないなんて、誰が決めたのよ！」

「虫憑きはそんなに強くない！　どいつもこいつも自分の〝虫〟と戦うので精せい一いつ杯ぱいなんだよ！　虫憑きでもないお前に、何が分かる！」

「あなたのは分かっているフリをしてるだけよ！　虫憑きは、強いわ！　あなたが考えてるよりも、ずっとね！」

「さっきと言ってることが逆じゃねーか！」

「弱い部分と強い部分！　両方を持ってるのが、虫憑きでしょう？」

　亜梨子が見つめると、大助が顔を歪ゆがめた。

「俺に虫憑きのことで説教する気か？　俺は誰よりも多く、虫憑きを見てきた。──お前なんかよりも、ずっと虫憑きのことを知ってるんだよ！」

「いいえ、あなたは虫憑きのことを、何も分かってないわ」

　声を落として言う亜梨子を、大助が睨み返す。

「ねえ、知ってる？　〝霞王〟の誕生日が近いのよ」

「……それがどうした」

「〝Ｃ〟は学校で新しい友達ができたらしいわ」

　大助が興味なげに言い捨てる。

「そんなこと、知る必要ないね」

「いいえ、あるわ」

「……」

「虫憑きだって……人間なのよ」

　大助は、虫憑きだ。普ふ通つうの人間との間に線を引いてしまっているうちに、忘れてしまっていることがある。

　亜梨子にはようやく、そのことが分かった。

「その様子じゃ、今日が何の日か憶おぼえてなさそうね」

　大助は黙ったままだ。沈ちん黙もくが亜梨子の問いかけを肯こう定ていしていた。

　亜梨子は、ふっと表情を緩ゆるませた。無言で佇たたずむ少年の手を握にぎり、引き寄せる。

「さあ、行くわよ。急がないと、始まっちゃうわ」

　大助は不ふ審しんそうな顔をしていたが──今度は、彼女の手を振り払おうとはしなかった。




　　　　２




　亜梨子と大助は、青い木々が立ち並ぶ山道を歩いていた。

「きゃっ」

　丸太を埋うめて作られた階段を踏ふみ外し、亜梨子がバランスを崩くずした。とっさに大助が腕うでを摑んで、彼女を受け止める。

「しっかりしろよ。運動神経だけがお前の取り柄えなんだから」

「う、うるさいわね。そりゃ期末テストの成績は、ギリギリ補習を逃のがれたけど……」

　頰ほおを膨ふくらませ、亜梨子は大助から身を離はなした。だが少年が釈しやく然ぜんとしない顔で、亜梨子を受け止めた自分の手を凝ぎよう視しする。

「……お前、こんなに軽かったか？」

「え？　何か言った？」

　亜梨子が振り向くと、大助が嘆たん息そくしていた。

「いや──なんでもない」

「無む駄だ口ぐち叩たたいてないで、歩きなさいよ。急がないと、他ほかの誰だれかに先を越こされちゃうわ」

「他の誰か？　俺たち以外にも、誰か来るのか？　こんなところに？」

「んふふ、来てからのお楽しみよ。ビックリして急に素すっ裸ぱだかになったりしないでよね」

「どんな驚おどろき方なんだ、それは……」

　土が剝むき出しになった狭せまい山道を登り続け、赤い夕焼けが木々の長い影かげを落とし始めた頃ころ。

　二人は、そこに到とう着ちやくした。

「──ああ、空気が美味おいしいわね！　景色も最高だわ！」

　額に汗あせを滲にじませた亜梨子の視界に、一面を夕日色に染めた広大な景色が拡ひろがった。

　山道を抜ぬけてやって来たのは、体育館ほどの広さがある平地だ。山の中腹を削けずり取り、ぽっかりと空いた空間には半円状に木製の柵さくがめぐらされている。

　柵に沿っていくつかのベンチが置かれ、錆さびた看板には山の説明や、眼下に拡がる光景の説明が書き込まれていた。

「ねえ、大助！　もうちょっとこっちへ来なさいよ！」

「はあ……なんで、こんなところまで来る必要があるんだか」
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　柵の手前まで駆かけ寄る亜梨子に対し、大助は不満顔だ。

　亜梨子たちのいる場所は、黒菱市が管理する国定公園の登山コースだった。都市に近く日帰りの山歩きができるとあって、休日は多くの登山者で賑にぎわっていると聞く。

　だが平日で時間帯も遅おそいとあって、亜梨子たちのいる展望台に他の登山者は見あたらなかった。もし誰かがいたら、制服姿のままでこんな場所にやって来ている亜梨子らを不審な目で見ていただろう。

「えーっと、寧子さんがいるのは……あそこね！　ほら、もうライトがついてるわ」

　柵に身を乗り出し、亜梨子は遠方を指さした。

　展望台からは大パノラマの絶景を望むことができた。山のふもとには公園の一部である椿つばき園えんや、彫ちよう刻こくを並べた散歩道、そして扇おうぎ形がたに森を切り取ったイベント用の野外ステージが見える。

　公園の向こうには、黒菱市の街並みを一望することができた。夕暮れ時の街を縦断する線路の先には、亜梨子たちが住んでいる赤牧市があるはずだ。

　亜梨子が指さしたのは、街の手前。

　照明が点灯し、押し寄せた人々が黒い塊かたまりとなって動く野外ステージだった。

「こんなところからじゃ、ステージの明かりしか見えないだろ。〝ねね〟からチケットをもらった意味がねーじゃねーか」

　大助が肩かたから提さげていた大きなスポーツバッグを下ろし、ぶつぶつと呟つぶやく。柵に肘ひじをかけて眼下を見る表情は冷めていた。

「抜かりはないわ。ほら、見て。携けい帯たいラジオを持ってきたから、曲は聴きけるわよ。地元のラジオ局が生なま中ちゆう継けいするらしいの」

「いやいや、意味分かんねーし。あいつらの歌を聴くならステージに行きゃいいだろっつってんだ。少なくとも〝ねね〟は展望台へのチケットをくれたわけじゃないだろ」

「寧子さんたちの解散ライヴに招待されたことさえ、すっかり忘れていた人に言われたくないわね」

　言い、亜梨子は持ち込んだカード型のラジオを柵の突とつ起きにぶら下げた。マイナーな地元ラジオ局のＭＣが、ライヴ会場の様子を不器用に語っている。

　亜梨子の知人である虫むし憑つきの少女、夜森寧子の野外ライヴが間もなく行われるのだ。

　クロールライヴという名のバンドだが、メンバは全員、虫憑きである。特別環かん境きよう保全事務局に夜森寧子はじめメンバ全員が捕ほ獲かくされたことで活動を停止していたのだが、ケジメの意味でも解散ライヴを行うこととなった。

「よく見えないけど、すごい数の観客ね。特環には秘密でこっそりチケットを売ったって言ってたのに……ひょっとしてすごい人たちだったのかしら」

「さあな」

「あっ、ラジオで言ってるわ。伝説のインディーズバンド、メジャーデビュー間近でまさかの解散……ですって！　やっぱりタダモノじゃなかったのね、寧子さん！　解散なんてやめて、デビューしちゃえばいいのに」

「簡単に言うな、バカ。そんなこと、中央本部が許すはずがないんだよ。他の支部なら、任務次し第だいでは有り得ない話じゃないけどな」

「それなら他の支部に移っちゃえばいいじゃない。──これもどうせ、簡単に言うなバカって言うんでしょうけど？」

　亜梨子が冗じよう談だんぽく言って振ふり向くと、大助が神しん妙みような顔をしていた。ライトアップされた野外ステージを見下ろし、呟く。

「いや──あいつが望むなら、できるかもな」

「え？」

「俺は中央本部にかり出されてる状態だ。だから任務を終えて東中央に帰る時は……見返りとして何人かの局員をうちに引っ張れるかもしれない。つーか、うちの支部長はそのつもりみたいだ。今のうちに見込みのある局員に見当をつけておけって言われてる」

「……」

「あいつは、使える。〝霞王〟もだ。〝Ｃ〟だって、これからもっと伸のびるだろう。扱あつかいにくいって理由だけでここで飼い殺しにされてるよりも、あの三人にチームを組ませて場数を踏ふませれば、大たい抵ていの任務をこなせるようになるはずだ」

「……珍めずらしいわね。大助が〝霞王〟たちを褒ほめるなんて」

　亜梨子が大助の顔を見つめて言うと、彼は顔をそらした。

　今、自分はどんな表情をしていたのだろう？

「そうよね。摩理のことが解決したら、大助は桜おう架か市に帰っちゃうのよね」

「……」

「その上、〝霞王〟たちまでいなくなっちゃったら……寂さびしくなるわ」

　くだらない、と一いつ笑しように付される。──そう思ったが、大助は無言だった。変わらぬ表情で、夕焼けの街並みを見下ろしている。

「二度と会えないわけじゃない」

　亜梨子はびっくりして、大助を見た。彼の口が、機械的に動く。

「生きてさえいれば、いつかまたどこかで会える」

　その言葉は、亜梨子に対して向けられたものなのだろうか？　そう疑問を覚えるほどに、彼の視線は遥はるか遠くを見つめていた。

　亜梨子は微笑ほほえんだ。

　赤い夕日がそうさせるのか、一号指定の悪あく魔まと呼ばれる薬屋大助が普ふ段だんと違ちがう一面を見せてくれた。常に独りで在り続け、他者に決して本音を見せない彼が、ほんのちょっぴり亜梨子のことを受け入れてくれたように思えた。そのことが、たまらなく嬉うれしい。

「ねえ、大助」

　ここに来て、良かった──。

　心から、そう思った。

　あることを話そうと思って、誰だれもいない静かな場所で彼と話したかったのだ。

　それでも迷っていたのだが、他ほかならぬ大助のほうから本心を見せてくれた。

「なんだよ」

　冷やかされると思ったのか、少し不ふ機き嫌げんそうな顔の大助が振り向いた。

　少年が背にした夕日が眩まぶしくて、亜梨子は目を細める。

「私──」

　生きてさえいれば、いつかまた会える。

　その通りだ。

　それなのにたった一度の別れが怖こわくて、答えを先送りにしていたような気がする。

「摩理がモルフォチョウを私に遺のこした理由が、分かったかもしれないわ」

　大助が、表情を凍こおりつかせた。

　その顔はまるで──ホルス聖城学園の美術室で彼とはじめて出会った時のようだ。

　彼と出会い、彼とともに今は亡なき親友のことを調べ続けた。雲を摑つかむような先の見えない日々で時に辛つらかったが──とても楽しかった。

「魔法の薬って、分かるわよね？　摩理の病室にあった絵本よ」

　様々な人と出会い、様々な事件に翻ほん弄ろうされた。虫むし憑つきのことが知りたくて多くの虫憑きと遭そう遇ぐうしては、ほとんどが戦いになった。

　だがそうしていくうちに、亜梨子は──虫憑きのことが大好きになっていった。

　夢を抱いだいて虫憑きになり、夢を叶かなえるために戦い、迷いながら必死に生きている。

　亜梨子の親友、花城摩理もそうして生きていたのだろう。

「摩理は、生きたがっていたのね。それが摩理の夢……」

　摩理の想おもいを探していくうちに、薬屋大助と出会った。

　多くの虫憑きと出会った。

　ハルキヨという異色の虫憑きとも出会った。

　そして──〝不死〟の虫憑きと出会った。

　その中で何度も出てきたキーワード。それが魔法の薬という絵本だった。

「でもどうやっても病気には敵かなわなくて……自分の夢を諦あきらめなきゃいけなくなって……それでも諦められなくて……」

　花城摩理は、孤こ独どくな少女だった。

　そう──花城摩理という人間を知る者が、亜梨子を除いて他に誰もいないくらいに。

　彼女の存在は、家族の中でさえひどく希き薄はくな存在でしかなかったのだ。

「だから、迷っていたのね。天使の薬と、悪魔の薬……そのどちらを選ぶか」

　大助はじっと亜梨子の言葉を聞いていた。

「〝花城摩理〟として、私の思い出の中で生き続けるか──」

　それとも──。

　その先を言おうとして、無意識に言葉が詰つまった。俯うつむいた亜梨子の唇くちびるが、震ふるえる。

　かつての親友が願っていたとすれば、もう一つの選せん択たくは亜梨子にとってこの上なく残ざん酷こくなものでしかない。

「それとも──お前の身体からだと意識を乗っ取って、〝一之黒亜梨子〟として生き返るか」

　亜梨子は顔を上げた。

　静かにこちらを見つめる大助の瞳ひとみに、今にも泣き出しそうな自分の顔が映っていた。

「天使の薬と悪魔の薬。──そのどっちを選んだのか、お前は分かったっていうのか？」

　亜梨子は胸むな元もとで、両りよう拳こぶしを握にぎりしめる。だが腕うでに、うまく力が入らない。

　モルフォチョウの力が使えるようになり、同化までもができるようになったばかりの頃ころは、翌日に身体がひどく気け怠だるくなったものだ。だが最近は〝虫〟との同化がスムーズになり、後こう遺い症しようもほとんどなくなった。

　しかし──徐じよ々じよに、身体の感覚が薄うすれていくのが分かった。うまく力が入らなくなっただけでなく、精神的にも時々、ふっと意識が薄れそうになる時がある。

　虫憑きの力を、虫憑きではない亜梨子が行使する。

　そんな異常な状じよう況きようが、長く続くはずがなかったのだ。

「……」

　亜梨子は、首を横に振ふった。

「どういうことだ？」

「摩理は──最さい期ごまで迷い続けたんじゃないかしら」

　眉まゆをひそめる大助を見つめ、亜梨子は口を開いた。

「そして、今も迷い続けている」

　大助が目を見開いた。

　病死したはずの虫憑きの〝虫〟が、今も在り続けている。

　それが亜梨子に宿り、たまに摩理の意識を彼女に乗り移らせる。

　それは危機に瀕ひんした亜梨子を護まもるためであったり、かと思えば、亜梨子を乗っ取ろうとするためであったりした。

　何もかも、矛む盾じゆんだらけの〝虫〟。

　そんなモルフォチョウに誘さそわれるように、こんな場所にいないはずの大助が現れ、ハルキヨが現れ、リナという少女と出会った。誰だれよりも強い虫憑きであるはずの彼らを、一匹ぴきのモルフォチョウが呼び寄せた。

「摩理は……今もまだ、答えが出せずにいるのかもしれない……」

　花城摩理の、迷い。

　それが〝虫〟という存在の常識をねじ曲げ、他ほかの虫憑きまでも混乱させている。

　ちっぽけな迷いから生じた混乱は、どこまで伝でん染せんし、拡大していくのだろう？

　それは果たして、一つの街やこの国だけで留とどまっていられるのだろうか？

「摩理は……！　こんな姿になっても、まだ答えが出せずに……！」

　亜梨子の双そう眸ぼうから、涙なみだが溢あふれ出した。

　虫憑きは迷いながら、生きている──。

　そのことが分かった時、亜梨子は彼らを救いたいと思った。

　同時に、恐おそろしく、悲しかった。

　花城摩理という虫憑きは、命を失ってもなお──迷いながらも──生きようと願っていて──。

「……」

　とめどなく涙をこぼす亜梨子を、大助は慰なぐさめようとはしなかった。わずかに唇を嚙かみしめたように見えたが、すぐに足元のスポーツバッグを開く。

「だい……すけ……？」

　ラジオから、堰せきを切ったように、大音量の音楽が流れた。

　寧子たちのライヴが始まったのだ。

「花城摩理は、答えを出せなかったのか」

　亜梨子の視界が漆しつ黒こくに染まった。

　大助が特とつ環かんの装備であるロングコートを、勢いよく羽織ったのだ。機械的なゴーグルを顔に装着し、大きな自動式拳けん銃じゆうを抜ぬく。

「──それが、答えなんだな？」

　夕日が、墜おちた。

　重低音の演奏が、展望台に響ひびき渡わたる。野外ステージを照らすライトが、亜梨子の頭上に向けられた拳銃の銃口を煌きらめかせた。

　大助が構えた拳銃。

　その照準が、モルフォチョウに定められていた。

「もういない人間に、答えは出せない。花城摩理の夢の続きは──ここで終わりだ」

「違ちがうっ！」

　亜梨子の喉のどの奥から、自分のものとは思えないほど大きな声が飛び出した。

「摩理は、いるわ！　モルフォチョウの中で、まだ迷い続けてるだけなのよ！」

「だから答えが出るまで待つのか？──そんなに弱った身体からだで、待てるのか？」

　亜梨子の身に起こっている変調を、気づかれていたようだ。驚おどろく反面、場違いな嬉うれしさも込み上げる。──亜梨子が思っていた以上に、彼は彼女のことを見ていてくれたのだ。

「たとえ答えを出したとしても、天使の薬を選べばお前はお前じゃなくなる。悪あく魔まの薬を選べば、花城摩理と別れることになる。──どっちにしろ別れるなら、今ここで別れることになっても同じだ」

「同じじゃない！　同じなんかじゃないわ！」

「それとも──花城摩理の夢と、心中してやるつもりか？」

　ぎくり、と亜梨子の心臓が跳はねた。

　モルフォチョウが答えを出したとしても、やって来るのは摩理との別れだ。

　だがもし、このまま答えを出せず、今の状態が続けば──亜梨子は衰すい弱じやくし果て、モルフォチョウも摩理の夢の残ざん滓しを使い果たして消えていくのだろう。

　だからといって──今、別れるのは、間違っている気がした。

　亜梨子はそんなつもりで、大助にここで語ったわけではない。

「もう少しだけ、待ってちょうだい！　せめて摩理が自分で答えを出せるまで──」

「花城摩理は、もう死んだんだ。でもお前は、まだ生きてる」

　亜梨子は目を見開いた。

　彼女の目には、過か酷こくな状じよう況きように追い込まれた亜梨子よりも、大助のほうがよほど焦あせっているように見えた。その理由がようやく分かった。

　大助は、亜梨子を守ろうとしている──。

　それだけではない。

　おそらく彼はもう一人、今を生きる少女を救おうとしているのだろう。

「恵那のことも、これでカタがつくんだ。お前の監かん視し任務を終えれば、俺はホルス聖城学園から消える。──俺がいなくなれば、恵那のくだらない夢も醒さめるだろう」

　亜梨子は、弱々しい笑えみを浮うかべた。

「……バカ大助……」

　今まで決して本心を明かすことのなかった少年が、わずかに唇くちびるを嚙んだのが分かった。

　亜梨子は大口を開け、ラジオから鳴り響く演奏に負けないほど大声で叫さけぶ。

「そうやって何もかも一人で背負って、勝手に姿を消すつもり？　いい加減にしなさいよ、バカ大助っ！　そんなくだらないことばかり考えてるから、もっと簡単なことにも気づかないのよ！」

「なんだと──」

「あなたが姿を消せば、恵那が夢を忘れるですって？　そんなわけないじゃない！　そんなことくらいで忘れるような夢で、あなたたちは虫むし憑つきになったっていうのっ！」

　引き金にかかった大助の指が、凍こおりついたように動きを止めた。ゴーグルで隠かくしていても分かるほどに、彼の顔が歪ゆがむ。

「──俺だって！」

　なおも叫ぼうとした亜梨子は、思わずハッとして口を閉とざした。

　モルフォチョウに向けられた拳銃が、震ふるえていた。

　彼もまた、迷っている──。

　今まで聞いたこともないような少年の震える声を聞いて、亜梨子はそのことに気づいた。

　銀色の輝かがやきに向かって震える腕うでをかざす少年の姿はまるで、迷子になって泣き出しそうな子供のように見えた。

　最強の虫憑き、薬屋大助。

　そんな彼もまた、ただの一人の少年でしかない──。

「俺だって、花城摩理との約束を破りたくなんかない……！　でも、こうするしか……！」

　摩理との、約束。

　はじめて聞く言葉に、亜梨子が眉まゆをひそめた時だった。

「……！」

　銀色のモルフォチョウが、激しい輝きを放った。自らの危機に反応したのか、空中で躰からだを変形させ、地上にいる亜梨子のもとへ触しよく手しゆを伸のばす。

「摩理っ……？」

　動どう揺ようする亜梨子のスカートから、モルフォチョウの触手が銀色のロッドを引っ張り出した。金属音をたてて伸びたロッドに同化し、銀色の槍やりを生み出す。

　モルフォチョウの反乱は、それだけに止とどまらなかった。亜梨子の右腕と右みぎ脚あしと同化し、彼女の意思を無視して勝手に銀色の槍を摑つかむ。

「ま、待って、摩──」

　亜梨子の制止の声は、すぐに別の声によって遮さえぎられた。

「──噓うそつき……」

　亜梨子の言葉を遮ったのは、他ほかならぬ亜梨子自身の口──。

　右半身に銀色の模様を輝かせた亜梨子の口が、勝手に別人の声を吐はき出した。

「私の指にとまってくれるって、言ったのに……」

「……！」

　大助が顔を強こわ張ばらせた。モルフォチョウが亜梨子と同化してしまったことで、拳けん銃じゆうの狙ねらいを定められずにいる。

「ま、摩理……！」

「私の夢の続きを、いっしょに探してくれるって言ったのに……！」

　亜梨子の声を、同じ口からこぼれた声が打ち消す。

　その声は、他でもない──花城摩理の声だった。

　激しい怒いかりの感情が胸に渦うず巻まき、亜梨子の意識が強ごう引いんに遠ざけられていく。

「摩……理……！」

「──なんつーか俺って、いつも間ァ悪いんだよなあ」

　五感が薄うすれていく亜梨子の視界に、ふらりと現れた人物の姿が映った。

「なっ──」

　振ふり返って絶句する大助に向かって、その人物がやけに馴なれ馴れしい口調で訊たずねる。

「今さらフラれた相手に出てこられたって困るっつーの、なあ？　俺の名前の画数が悪いとかか？　改名しろってか？　世果埜春祈代ってわりと気に入ってんだけど、どう思う？」

　どこかの高校の制服を改造したブレザーと、燃え盛さかる炎ほのおのように毛先がハネた髪かみ。さらに頰ほおに入れたファイアパターンの入れ墨ずみと、目立つところしかない少年──ハルキヨが、まるで散歩の途と中ちゆうのような足取りで、展望台に姿を現していた。

「──サイアク。ハッキリ言うけど、センスないんじゃないの？」

　さらに山道から、新たな声が上がった。

　大助がまた振り返り──やはり言葉を失う。

　現れたのは、巨きよ大だいな天てん道とう虫むしを従えた少女、リナだった。野外ステージから届く明かりを、その強い眼まな差ざしが反射している。

「なんでお前らが、ここに──」

　思わぬ人物の登場に、大助が身構えた。正面に花城摩理、右手にハルキヨ、左手にリナと強敵に囲まれ、動揺を隠せずにいる。

「おいおい、初対面の女にいきなりキツイことかまされちゃってんだけど？　どーする、俺？　つーか、誰だれ？」

「騙だまされたと思って来てみたけど、考えてみるとこれって都合が良いわね。〝ハンター〟と〝かっこう〟をまとめて片づけられるし。まあ、お呼びじゃないのもいるけど」

　大助がハッとして、亜梨子を振り向いた。

　お前が、呼び出したのか──。

　そう問いかける少年の視線に、亜梨子は頷うなずくこともできなかった。

「最後まで見届けてくれるって言ったのにっ……！」

　亜梨子の口から溢あふれ出す、摩理の怒りの声。

　違ちがう──。

　遠のく意識の中で、必死に首を横に振る。

「お前らに付き合ってるヒマはないんだ。さっさと消えろ！」

「あん？　俺がここにいることに、なんでてめぇの許可がいるんだ？　くだらねぇこと言ってるとこんがり灼やいちゃうぜ」

「一人で来て、正解だったわ。これなら思う存分、ゴミ掃そう除じができるしね」

　こんなつもりで、彼らを引き合わせたわけではない──。

　そんな亜梨子の必死の呼びかけも、摩理の怒りの深しん淵えんに沈しずんでいった。
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　柵さくにぶら下げたラジオから、大音量でクロールライヴの演奏が流れていた。

　だが足元が震しん動どうしているのは、音楽のせいではない。

　大助の眼前で、銀色の輝かがやきに包まれた少女、一之黒亜梨子──否いな、亜梨子の身体からだを侵しん食しよくしつつある別人格の少女が一いつ滴てきの涙なみだをこぼした。

　少女が手にした光り輝く槍が、弾はじけるようにして膨ぼう張ちようした。穂ほ先さきと化していた翅はねが拡ひろがり、膨大な量の鱗りん粉ぷんを撒まき散らす。槍から溢れ出す衝しよう撃げきの余波が、展望台を揺ゆるがした。

「やっと……やっと、思い出した……私は、そう──」

　右半身に銀色の模様を輝かせた少女、花城摩理が顔を上げた。涙が虚こ空くうへ弾け飛び、髪留めが外れた髪が風に煽あおられる。

「最さい期ごまで、選べなかった……！」

　吹ふき荒あれる鱗粉はまるで、摩理の心を表していた。暴力的なまでに他者を拒きよ絶ぜつし、己おのれ以外の者たちに対する怒りと憎ぞう悪お、そして嫉しつ妬とに満ちていた。背後に吹き飛ばされないよう、その場に踏ふみとどまるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

[image: ]

　銀色の模様を浮うかべた摩理の表情が、崩くずれた。周囲に撒き散らす膨大な力の波動とは裏腹に、今にもかき消えそうな儚はかない笑えみを浮かべる。

「私が私のままでいるために、夢を諦あきらめるか……それとも私が亜梨子になって、夢を叶かなえるか──結局、選べなかった！　だって亜梨子は、私の夢と同じくらい、大切な……！」

　生きたい、という自らの夢。

　己を知るたった一人の親友、一之黒亜梨子。

　両者の狭はざ間まで揺れ動き、迷い、そして──答えを出せないままこの世を去った少女が、慟どう哭こくしていた。

「だから私は、答えを──先送りにした……」

　銀色のモルフォチョウは、花城摩理が抱いだいた迷いそのもの。

　たった一人の虫むし憑つきの迷いが、大勢の虫憑きを巻き込んで混乱を拡大させていった。

　その混乱はピークに達し──巡めぐり会うはずのない虫憑きたちを今、この場に引き合わせた。

「うっ……！」

　真しん紅くの爆ばく風ふうが巻き起こった。大助は耐たい火か性に優すぐれたロングコートで顔を覆おおう。

　夜空に向かって、炎ほのおのオオエンマハンミョウが飛び上がった。ロケットが発射されたかのような噴ふん炎えんが、あっという間に周囲の木々を灼き尽つくし、真っ黒な灰に変えていく。

「おいおい、今さら俺の気を引こうってのか、ああ？　でも今度は俺が言っちゃうぜ。フッちゃうぜ。──てめぇみてぇな面めん倒どうくせぇ女は、こっちから願い下げだ」

　炎の魔ま人じん、ハルキヨが嗤わらった。業ごう火かを纏まといながら花城摩理を睨にらむ双そう眸ぼうもまた、灼けつくような敵意の炎が灯ともっている。

「俺が惚ほれた女は、親友なんか笑え顔がおでぶった斬ぎるような〝災さい厄やく〟じみた虫憑きだ。死んでも迷ってるようなハンパ女は、さっさと消えちまえ。──でもな、その身体は俺が予約済みだよ。置いてってもらうぜ？」

　大助は目を見開いた。一秒も経たたずにベンチや看板を灼き尽くす熱波からコートで身を守りながら、ハルキヨを振ふり返る。

　ハルキヨは大助らと同じように、花城摩理を追っていたはずだ。それなのに今、彼は摩理よりも亜梨子に用があると言った。

　どんな組織にも所属せず、何者にも縛しばられることのない魔人──。

　亜梨子は一体いつの間に、そんな存在とそこまでの関係を築いていたのだろう？

「……ぐっ！」

　押し寄せる炎を、反対方向から殴なぐりつけた衝撃波が吹き散らした。炎だけではない。燃え尽きて灰になった木々までも吞のみ込まれ、展望台が一いつ瞬しゆんでただの更さら地ちと化す。

「ワガママもいい加減にしなさいよ、〝ハンター〟」

　巨きよ大だいな天てん道とう虫むしの頭の上に悠ゆう然ぜんと立った少女が、鋭するどい目つきで摩理を睨んだ。大きな翅を羽ばたかせる天道虫の周囲の空気が、ピリピリと音を立てて爆はぜる。連続して放たれる衝撃の波が、銀色の鱗粉や真紅の爆炎をわずかも近寄せない。

「どれだけ関係のない人たちを巻き込めば、気がすむワケ？　アンタはただのワガママなガキよ。親友の優やさしさにつけ込んで、駄だ々だをこねてるだけ。さっさとその子を解放しないと──」

　大おお地じ震しんが山を襲おそった。

　リナの天道虫が放った衝撃波が、展望台の地面を吹き飛ばして盆ぼん地ちへと変えた。余波が木々をなぎ倒たおし、山の形を変えるほどに地表を削けずり取っていく。

「手加減しないわよ」

　特別環かん境きよう保全事務局に反はん抗こうしてまで、自分以外の虫憑きを助けている少女、リナが低い声で摩理に警告する。

　リナもまた、亜梨子を救おうとしている──。

　その事実に大助は、またも啞あ然ぜんとする。

　一体、何が──どうなってるんだ？

　ハルキヨとリナを呼び出したのが亜梨子だということは、もう疑うべくもない。大助のいないところで亜梨子が二人と接せつ触しよくしたことがあるのは知っているが、両者と連れん絡らくを取り合うまでに急接近していたのは想定外だった。

「……」

　亜梨子の姿をした摩理が、ゆっくりと顔を動かした。ハルキヨとリナの顔を交こう互ごに見比べて──。

　ふいっ、と興味がなさそうに大助のほうへと視線を戻もどす。

「……はっは、俺は眼中ナシか？　惚れ直しそうだぜ。フッたのを早くも後こう悔かいさせんなよ」

「〝ハンター〟……！」

　摩理に無視され、ハルキヨとリナが顔つきを変えた。周囲を包み込む炎と衝しよう撃げき波はが、いっそう濃のう度どを増していく。

「最さい期ごまで付き合ってくれるって言ったのに……あれは、噓うそだったのね？」

　摩理が唇くちびるを嚙かんだ。

　今はもういないはずの少女が、すがるような目つきで大助を見た。

　噓ではない。

　あの時、大助は心から彼女を救ってやりたいと願った。なぜなら彼女は彼と同じ同化型の虫憑きで、死ぬ直前まで夢を諦あきらめなかった強さは──かつて彼が手にかけた同じ夢を持つ少女を彷ほう彿ふつとさせたから。

　だが今の摩理を見て、大助の中に湧わき起こった感情は──怒いかりだった。

「──ふざけるなよ……」

　炎と衝撃、さらに銀色の鱗りん粉ぷんから顔を覆っていた両りよう腕うでを、ゆっくりと下げていく。

「お前ら、どいつもこいつも──」

　ゴーグルに灯った赤い光点が、正面にいる花城摩理を捉とらえた。大助の全身に緑色の模様が浮うかび上がり、エメラルド色の輝かがやきが彼を包んでいく。

「虫むし憑つきでもない亜梨子を、好き勝手な理由で巻き込みやがって！」

　特別環境保全事務局一号指定、〝かっこう〟の咆ほう哮こうが展望台だった場所に響ひびき渡わたった。一歩だけ前に踏ふみ込んだ足の衝撃が、彼を取り囲むあらゆるエネルギーを霧む散さんさせる。

「時間切れなんだよっ！」

　かっこう虫と同化した自動式拳けん銃じゆうの銃口が変形し、業火を撒まき散らす怪かい物ぶつの顎あぎとに変わっていく。

「亜梨子はもう、限界だ！　亜梨子だけじゃない！　お前が巻き込んだ人間は皆みな、同じ場所から動けずに歪ゆがんでいく……お前の言う通りだ。こんなのは、ただの──」

　管かん轄かつ外の任務にかり出され、今もなお赤牧市に留とどまり続ける大助。

　摩理を捜さがして現れたものの、一度は街を去ろうとして、しかし再び舞まい戻ったハルキヨ。

　仲間を急速に増やしながらも、〝ハンター〟や〝かっこう〟という天敵にこだわり続けるリナ。

　数多くの虫憑きがモルフォチョウに誘さそわれ、糸に絡からまれたように同じ場所に縛しばられ続ける。

「ただの、迷子の集まりだ……」

　迷めい路ろに飛び込んだものの、出口を見つけられずにいる。──いや、最初から出口などなかったのかもしれない。

　それなのに、そんな異常な状じよう況きようで危険に身を晒さらされているのは、虫憑きでもないごく普ふ通つうの少女たちなのだ。

　一之黒亜梨子。

　そして、西園寺恵那──。

「お前は──答えを出すのが、遅おそすぎた」

　大助と摩理。

　こうして二人が視線を交かわすのは、これで何度目だろうか？

　摩理の表情から、怒りが消えた。

「そう……」

　瞼まぶたを閉じた少女の身体からだが、模様の範はん囲いを拡ひろげていく。右半身を覆おおっていた輝きが左ひだり脚あし、左腕とゆっくり侵しん食しよくしていく。

「結局──私は、一人なのね」

　正方形を描えがくように、同じ距きよ離りを保って立つ四人の虫憑き。

　だが視線の向きは、三対一だ。

　大助、ハルキヨ、リナは皆、摩理を睨にらみつけ──銀色の槍やりを握にぎりしめる少女は、最強の虫憑きたちを前に悠ゆう然ぜんと自然体で佇たたずんでいる。

　摩理が再び目を開いたかと思った、次の瞬しゆん間かんには──少女の顔が大助のすぐ間近に迫せまっていた。常人離ばなれした脚きやく力りよくで地面を蹴けり、一瞬で彼との距離を詰つめたのだ。

「……っ！」

　反射的に身を屈かがめた大助の頭上を、銀色の閃せん光こうがかすめた。

　斜ななめ下段に振ふり下ろされた銀ぎん槍そうが、地面に直ちよく撃げきした。地じ響ひびきとともに山腹を真っ二つに切り裂さき、底の見えない亀き裂れつが生まれる。

　恐おそろしいまでの破は壊かい力だ。だが──花城摩理が強いのは、百も承知である。

　花城摩理だけではない。今この場にいる虫憑きの誰だれかが、この山を丸ごと消しよう滅めつさせたところで、大助は驚おどろきはしない──。

　槍の一撃をかわした大助は、摩理めがけて腕を突つき出した。緑に輝く模様を浮かべた彼の腕が、少女が手にしている槍に摑つかみかかる。

「その手の武器は、飾かざりかしら？」

　大助が槍を狙ねらうことを、摩理は予測済みだったらしい。少女が流れるような動作で、身体を横に一回転させた。大助の腕が空を切り、真横から銀色の槍が襲おそいかかる。

「──ちっ」

　回かい避ひは不可能と判断し、大助は自らの肩かた越ごしに拳銃の引き金を引く。

　鼓こ膜まくを打ち破らんばかりの砲ほう撃げき音が、耳元で弾はじけた。業ごう火かを撒き散らす弾だん丸がんが、桁けた外はずれの威い力りよくを秘ひめた槍を跳はね返す。

　だが摩理の猛もう攻こうは止まらなかった。立て続けに槍による斬ざん撃げきが襲いかかる。否いや応おうなく大助は後退しながら、槍をことごとく銃弾で撃うち返していく。

　両者の武器が交こう錯さくするたびに、銀色の鱗粉と緑色の輝きが弾け飛んだ。余波が地面に巨きよ大だいな穴を穿うがち、岩がん壁ぺきを消滅させ、山の形を変えていく。

　次の攻撃をやりすごしたら、反撃に転じる──。

　そんな彼の思惑おもわくを、やはり摩理は読んでいた。振り下ろしかけた槍をピタリと止め、大助の銃撃をかいくぐる。微び笑しようを浮かべた摩理が彼の懐ふところに飛び込んだ。

「っっ──」

　大助の胸むな板いたを、銀色の輝きを放つ摩理の掌しよう底ていが打ち抜ぬいた。戦車砲で撃たれたかのように、大助の身体が地面に激しく打ちつけられ、地面を大きく陥かん没ぼつさせる。それでも勢いが止まらない彼の身体が木々を打ち倒たおし、遥はるか後方の山腹に激げき突とつした。

「がっ……！」

〝虫〟との同化で強化された身体をもってしても、ダメージは大きかった。顔を歪ゆがめる彼の視界に、追撃をかけようと槍を振りかぶる摩理の姿が映り──。

「……！」

　ハッとして、摩理が防ぼう御ぎよの姿勢をとった。盾たてにした槍が銀色の鱗りん粉ぷんを撒まき散らし、宿主を護まもる。

　だが銀色の障しよう壁へきが、あっさりと真しん紅くの爆ばく炎えんによって貫つらぬかれた。先ほどの大助と全く同じ勢いで、山腹をバウンドしていく摩理。

「それが全力かぁ？　それでも本気で生きる気あんのかよ、花城摩理！　本当はまだ死に足りねぇだけじゃねぇのか、ああっ？」

　ハルキヨが炎ほのおを纏まとった拳こぶしを突き出し、高らかに嗤わらった。燃え盛さかる眼光で仁に王おう立ちになった魔ま人じんから、思い出したように紅ぐ蓮れんの炎が噴ふき出した。山腹を転がっていく摩理の後を、炎の海が追走する。

「てめぇのくだらねぇ迷いも！　残りカスみてぇな夢も！　ここで灼やいて炭にしてやりゃあ成じよう仏ぶつできるってもん──」

　ハルキヨの高嗤いが、かき消えた。

　不可視の衝しよう撃げきによって、魔人の身体が真横に吹ふき飛んだのだ。彼が生み出した膨ぼう大だいな炎もまた、見えない壁かべに押し出されるようにして弾け飛び、霧む散さんしていく。

「無む闇やみに攻撃するな、この変態野や郎ろうっ！」

　七つの斑はん点てんを浮うかべた天てん道とう虫むしの上で、リナが吼ほえた。

　山やま間あいの空気がピリピリと爆はぜ──直後、さらなる衝撃の津つ波なみが発生した。ハルキヨを吞のみ込み、大量の土ど砂しやとともに視界から消し去る。

「〝ハンター〟の身体は、一之黒亜梨子なのよ！　あの子ごと殺すつもりっ？」

　炎の魔人に気をとられ、リナの注意が大助からそれた。彼は拳けん銃じゆうを持ち上げる。

　砲撃音が、山間部に木こ霊だました。

　とっさにリナが振り向いて衝撃波を生み出すも、燃える弾丸の威力を完全に相そう殺さいするには至らなかった。七星天道虫の巨きよ体たいごと、リナが後方へと弾はじき飛ばされる。

「今はお前らに構ってる場合じゃないんだよ。さっさと消えないと──まとめて欠落者にするぞ」

　唇くちびるから伝う血を拭ぬぐい、立ち上がる大助。

　たった数分間の攻防によって、山の景色は一変していた。山も谷も消え去り、見えるのは土が剝むき出しになった盆ぼん地ちや平地だけだ。先ほどまでいたはずの展望台がどこだったのかも分からない。

　ただ大助が意図的に公園部分から遠ざかって移動したため、野外ライヴが行われている辺りには被ひ害がいがないはずだ。──地面に半分ほど埋うまったラジオがノイズ混じりの音楽を奏かなでていることからも、ステージが無事なことが分かる。すぐとなりで起きている天変地異のごとき破は壊かいから人々の目をそらそうとしているかのような激しい曲が、ヒビの入ったラジオを震ふるわせた。

「そりゃ願ってもねぇ。ぜひともお願いしてぇところだな。でも痛いてぇのはカンベンな」

　積み上がった土砂をかき分け、何事もなかったようにハルキヨが姿を現した。服はボロボロだが、引き締しまった身体からだには擦すり傷しか負っていない。

「カンチガイしてない？　欠落者になるのは、アンタのほうよ」

　ズシン、という震しん動どうとともに、巨大な天道虫が地上に舞まい降りた。〝虫〟の頭の上に立つリナが、頰ほおについた煤すすを拭う。天道虫が盾となり、大助の銃弾から宿主を護ったようだ。

「──ふふっ」

　銀色の鱗粉が、舞い戻もどった。無傷の摩理が、ゆっくりと大助らの前に進み出る。

「同化型と分ぶん離り型、それに特とく殊しゆ型の虫むし憑つきが私のことを倒したがってるのね。それも雑魚ざこと思ったら、少しは強いみたい……」

　すでに銀色の模様は摩理の全身に拡ひろがり、片かた眼めの周りだけが侵しん食しよくを免まぬかれているにすぎなかった。ギラギラとした殺意で輝かがやく右目とは逆に、なぜか左目は黒い瞳ひとみを潤うるませ──歪んでいた。

「まるで〝始まりの三匹びき〟が、目の前に勢せい揃ぞろいしたみたい」

「はっは、うまいこと言ったつもりか？　誰だれがあんなクズの代理だって？」

「その目……前に戦った時と変わってないわね。戦うのが、そんなに楽しいワケ？」

「……」

　特殊型の虫憑き、世果埜春祈代。

　分離型の虫憑き、リナ。
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　同化型の虫憑き、薬屋大助。

　大助が知るかぎり各タイプで最も強い虫憑きたちと、花城摩理。──再び四人の立ち位置が正方形を描えがいたとはいえ、その身体の向きは先ほどとは変わっていた。それぞれの対角線上にいる者どうし、大助と摩理、ハルキヨとリナが睨にらみ合う。

　この場に、味方はいない。

　いるのは宿敵だけだ。

　それぞれの事情でお互たがいを嫌けん悪おし、憎にくみ、傷つけ合う。たとえ目の前にいるのが誰であろうと、隙すきを見せた時点で全力の一撃を叩たたき込むだろう。

　──強い虫憑きたちが手を繫つなげば、なんでもできると思わない？

　亜梨子が目を輝かせながら言った言葉を思い出し、大助は顔を歪めた。

　そんなことが、できるわけがなかったのだ。

　彼らは一度触ふれ合えば、戦い合うしかない。そんなことは分かり切っていたはずだ。

　ここにいる全員の心が一つになるなど、虫憑き全員の夢が叶かなうのと同じくらい有り得ない──。

「槍やりを壊こわしても、無む駄だよ？」

　くすり、と摩理が微笑ほほえんだ。少女の敵意に満ちた瞳は、他ほかでもない大助を見つめていた。彼が槍を狙ねらっていることを見み透すかしていたのだろう。

「この身体はもう、モルフォチョウに馴な染じんでしまったもの」

　大助は拳銃を握にぎる腕うでに、力を込こめた。

「それなら──」

　わずかに身を沈しずめて臨戦態勢をとりながら、低い声で言い放つ。

「お前自身を狙うまでだ」

　その言葉に色めき立ったのは、リナだった。

「〝かっこう〟……！　まさか本気で言ってるんじゃないでしょうね！」

　無言のまま答えない大助の全身が、緑色の輝きで包まれた。

「その子は──亜梨子は、アンタの友達なんじゃないの？」

「……」

「亜梨子はアンタみたいな悪あく魔まを、良いいヤツだって言ってたわ！　そんな子を、アンタは……！」

　──バカ大助！

　毎日のようにそう大助に突つっかかってきた少女、一之黒亜梨子。

　大助が亜梨子のそばにいたのは、監かん視し任務の対象だったからだ。

　しかし亜梨子はそれを分かっていながら、大助に対して、まるで友達のように接してきた。鬱うつ陶とうしかったのは最初だけで、いつしかそんな環かん境きように慣れてしまったのは──。

「──自じ業ごう自得だ」

　一之黒亜梨子は、優やさしすぎる。

　もういない親友に自らの身体を貸し与あたえ、虫憑きに感情移入しすぎた。そんな甘さが、モルフォチョウが生む混乱のピーク──今のような状じよう況きようを招いたのだ。

　この四人による戦いが長引けば、山一つが消えてなくなる程度の被害では済まない。間ま違ちがいなく市街地にまで余波が及および、途と方ほうもない規模の被害が出るだろう。

「あいつは親友と、心中することを選んだ。──それだけだ」

　摩理を倒たおすことを、もう躊躇ためらわない。

　その結果、亜梨子が摩理もろともこの世から去ることになろうとも──。

　それが火か種しゆ一号〝かっこう〟たる自分の使命であり、ここにいる理由なのだ。

　ぎりっ、とリナが奥歯を嚙かみしめる音が聞こえた。

「〝かっこう〟……！　アンタってホントに、救いようがないわっ！」

「俺好みのヤツになってきたじゃねぇか、〝かっこう〟！　良い子に育ってくれて、お兄さん、嬉うれしいぜぇ！」

「邪じや魔まな人たちを片づけて、亜梨子と二人で答えを探すことにするわ。──答えが出るまで、ずうっとこのままでいいのよ！」

「お前たち一人残らず──ここで殲せん滅めつする」

　エメラルド色の輝きと、銀色の鱗りん粉ぷん。

　真しん紅くの火か炎えんと、無色透とう明めいの波動。

　抑おさえがたいほどに膨ふくらんだ強大なエネルギーが、対角線上にいるそれぞれの敵に向かって放たれる──。

　まさに、その直前だった。

「──うっ」

　小さな呻うめき声が、向かい合う虫むし憑つきたちの耳に飛び込んだ。

　ほんの小さな、ともすれば聞き逃のがしてしまいそうなほどの掠かすれた声。

　たったそれだけの、小さな出来事が──。

「──ッ！」

　ぶつかり合うことが決定づけられていたはずの、虫憑きたちの攻こう撃げきを止めた。

　臨界点に達し、あとは放出するだけだったはずの敵意が霧む散さんし、その場にいる全員の視線が一ヶ所に集まる。

「ううっ……！」

　呻き声を上げたのは──摩理だった。

　全身に銀色の模様を輝かがやかせた少女が、凍こおりついたように硬こう直ちよくしていた。槍を構え、残ざん酷こくな笑えみを浮うかべた状態のまま、震ふるえる唇くちびるから掠れた呻き声を漏もらしている。

「うううっ──」

　何が起きているのか理解できた者は、誰だれ一人としていないはずだった。

　大助を含ふくめて、この場にいる全員が、眼前の敵に対する攻撃を躊躇わないはずだった。

　反発し合い、決して同じ意思の下もとに行動することがないはずだった。

　だが──。

　居並ぶ最強の虫憑きたちに、あり得うるはずのない行動をとらせたのは──。

「あ──」

　摩理が、震える声を漏らした。他ならぬ彼女自身の口が、四人の虫憑きに攻撃を止めさせた人物の名を紡つむぐ。

「亜梨子……？」

　その名前は。

　おそらく──大助だけではなく、ハルキヨやリナもまた、無意識に期待していた名前だった。




　　　　４




　モルフォチョウに侵おかされていない左目で、ずっとその光景を見ていた。

　彼らの言い合いも、ずっと聞こえていた。

「やめ……て……みんな……」

　亜梨子の左目を中心に、身体からだを蝕むしばむ銀色の模様が退きつつあった。侵しん食しよくを逃れた唇が動き、掠れた声を漏らす。

「亜梨子──なのか？」

　大助が、拳けん銃じゆうを下ろした。ゴーグルに隠かくれて表情は見えないが、目を見開いているのは間違いない。

　ハルキヨとリナもまた、槍やりを構えた状態で硬直する亜梨子を見ていた。

「はっは、やっと目ェ覚めたか？　それとも、もう一発くらい殴なぐってやらないとダメか？」

「〝ハンター〟──じゃないのね？　ホントに？」

　亜梨子は微笑ほほえもうとして──再び銀色の模様が顔面を侵食した。

「──亜梨子……！　私は、まだ……！」

　亜梨子の口が勝手に動き、摩理の声を吐はき出す。

　再び身構える大助たちを、亜梨子は目で制する。

　摩理に身体を奪うばわれながら、亜梨子としての人格も失わなかったのははじめてのことだ。摩理の言う通り、もう後あと戻もどりができないほどにモルフォチョウが身体に馴な染じんでしまったのかもしれない。

　だが──だからこそ、摩理の心に吹ふき荒すさぶ死への恐きよう怖ふと迷いを、はっきりと感じた。

　真っ暗な海中で息を止めているような、底知れない恐怖。トゲだらけの牢ろう屋やに閉じこめられたような焦あせりと閉へい塞そく感。──こんなにも恐おそろしい感情と、摩理は常に向き合っていた。

「亜梨子！」

「──もう少しだけ！」

　拳銃を構えようとする大助を、亜梨子の声が制止した。一つの身体の中で、亜梨子と摩理、二つの人格がせめぎ合う。

　摩理の苦しみは、よく分かった。

　だからこそ──亜梨子までも、その深しん淵えんに迷い込むわけにはいかない。

「もう少しだけ、待って……！」

　銀色の模様が、また亜梨子の顔から退ひいていく。だがすぐにまた押し返される。

「嫌いやよ……！　怖こわいわ！　だってこの人たちは、私を殺すもの！」

「大だい丈じよう夫ぶよ！　私が必ず、守るから……！」

「嫌……嫌……！　眠ねむった私を殺すに決まっているわ！──そうよ、亜梨子だって、私を怖がってる……！　私のこと、もう嫌きらいになって──」

「もう少しの辛しん抱ぼうだから！　だから、お願い……摩理！」

　一つの口を動かし、亜梨子と摩理という二人の少女が激しく言い合う。

「もう少し、って──バカか、お前は！　摩理を抑おさえてられるのも、もう限界だ！　今、摩理の人格を消しておかないと、お前がモルフォチョウに殺されるぞ！」

「だから〝次〟こそ、きっと！」

　亜梨子の必死の抵てい抗こうに、モルフォチョウが負けじと身体の支配を強める。ぐぐっ、と槍を持つ腕うでが持ち上がり、大助らを狙ねらって振ふりかぶろうとする。

　大助とリナが反応して警けい戒かいするが、たった一人、ハルキヨだけがニヤニヤと嗤わらいながら亜梨子の様子を見守っていた。

　見定めているのだ。

　一之黒亜梨子と花城摩理。どちらが自らの夢を叶かなえるに相応ふさわしい相手なのか、魔ま人じんが燃える双そう眸ぼうで見届けようとしている。ここでまた亜梨子の人格が圧おされるようでは、彼はすぐにでも彼女を見放すだろう。

「次だと？　次なんて言ってる場合じゃないだろう！　お前は今の時点で、もう──」

「〝次〟よ！　ねえ、摩理……！　お願い、分かって！　私も──」

　銀色の模様に支配された腕を、全ぜん霊れいを込こめて引き下ろそうとする。

「私も、〝次〟には必ず、答えを出すわ！」

　ピクリ、と槍を持つ腕が停止した。

「摩理のことを拒こばむか……それとも──受け入れるか」

「受け入れる──だと？」

　絶句する大助を無視し、亜梨子は叫さけぶ。

「だからっ！　摩理も必ず、次には答えを出して！　摩理のまま思い出になるか、それとも私になって生き続けるか──天使の薬と悪魔の薬のどっちを選ぶのか……必ず！」

　モルフォチョウの力が一いつ瞬しゆん、弱まった気がした。

「それまでは必ず、摩理を守るから……！」

　花城摩理は死ぬ直前まで、答えを出すことができなかった。

　一之黒亜梨子は親友の死後も、答えを探し続けた。

　モルフォチョウという奇き妙みような〝虫〟によって結ばれた二人の少女が、時を超こえて一つの答えを導き出せるのは、少なくとも今ではない──。

「次こそはきっと──答え合わせをしましょう？」

　静まりかえった山間部に、亜梨子の静かな声が響ひびいた。

　まだ、時間切れではないはずだ。

　だって──四人の虫むし憑つきたちは、戦うことを止やめてくれたから。

　大助、ハルキヨ、リナ、そして花城摩理。

　誰だれよりも強い彼らが、亜梨子の声を聞いたことで傷つけ合うのを止めてくれた。

　やっと虫憑きたちが繫つながり始めたばかりなのに、ここで終わりのはずがない──。

「……分かったわ」

　再び亜梨子の口を侵しん食しよくする模様は、しかし先ほどまでのような強ごう引いんさが消えていた。

「亜梨子も答えを出してくれるなら……私もきっと──答えを出せるわ」

　穏おだやかな摩理の声を紡つむぎ、亜梨子の顔から潮が引くように模様が退いた。腕や脚あしからも模様が消え、煌こう々こうと輝かがやく槍やりだけが残る。

　嵐あらしが去り、残ったのは沈ちん黙もくだった。

　山は砕くだけ、展望台は消しよう滅めつし、ただの荒あれ地と化した空間に四人の人ひと影かげが佇たたずんでいた。

「やれやれね──」

　波は瀾らんというには、被ひ害がいが大きすぎた。

　道のりというには、唐とう突とつともいえるタイミングかもしれない。

　だが亜梨子の前に、ずっと思い描えがいていた光景が拡ひろがっていた。

「やっと、勢せい揃ぞろいしてくれたわね」

　ポニィテールがほどけた髪かみを揺ゆらして笑う亜梨子を、三人の虫憑きが凝ぎよう視ししていた。

「答え合わせだと？　お前、一体何を考えてる？」

　ゴーグルで顔を隠かくし、漆しつ黒こくのロングコートを纏まとった少年。特別環かん境きよう保全事務局の中でも最強の称しよう号ごうが与あたえられた虫憑き、〝かっこう〟──薬屋大助。

　亜梨子は悪戯いたずらっぽくウィンクして見せた。

「言ったでしょ？　あなた一人じゃ無理でも、虫憑き全員なら──ってね」

「なっ……！　お前、まさか──」

「全員とまではいかないけど、それに匹ひつ敵てきするメンバだと思わない？」

「なんの話だよ？　つーか今日のてめぇはギリギリ落第点だぜ。面おも白しろい話があるっつって呼び出したからには、今からでも死ぬ気で俺を笑わせてくれるんだよなぁ？」

　悠ゆう然ぜんと腕を組み、ハルキヨが嗤った。何者にも縛しばられず自由に生きる虫憑きが、炎ほのおの魔人と呼ばれるに相応ふさわしい威い圧あつ感かんで亜梨子を見み据すえた。

　亜梨子は満面の笑えみで、親指を立てた。灼やけつく魔人の視線を正面から見つめ返す。

「まかせて。約束通り、あなたの夢を叶えてあげるわ」

「はん、どうだかな。──どっちにしろ俺を巻き込んだのを後こう悔かいするだろうぜ」

「リナも、来てくれたのね。〝アキ〟が伝言してくれたのね？」

　亜梨子が視線を向けると、リナが厳しい顔をした。

「……」

「賭かけは私の勝ちでしょう？　彼らもここに来てくれたもの。これでまた、話を聞いてくれるのよね？」

「ええ、話は聞くわ。でも──そいつは、アンタのことを殺そうとしたのよ？」

　特別環境保全事務局に対たい抗こうして、数多くの虫憑きを救おうとしている少女、リナの視線は大助を捉とらえていた。怒いかりに瞳ひとみを輝かせる少女の横顔は、それでも美しかった。

「そんなこと、しないわ」

　亜梨子は即そく答とうした。

「だって彼は……モルフォチョウに拳けん銃じゆうを向けた時だって──すごく辛つらそうだったもの」

　ピクリ、と大助の肩かたがわずかに揺れた。

　磨みがき抜ぬかれた彫ちよう刻こくのように、リナの表情は動かなかった。だが潤うるんで月明かりを反射する唇くちびるが、唐突に動く。

「──頼たよりになる協力者が見つかったのよ。あたしの考えに同調してくれて、お金の面で支えてくれることになったわ。おかげでこれからはもっとたくさんの虫憑きを助けてあげられるようになる」

　機械的な口調で言い、リナが亜梨子の瞳を見つめた。

「今が大切な時機なの。だから……何を考えてるのか知らないケド、アンタの言う〝次〟に、あたしがいるかどうかは分からないわ」

「そう？　もし来てくれたら、いつかの約束を果たせるかもしれないのに」

　──もしまた会えた時は……最高の夢を、あたしにきかせてくれるわよね？

　──当然よ。私を誰だと思ってるの？

　特別環境保全事務局の収容施し設せつで交かわした約束を、リナは覚えていたようだ。びっくりした様子でわずかに目を見開いたが、ようやく警けい戒かいを解いて気さくに笑う。

「それ言われちゃうと、弱いなー。意外とズルいのね、アンタ」

　嬉うれしそうに目を細めるリナの笑顔は、同性の亜梨子が羨うらやむほどに眩まぶしかった。

「……！」

　その場にいる全員が、いっせいに夜空を見上げた。

　頭上から、突風が吹ふき下ろしたのだ。

　夜空に浮うかぶ星が一つ、亜梨子たちのもとへと降下しつつあった。点てん滅めつする星が近づくにつれ、それが一機のヘリコプターだということが分かる。開け放たれた搭とう乗じよう口に、ひらめくドレスが見えた。

「赤瀬川七那？」

　望遠機能がついているのか、ゴーグルに手をあてた大助が呟つぶやいた。

「あいつも、お前が呼んだのか？」

「ええ。万が一の場合を考えて、離はなれた場所から様子を見るとは言ってたけど……空からっていうのは、予想外だったわね」

「アカセガワ？　聞いたことねぇな。知ってるか？　あと初対面でこんなこと言うのもアレだが、メイド服が超ちよう似合いそうだなお前」

「死ね。──赤瀬川グループの会長よね。またとんでもない大物が現れたわね。ナニ企たくらんでんのよ、一体？」

　大助、ハルキヨ、リナ。

　そして、おそらくは赤瀬川七那もだろう。

　荒あれ果てた山に居合わせた者たちの視線を受け、亜梨子は微笑ほほえんだ。

「ねえ、みんな──」

　立ち並ぶ三人の虫むし憑つきと、空から舞まい降りる大だい富ふ豪ごうの少女。

　彼らが力を合わせれば、できないことなど一つもない。

　そう確信しているのは、亜梨子だけではないはずだ。

　おそらくはこの場にいる全員が、同じ確信を得ているに違ちがいない──。

「ペルセウス座流星群って、知ってる？」

　亜梨子の弾はずむ声が、星空へと吸い込まれた。







[image: 28.夢抗う語り手]




　彼は、赤牧市にあるスクランブル交差点を歩いていた。

　降り注ぐ夏の日ひ射ざしが眩しかった。

　ゆらゆらと揺ゆらめく陽炎かげろうを、ひしめき合う通行人がかき混ぜる。

「……」

　どうして自分は、こんなところにいるんだろう？

　ジリジリと焦こげるアスファルトの上に立ち、彼は灼やけつく太陽を見上げた。

　信号を待つ自動車。

　縦じゆう横おう無む尽じんに交差点を行き交う人々。

　聞こえるのは車のエンジン音と、人々のざわめき。そして横断歩道が青信号の間だけ流れる、短音の音楽くらいだ。

　誰だれも、彼を振ふり返らない。

　誰も、彼の名を呼ばない。

　そんなことは、分かりきっていたのに──。

「……」

　彼は、待つ。

　音楽が止やみ、歩行者が足早に歩道へ逃にげていく間も、その場に佇たたずんで動かない。

　赤牧市の中心で、じっと待ち続ける。

　信号の色が、変わった。

「僕を──」

　擦すり切れたジーンズ、細身のＴシャツ。そして七月という時季に不自然なマフラー。ぼさぼさの髪かみは、二ふた重えまぶたにかかるくらいに長い。

　そんな二十代半ばの青年が、赤信号のスクランブル交差点に立ち塞ふさがる。

　交差点がクラクションに包まれた。

「僕を──呼んでくれ」

　風が吹いた。

　口元を隠かくすマフラーが、横になびいた。

「僕からは、呼べないんだ──」

　やっと、この街へ戻もどってきた。

　彼はこの街で、語らなければならない。

　だが彼は、何を語るべきなのかを思い出せず。

　誰に対して、語らなければならないのかも思い出せない。

　だから──。

「この街に、ねじ曲げた運命の続きが残っているのなら──僕を呼んでくれ」

　彼の目め尻じりから、透とう明めいな雫しずくが零こぼれた。

　なぜ自分は、泣いているのだろう？

　自分は一体、何を言っているのだろう？

　何一つ、分からない。

　それなのに。

　こんなにも──辛つらい。

「呼んでくれるなら、僕はやり残したことを──しよう」

　夏の太陽と、鳴り止まないクラクションのせいで、頭がガンガンと痛んだ。

　息が上がり、膝ひざから力が抜ぬける。

「僕のしたことが罪だったとしたら──罰ばつを──」

　そう呟つぶやいて倒たおれる直前、何かが彼の身体からだに触ふれた。




「──大だい丈じよう夫ぶっ？」

　気を失っていたようだ。

　彼はいつの間にか、歩道に寝ねかされていた。建物の陰かげで冷えたアスファルトの感かん触しよくが、背中に伝わった。薄うす目めを開けると、地面に置いたミネラルウォータのペットボトルが視界に映る。

　交差点の真ん中で倒れた彼を、誰かが歩道まで引っ張ってきてくれたらしい。

「うう──」

「あっ、まだ横になってたほうがいいわ。目を開けなくていいから」

　女の子の声がして、びちゃっ、と濡ぬれた何かが額に載のせられた。

「……」

　なんだこりゃ、と思わず口走るところだった。まったく絞しぼっていないハンカチのせいで顔面が水みず浸びたしになり、目を開けられない。

「こういう場合、どうするべきかしら？　頭を打ってるかもしれないから、救急車？　それとも警察のほうがいいのかしら？」

　少女の申し出を、彼は慌あわてて拒きよ否ひする。

「い、いや、どっちもいらないよ。ただの立ちくらみだから……」

「そう？──それにしても、みんな冷たいわよね。あんなに目立つ場所で人が倒れたっていうのに、誰も助けようとしないんだもの」

「はは……」

　まったく、余計なことをしてくれたものだよ──。

　愛あい想そ笑わらいで、本音を隠す。

　もし彼が自動車に轢ひかれたなら、それはそれで構わなかった。

　自分を苦しめる衝しよう動どうから、逃のがれられるのなら。

　それが彼に対する、罰だというのなら。

「ところで、あんなところで何をしていたの？　ぼーっと突つっ立っていたら、危ないわ」

　当たり前のことを言われてしまった。声からすると、中学生くらいの女の子のようだ。凜りんとしていて涼すずやかな声だった。

「ああ、ちょっとね……人が多いところなら、都合が良いい気がして……」

「都合が良い？　仕事か何か？」

「ま、まあ、そんなところかな……」

「ねえ、このマフラー、暑くないの？　汗あせがすごいわ」

「と、とらないでくれ。えっと、風邪かぜを引いているんだ。……ごほっ、ごほっ」

「……なんだか、とてもわざとらしいわ」

「た、助けてもらっておいて悪いんだけど、僕はもう大丈夫だから……その、見知らぬ他人ひとといっしょに歩道でうずくまっているのは──」

「私はべつに、気にならないわ」

　ハンカチから流れる雫が耳を伝い、地面に落ちた。

　彼はそっとまぶたを開き、息を吞のむ。

「──」

　無意識に額のハンカチを握にぎりしめ、上半身を起こす。

　どうして──。

　なぜ──。

　彼の頭が、疑ぎ問もん符ふでいっぱいになった。

「どうしたの？」

　ポニィテールを揺ゆらし、少女が首を傾かしげた。

　一度も会ったことがない、赤の他人だ。

　それなのに、なぜ彼は彼女の名前を知っているのだろう？

「一之黒……亜梨子……」

「え？　どこかで会ったことがあったかしら？」

　亜梨子の肩かたにとまっているのは、一匹ぴきの蝶ちよう々ちよう。

　銀色のモルフォチョウだ。

　それもまた、彼ははじめて見たはずなのに──。

「いいや……一度も、会ったことはないよ……」

　彼の視界が歪ゆがんだ。

　一之黒亜梨子という少女と出会ったことなど、一度もない。

　銀色のモルフォチョウなど、彼には関係がないはずだった。

　それなのに、どうして──。

「一度も……僕は……」

　一番、会いたい人に出会えた気がするのだろう？

　宝物を、見つけた気がするのだろう？

　ハンカチを握りしめて涙なみだを流す青年を見て、亜梨子が慌てる。

「き、急にどうしたのっ？　大丈夫？　どこか、痛い？」

「……僕は……」

　彼と、一之黒亜梨子。

　途と方ほうに暮れる二人の声が、街の雑ざつ踏とうにかき消される。

　彼自身、どうして自分が泣いているのか分からなかった。

　分かっているのは、たった一つ。

　見つけてしまった以上、彼は語らなければならないということだ。

　そうすることで、疑問だらけだった彼の旅は終わる──。

　さあ、語ろう。

　彼らのことを。

　彼女たちのことを。

　しかし、むせび泣く彼の中には、語るべき人々についての記き憶おくがなく──。
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　子犬を助けたら、ひどく叱しかられた。

　両親は、幼い彼を褒ほめてくれると思った。しかし連れ帰った子犬をそっちのけで、家中が大おお騒さわぎになったのを憶おぼえている。

　──どうしてみんな、そんなに騒いでいるんだろう？

　まだ小学生だった彼は、慌あわてふためく両親や兄妹きようだいたちをぽかんとして見ていた。

　彼の父親は、医者だった。

　大学病院に勤めていた父は多た忙ぼうで、緊きん急きゆうの呼び出しを受けては家を飛び出していくことが多かった。母に連れられて弁当を届けに行くうちに、小しよう児に科の入院患かん者じやたちと友達になった。親の目を盗ぬすんでは病院に通い、患者の子供たちと遊んでいた。

　病院とは日々、変化が目まぐるしい場所だった。

　陰いん鬱うつな表情を浮うかべていた患者が、退院を迎むかえると笑え顔がおになる。その逆に笑顔だった人物が、たった一日で沈しずんでしまうこともあった。

　彼の友達も同じだ。笑顔ではしゃいでいた翌日、姿を消してしまうことさえあった。

　彼らをそうさせているのは──〝死〟というらしかった。

　死を恐おそれ、命が助かって喜び、時にあえなく屈くつ服ぷくする。

　そんな光景が、彼にとっての日常だった。

　だから彼は患者を救う医者である父を尊敬していたし、自分もそうありたいと願った。

　彼らは病やみ、自分は健康であることの意味は、そういうことだと思った。

　命を救うものになりたい──。

　幼心に、そう願ったのだ。

　だから子犬を助けて家に帰った時、彼は誇ほこらしさでいっぱいだったのだ。人ではないが、命には違ちがいない。彼はそれを救ったのだ。

　だが、こっぴどく叱られた。

　原因は簡単だった。

　子犬を抱かかえた自分が、血まみれだったから──。

　野犬に襲おそわれている子犬を助けた時に、彼が身代わりになって腕うでを嚙かみつかれた。すぐに振ふり切って逃にげてきたのだが、腕が裂さけ、深い傷を負っていた。

　子犬もまた傷を負っていたのだが、大騒ぎのドサクサで手当てができず、助からなかった。

　そうして彼はまた一つ、命を見送ったのだった。

　思えば、あれが彼の疑問の始まりだったのだろう。

〝死〟とは、何なのだろう──。

　たった一つの疑問は、その後の彼の人生に常につきまとうようになる。




　他人の死は、敏びん感かんに。

　自分の死は、鈍どん感かんに。

　そんなチグハグな死生観を抱いだいていること以外、彼は何の変へん哲てつもない人生を送った。

　友人に囲まれ、恋こい人びとを作ってはちょっとした原因で別れ、順調に進学をした。医師の道を目指したのも父の影えい響きように他ほかならず、周囲も彼の進路を当然のように受け止めた。

　だから彼の名前に、意味はない。

　大きな事件に関かかわったことがあるわけではないし、誰だれかに多大な影響を与あたえたという自負もない。二十代半ばの研修医では、まだ誰かを救ったことがあるわけでもなかった。

　もし彼の名前が意味を持つとしたら、あの時。後の相棒ともいうべき存在と出会った、その瞬しゆん間かんに意味を得たのかもしれない。

　それも彼自身の名前でなく、ある少女から呼ばれた別の名前に──。

『──やあ』

　息いき抜ぬきにやって来た病院の屋上で、彼は振り向いた。

　誰かに呼ばれた気がしたが、研修医の彼以外に人ひと影かげは見あたらない。

『こっちだ、こっち』

　風が吹ふいた。

　彼は着慣れない白衣をなびかせ、声のするほうへ歩いていった。

　そこに──それがあった。

『こんにちは。今日は、良いい天気だね』

　屋上の柵さくに、〝碧あおい蛹さなぎ〟がとまっていた。

　真昼の射光に劣おとらない輝かがやきを放つそれは、彼の視線を釘くぎ付づけにした。思わず苦く笑しようする。

「疲つかれているのかな、僕は。あとでカウンセリングを受けないと」

『医者の不ふ養よう生じようってやつかい？　心身ともに健康であろうと心がけるのは、大事なことだよ』

　碧い蛹が、喋しやべっていた。喋るたびに淡あわい輝きが風に流れ、声が彼の頭に直接、響ひびいてくる。

　それも他でもない、彼自身の声で喋っているのだ。
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「僕はただの研修医だよ。本当の医者じゃない」

　実際、彼は過密すぎる研修で消しよう耗もうしていた。睡すい眠みんもろくにとれていないし、食欲がないせいで栄養不足気味だったに違いない。

　疲ひ労ろうでふらつく頭は、目の前にある碧い蛹が何物であるかを考えることを拒きよ否ひした。

　自分の声で語る蛹に、今日の天気の話をされる。

　そんな状態が、普ふ通つうであるはずがない。

「僕の幻げん覚かくなのに、僕が何物か知らないのか？」

『知ったことじゃないよ、君のことなんて。僕を気持ちいい眠ねむりから叩たたき起こした憎にくいヤツ、程度にしか思ってないんだ』

「僕が叩き起こした？　物音を立てた覚えはないけどね」

『音じゃないよ。まあ、とにかくだ。責任をとってくれるんだろうね？』

「ひどい押しつけだな……さて、僕はカウンセリングの予約をとってこようかな」

『あっ、あっ、待ってくれ。よし、冷静に話し合おうじゃないか』

「休きゆう憩けいをしに来たんだし、お喋りをするのは構わない。でも、その声は何とかならないか？　僕そっくり──いや、ちょっと幼い気もするな。そのくせ喋り方は大人びてるんだから、ずいぶんと気味が悪いぜ」

『ちょっと幼い？　ふむ、はじめてのケースだな。でも本人の声なら、さして問題はないか。すでに共鳴しあっているのは間ま違ちがいないし』

「話し合いをするなら、せめて僕に分かるように喋ってくれよ」

　誰もいない柵に向かって、喋りかける研修医。──こんな光景を関係者に見られでもしたら、一発でレッドカードだ。明日からは通勤ではなく、通院という形で病院に通う羽目になる。

『なあ、ところで僕に触さわってみてくれないか？』

「いきなりだな。嫌いやな予感しかしないぜ」

『僕はまた眠りたいんだよ。手伝ってくれよ。なあ、なあ、頼たのむよ』

「そう言われても困る。僕は今、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいなんだ。この目の隈くまを見ろよ」

『僕と一つになれば、解決さ。身体からだがすごく丈じよう夫ぶになるし、回復能力もぐっと上がるよ』

「一つになる、だと？　何やら物ぶつ騒そうだな。これは警けい戒かいしないと」

『し、しまった』

　フルフルと震ふるえる蛹を見て、彼は噴ふき出した。

「目玉商品はそれだけかい？　身体が丈夫になるだけじゃ、宣伝文句にしても弱すぎるぞ」

『そうだな……じゃあ、こうしよう。君は何か、やりたいことはあるかい？　これでも僕は、人生経験が豊富なんだ。また眠りにつくまでは、それを手伝ってやるよ』

「やりたいこと？」

　言われて思いついたのは、たった一つだけだった。

「誰かの命を救う──というのはどうだ？」

『君は医者の卵だろう？　これからいくらでも、それができるんじゃないか？』

「人は、死ぬ時には死ぬ」

『医者志望とは思えない発言だね。──何人もの患かん者じやを看み取とった老練の医者にしか許されない言葉だよ、それは』

「僕は──それを覆くつがえしたい」

　それの呼び名を、彼は知らない。

　看取った命の数なら、少なくない。幼い頃ころから病院で多くの友人を作ってきた彼にとって、どうしようもない時というものが何度もあった。

　あえて呼び名をつけるならば、運命──。

　彼は常に、それに打ちのめされ続けてきた。

『君のその願いは、本当なら夢と呼べるのかもしれないね……』

　蛹が知ったふうなことを言った。

『でもそうじゃないのは──君がとっくに諦あきらめているからか。医者になろうとしているのは、叶かなわぬ夢に対する復ふく讐しゆうってところかい？』

「……」

『僕と一つになれば──できるよ』

　彼は目を見開いた。

『たった一回だけ、それができる』

「ほ、本当か？」

『もう一度、言おう。たった一回だけだ。ただし──』

　碧あおい蛹さなぎが言った。

『僕と一つになれば、君は死ぬほど苦しむかもしれない』

　悪あく魔まに魂たましいを売り渡わたす代だい償しよう、というわけか。

　彼は目を閉じ、考えた。数秒ほどして、まぶたを開く。

「……」

『ち、ちょっと待て！　なに手を伸のばしてるんだ！　もっとじっくり考えろよ！』

「なんだよ。誘さそったのは、そっちじゃないか」

『誘ったけど、脅おどしもしただろ！　死ぬほど苦しむって！』

「──君の言った通りさ。僕が医者を目指すのは、ただの復讐にすぎないんだよ。なにしろ、これまでに何人も友達を連れていかれたもんでね」

　彼は苦く笑しようした。

「だからいつか、仕返しがしたかった。そう──せめてもの抵てい抗こうってやつさ」

　今、目の前にいる碧い蛹が幻覚でないとしたら、すがりつくことに迷いはなかった。

　これもまた、せめてもの抵抗だ。

　運命とか死とか、そういった類たぐいのもの。

　彼はそういうヤツらがずっと、気に入らなかったのだ。

　敵は強く、連敗続きだが──一度くらいは勝っておかないと、調子づかせてしまう。

　それだけは我が慢まんができなかった。

『……長生きできないな、君は』

「こんな僕より、長生きできない人たちが多すぎるんだよ」

　彼の伸ばした指先が──碧い蛹に触ふれた。

　蛹の輝かがやきが指を染め、腕うでから全身へと駆かけ巡めぐっていく。風に煽あおられてなびいた彼の髪かみが、碧い輝きに染まった。

『やれやれ、今度の宿主も、一ひと筋すじ縄なわじゃいかなそうだ。僕はクジ運がないなあ』

　今度こそ、彼の眼前に幻げん覚かくが現れた。

　真っ青な髪を輝かせる、彼の分身。ただしその姿は今の彼よりも若く、十代半ばくらいの顔立ちをしていた。

『僕の名前は、アリア・ヴァレィ。──〝三匹びき目〟とも呼ばれている』

　笑えみを残し、アリア・ヴァレィの姿が弾はじけて消えた。

　虚こ空くうに向かって、彼は笑い返す。自分の中に何かが宿る、確かな感かん触しよくがあった。

「格好良いい名前だな。あいにく、僕の名前は平へい凡ぼんすぎるんだ」

〝始まりの三匹〟の中でも、同化型の虫憑つきを生む原虫指定〝三匹目〟──。

　そんな化け物の器うつわとなった青年は、その瞬しゆん間かんに名前を持ったのかもしれない。

　ただしその名前は、昨日まで平凡な人生を生きた男の名前ではなく──。

「ただ、患者には──〝先生〟と呼ばれている」

　せめてもの抵抗から、罪にまみれた人生へと足を踏ふみ入れた。

　そんな彼自身の人生は語るほどのこともなく。

　もし語るべきことがあるとしたら、アリア・ヴァレィという化け物と、〝先生〟と呼ばれていた男について。

　そして〝虫〟という夢を喰くう存在に取り憑かれた、あの少女たちについてであり──。




　　　　２




〝ハンター〟と呼ばれた一人の少女と、〝先生〟と呼ばれた青年のことを語ろう。

　彼がアリア・ヴァレィなる奇き妙みような相棒と出会う、少し前のことだ。

　一人の少女と出会った。

　開け放たれた窓からは、セミの鳴き声が聞こえていた。

　鳴き声が、あまりにうるさくて。

　個室のベッドに横たわる、線の細い少女が、儚はかなく崩くずれてしまうのではないかと思った。

「お名前を聞いてもいいかい？」

　綺き麗れいな子だ──。

　それが、第一印象だった。

　振ふり向いた女の子は、やけに存在感が希き薄はくだった。身体からだが透すけているのではないか、とすら思った。整った顔立ちが、いっそう浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを醸かもし出していたのを憶おぼえている。

「パトリシアよ」

　カルテと違ちがう名前が、少女の口から飛び出した。

「パトリシア……？」

　彼の第一声を、子供扱あつかいしていると思ったのかもしれない。少女が冷めた顔つきで黙だまり込んでしまう。そばにいた主治医を振り返ると、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしていた。

　ベッドに向き直ると、少女が本ほん棚だなを見つめていた。視線を追いかけ、理解する。

「君は、パトリシアの気持ちが分かるのかい？」

　本棚には、〝魔ま法ほうの薬〟という絵本があった。

　彼もそれを読んだことがあり、印象深かったためによく憶えていた。絵本に出てくる女の子が、パトリシアという名前だったはずだ。

「……？」

　彼の問いかけに、少女が眉まゆをひそめた。

「それで、いいんだ。答えはゆっくりさがしていけばいい」

　子供扱いはやめよう、と思った。

　資産家の令れい嬢じようで、重病を患わずらっているとだけ聞いていた。だがこの子は他人が思っている以上に、自分のことを理解しているようだ。

「君は彼女と違って、たくさんの時間があるんだから」

「……」

「あらためて、名前を教えてくれないか？」

　セミの声が、うるさかった。

　そんなどうでもいいことを、とにかく鮮せん明めいに憶えている。

　名乗らせまいとしているかのように騒さわぎ立てるセミの声は──しかし、ぽつりと呟つぶやく女の子の声を遮さえぎることができなかった。

「──花城摩理」

　彼は満面に笑みを浮かべた。

「はじめまして、花城摩理さん」

「……髪」

「ん？」

「切ったほうがいいと思うわ」

　冷めた顔つきの摩理と、ぼさぼさ髪がみをかいて笑う彼。

　研修医と患かん者じやという立場の二人が出会ったのは、必然だったのか──。

　そのことを彼は、いつも考えていた。

　必然だとしたら──運命に対して、せめてもの抵てい抗こうをしようという彼の願いの半分は、叶かなっていたのかもしれない。

　二人の出会いは、その瞬間まで滞とどこおりなく流れていた運命というやつを、きっとねじ曲げた。

　そう思えるくらい、彼と摩理はその後、多くの人間の運命を狂くるわせることになる──。

「彼女の心臓は、いつ停とまるかも分からない」

　摩理に彼を紹しよう介かいした後、通路を歩きながら、主治医がそう漏もらした。前を歩く主治医が、どんな表情をしているのかは見えなかった。

「一度でも停まったら……おそらく、蘇そ生せいは不可能だろう」

「──そうですか」

　カルテを見た上で本人と話し、なんとなく察していた。

　摩理が纏まとう空気は、これまで彼が看み取とってきた病院の友人たちと同じものだったからだ。

「君は父ちち御ごさんも医師をしていて、病院にもよく通っていたと言っていたね？」

「ええ」

「時々でいい。話し相手になってやってくれないか」

　また一人、見送ることになるのか──。

　込み上げる言いようのない感情を抑おさえ、彼は拳こぶしを握にぎりしめた。

　結局、医者になっても、何も変わらない。どうしようもない運命というものがあるのだ。

　ならば自分は──これまでと同じことをしようと思った。笑え顔がおで摩理と話し、笑顔で摩理の話を聞き、二人で未来を語ろう。

　運命ってやつに、せめてもの抵抗をしてやろう。

　そう、考えた。

「分かりました」

　そう言って頷うなずいた、ほんの数日後のことだ。

　アリア・ヴァレィという碧あおい蛹さなぎと遭そう遇ぐうしたのは。




　アリア・ヴァレィと一つになってから、摩理に会いに行くのが少しだけ、辛つらくなった。

「……髪、また切ってない」

　ふらりと病室を訪おとずれた彼を、摩理のため息が出で迎むかえた。

　いつも通りの、冷めた顔。

　自分を決して救えない医師というものに対して、根強い不信感があるのだろう。摩理が彼に心を開こうとしないのは、彼が着ている白衣のせいかもしれなかった。

　皮肉なものだ。研修医になったからこそ摩理と出会えたのに、研修医であることが摩理との距きよ離りを縮めさせてくれない。

「……」

　彼は微笑ほほえみながらも、こっそりと奥歯を嚙かみしめた。込み上げる衝しよう動どうを、必死に堪こらえる。

　食欲に近い──と思う。それも、強きよう烈れつな。

　ベッドに横たわる摩理から、むせかえるような甘い香かおりが放たれていた。何日も一食もとっていない状態で、ディナーのフルコースを前にしているかのようだ。

『あー、腹へったなぁ。早いところ、喰くらってくれよ』

　どこからか、自分の声がした。

　だがその声は彼の口から紡つむがれたのではなく、彼以外に聞こえる者もいない。

『彼女の夢を。ぱくっとさあ』

「……嫌いやだね」

　彼は、ぽつりと呟いた。

「……？」

　摩理が首を傾かしげた。彼は微笑む。

「いや、なんでもないよ。──髪を切るどころじゃないんだ。忙いそがしくてぶっ倒たおれそうだよ」

「ここに来る時間を減らせばいいわ」

『正論だね。夢を喰うのが嫌なら、なんでわざわざ会いに来るんだか。辛いだけなのに』

「そんなこと言わないでくれよ。あ、また新しい本を持ってきたよ。本ほん棚だなに入れておく」

　彼が持ってきた本を本棚に入れるも、摩理は興味がなさそうだ。すぐに手元の絵本を開く。

　また〝魔ま法ほうの薬〟だ。よっぽどお気に入りらしい。

「何か、欲しいものはあるかい？」

「べつに、ないわ」

「遠えん慮りよしなくていいよ」

「何もいらない」

　窓を開けて換かん気きをしながら、彼は嘆たん息そくした。

　出会ってから月日が経たつというのに、摩理が彼に気を許す気配はなかった。

「少しくらい、ワガママを言ってもいいんだぜ」

「はじめて受け持った患者だからって、はりきっても良いいことなんてないわよ」

　彼は苦く笑しようした。

　実際、摩理の言う通りだった。研修医とはいえ、命を救うべき医者となってからはじめて出会う患者という意味では、特別な存在に違ちがいなかった。

　だがそれ以上に、摩理は彼がこれまでに父の病院で出会ってきた患かん者じやたちと、明らかに様子が異なっていた。

「それともお金が欲しいなら、親に言って。私は何も持ってないもの」

『金目当てだって？　ひどい言われようだ。さすがの僕もムッときたぞ。なあ、ちょっと思い知らせてやろうぜ。この子の夢を喰らってさ』

　摩理は──強かった。

　儚はかなく、脆もろいのは同じだが、花城摩理という少女を強力な何かが支えているのが分かった。

　それが一体、何なのか。

　彼の中にいる化け物は、その正体を知っていた。

『ああ、美味おいしそうだな。この子の、夢……』

　夢。

　こうなりたい、こうありたいと強く願う心。

　アリア・ヴァレィと一つになった彼を、摩理の夢が強烈な誘ゆう惑わくとなって襲おそいかかっていた。

「摩理……！」

　少女が突とつ然ぜん、激しい咳せきに襲われた。胸を押さえ、苦しげに顔を歪ゆがめる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　さあ、薬を飲んで……」

「──は何？」

「まだ、喋しやべっちゃダメだ。ゆっくり深呼吸を──」

「目的は、何？　どうして毎日、私に会いに来るの？」

　摩理が、彼の白衣を摑つかんだ。迷子の子供のようなその眼まな差ざしを見て、彼は悟さとった。

　頭が良い摩理は、自分のもとを訪おとずれる研修医の真意をはかれずにいるのだろう。何か目的があるのではないかと、どうしても勘かんぐってしまうのだ。

『もちろん、夢を喰らうためさ！　ねえ、そうだろ？』

　彼は唇くちびるを嚙み、摩理の腕うでを握にぎりしめた。

「君を──助けたいんだ」

「……」

「たった、それだけなんだ……」

　本音だった。

　どうしようもなく、混じりけのない、たった一つしかない本音だった。

　だが彼には、どうすれば摩理を助けられるのか分からなくて──。

　途と方ほうに暮れる彼を見て、摩理が噴ふき出した。

「──どうして、あなたのほうが泣きそうな顔をするの？」

　不本意な形で、はじめて摩理の笑え顔がおを見ることができた。

「まるで自分のほうが助けてほしそうね」

「……」

「お医者様になるなら──もっと噓うそをつくのがうまくなきゃ」

　彼は息を吞のんだ。

「噓じゃない。僕は──」

「じゃあ、隠かくし事をしてるのね」

「……！」

「ずっと何かを言いたそうな顔をしてるんだもの。でも、まだそれを言っていないわ」

　心を開いていないのは摩理ではなく、彼のほう──。

　ずっと、そう思っていたのだろう。

　彼が必死の思いで隠していたものを、摩理はとっくに見み抜ぬいていたのだ。

「すごく優やさしいのに時々、少し怖こわい目で私を見るのはどうしてなの？」

「ぼ、僕は──」

「もしかしたら私、とてもひどいことをあなたにしてるんじゃ……」

　彼は目を見開いた。

　違う。そんなわけがない。彼が苦しんでいるのは、こちらの勝手なワガママで──。

『──絶対、言うなよ』

　アリアが釘くぎを刺さした。

『どうしても喰くいたくないっていうなら、分かった。別の夢をさがすことを考えてもいい』

　なんだって？

　彼は思わず、そう口走りそうになった。

『今、すごく嫌いやな予感がしてきたんだ。この子は──花城摩理という女の子は、頭が良すぎるよ。こんな子を虫むし憑つきにしたら、もしかしたらとんでもないことになるんじゃ……』

「ねえ、おしえて。本当のことを……」

　囁ささやくアリアと、訴うつたえる摩理。

　二つの声に責め立てられ、彼は──。

「──よく聞いてくれ、摩理」

　口を開いた。




　屋上は、いい。

　誰だれも来ないから、相棒と思う存分、語り合うことができた。

『どうして、喋っちゃうかなあ！』

　彼にしか聞こえない大声に、渋じゆう面めんになる。

『どうして、喋っちゃうかなあ！』

　休きゆう憩けい用ようのベンチに横たわり、両腕を頭の後ろにまわして枕まくら代がわりにする。見上げた空は蒼あおく、まるで出会った頃ころのアリア・ヴァレィの蛹さなぎの色のようだった。

　風が、心地良かった。

『あーあ、もう！　どうして、喋っちゃう──』

「分かった分かった。悪かったよ。ごめん、アリア」

『何が、ごめんだ！　全然、悪びれてないじゃないか！　反省が足りないよ！　洗いざらい、何もかも喋っちまいやがって！　あーあ！　あーあ！　これからは、あの子も警けい戒かいするようになるんだろうな！　やりづらくなったよ、本当に！』

　彼は辟へき易えきとして、苦く笑しようする。

　摩理に、全すべてを話した。

　少年少女の夢を喰らう〝虫〟という存在のこと。〝虫〟に取り憑かれた人間は虫憑きとなり、超ちよう常じようの力を扱あつかえるようになる代わり、夢を〝虫〟に喰らわれるということ。

　そして彼がその身に、虫憑きを生む〝始まりの三匹びき〟を宿しているということ。

　アリア・ヴァレィ──。

　同化型の虫憑きを生む、〝三匹目〟とも呼ばれる化け物だ。

「謝ってるじゃないか。アリアはしつこいな。本当に僕の人格のコピーなのかい？」

『そうさ！　僕がしつこいというなら、君がしつこい性格をしてるってことなんだ！　ああもう、どうして僕の器うつわになるヤツは、どいつもこいつも身勝手なのかな……！』

　アリア・ヴァレィは他ほかの〝始まりの三匹〟と違ちがい、単独で存在することができない。

　夢の匂においに誘さそわれて眠ねむりから醒さめ、その夢の持ち主に近しい人間を〝器〟にすることで、この世に在り続ける。

　アリア・ヴァレィという人格はすでに失われているそうだ。そのため、器にした宿主の人格をコピーすることでコミュニケーションを図はかるのだという。これまでもずっと、そのようなことを繰くり返してきたらしい。

「摩理が信じたかどうか、分からないぜ」

『そうかもね。──君が彼女の前で能力を使ってみせなければ、信じなかったかもしれない』

「……」

『あの子は信じたよ。賢かしこい子だからね』

　彼の話を聞いても、摩理は半信半疑だった。いや、疑いが九割といったところか。

　だから彼は摩理の見ている前で、ある能力を使ってみせた。

「──摩理だけじゃない。自分のそばにいる人間が何者なのか気になるのは、誰だって同じだ。だから僕は正直に話した」

　呟つぶやく彼の髪かみが、真っ青に輝かがやいた。ぼさぼさの髪が流れる光の束となり、ベンチに寝ね転ころんだまま、片手を柵さくに向かって伸のばす。

　ずぶり、と。

　碧あおい輝きを纏まとう彼の腕うでが、金属製の柵をすり抜ぬけた。硬かたいはずの障害物が、やわらかいゼリーのようだ。

「本当のことを話せば、摩理が怖こわがるということも分かっていた。でも──」

　無機質との同化能力──。

　それがアリア・ヴァレィとしての能力だった。透とう過か能力とも言っていい。どんな物質とさえ同化し、通り抜けることができるのだ。他にも自己治ち癒ゆ能力が高まり、身体からだが丈じよう夫ぶになったりと──ようは化け物といっても、その程度の力しかないということだ。アリア・ヴァレィは他の〝始まりの三匹〟と違い、戦せん闘とうに向く能力を一いつ切さいもたない。

　碧い輝きが消え、彼の髪が元のぼさぼさ頭に戻もどった。

『あの子は、怖がらなかった』

「……」

『それどころか化け物の力を使う君を見て、こう言ったんだ』

　恐きよう怖ふされる覚かく悟ごはできていた。

　だが摩理は目を見開いて──なんと、笑ったのだ。

『〝──そう。あなたは私の夢を喰らうために、会いに来ていたのね〟』

　まるっきりの誤解だ。いや、アリア・ヴァレィは、そのつもりだったようだが。

　そんな恐おそろしい誤解をした上で、摩理はあろうことか──ほっとした顔をしていた。

『僕らのことを信じた上で、安心していた。たった十三歳の女の子が、自分を喰くらう化け物を前にして、嬉うれしそうに笑ったんだ』

「……」

『化け物の餌えさ。──そんな恐ろしい理由に、自分の存在意義を見み出いだしていた』

「……これまで誰だれもが、彼女の顔色を窺うかがってきたんだろう。家族や、病院の人間、彼女に接してきた人々の全てが」

『金持ちの令れい嬢じようっていうのは、大変だね』

「だが君が──アリア・ヴァレィが狙ねらっているのに、金持ちだなんて関係ない」

『そうさ。僕が欲しいのは……他ならない〝花城摩理〟という女の子の夢なんだからね』

「それを知っても、アリアは摩理の夢を喰らうのか」

『僕には感情がないんだから、慈じ悲ひもないのさ。ただ夢を喰らうだけの存在だからね。とんでもなくひどい化け物なんだよ。彼女の夢を喰らって、また眠りにつきたいという欲望があるだけだ』

「そして……僕は摩理のことを、忘れるんだな」

　それがアリア・ヴァレィという、夢を喰らうシステムのルール。

　狙った人間を虫むし憑つきにすると、アリア・ヴァレィはまた蛹へと戻り、眠りにつく。

　そして器となっていた人間は、自分が虫憑きにした人間に関かかわる記き憶おくを失うのだ。同時にアリア・ヴァレィという存在のことも忘れ去るという。

「救いのない話だ」

『救済だよ、これは。少なくとも君にとってはね』

「なにが救済だ。摩理を虫憑きにするという罪を犯おかしておいて、自分だけ救われようってんだぜ。おかしな話だ。罪を犯したら、罰ばつを受けるべきだ。救われちゃあ、話にならない」

『罪を犯すのは僕だ。アリア・ヴァレィだ。──僕からしたら罪と呼ばれるだけでも勝手な話なのに、その上、僕の使命まで横取りしてもらっちゃ困るぜ』

「じゃあ僕は……一体、何だ？」

　彼の視界を埋うめ尽つくす青空を、白い雲が気持ち良さそうに泳いでいた。

「アリア・ヴァレィが夢を喰らい、摩理が虫憑きになる。──そこに僕がいる理由は、一体何だっていうんだ？」

『君は──運が悪かっただけだ』

　アリアの声は、淡たん々たんとしていた。自分の声なのに、赤の他人のように聞こえる。

『たまたま花城摩理という夢のそばにいて、僕という化け物に目をつけられてしまっただけの、不運な男さ。運命と、この僕と──花城摩理を恨うらめよ。君にはその権利がある』

「……それでも君に触ふれたのは、僕が決めたことなんだ」

　二人の間に──否いな、一人と一匹ぴきの間に、沈ちん黙もくが落ちた。

　彼らはしばし、そよぐ風に酔よう。

　ぼさぼさの髪かみが太陽に照らされ、はだけた白衣の裾すそが床ゆかをなでた。

『なあ、あの絵本。〝魔ま法ほうの薬〟って、なんだい？』

　アリアが唐とう突とつに訊きいた。

「外国の絵本さ。僕も読んだことがある。──僕が平へい凡ぼんでいられたのも、実はあの絵本のおかげだったりしてね」

『へえ……どんな内容なんだ？　聞かせてくれよ』

　短い絵本だ。彼は憶おぼえている内容を語り聞かせる。

　病に臥ふせるパトリシアのもとへ、魔法使いが訪おとずれました。

　魔法使いは、言いました。

　ここに天使からもらった薬と、悪魔からもらった薬がある。天使の薬を飲めば、大切な人を失う代わりにお前の病が治りいつまでも生きられる。悪魔の薬を飲めば、お前はそのまま息絶えるだろう。でも大切な人がいつまでもお前のそばにいて慰なぐさめてくれる。さあ、お前はどちらを飲む？

　パトリシアは、言いました。

　わたしは悪魔の薬がほしい。

　魔法使いはパトリシアのお願いをききました。

　パトリシアは、大切な人たちに見守られながら覚めることのない眠ねむりにつきました。

　でもパトリシアはさびしくありません。丘おかの上に眠る彼女のことを、いつまでも大切な人たちが見守ってくれているのです──。

『とても子供に読んで聞かせる話じゃあないね』

　話を聞き終えるなり、アリアが呆あきれて言い放った。彼は苦く笑しようする。

「まったくだ。子供が読んだら、首を傾かしげるだろう。なぜパトリシアはわざわざ死を選んだのか、と。──大人になってからもう一度読み直して、やっと意味が分かるんだ」

『君が平凡でいられたのが、絵本のおかげっていうのは？』

「生きる、というのは色んな形があると知った」

　死ぬという形が、一つじゃないと知った。

　パトリシアが選んだのは、形通りの死ではなかった。形の違ちがう生といえる。

　なぞなぞのようだが、彼は大人になってやっとその意味が分かった。もし分からなければ、たくさんの死を前にして、彼の心はとっくに壊こわれていただろう。

　だが絵本の意味を理解した上で、それでも納なつ得とくできないのは──自分がまだ、大人になりきれていないということか。

「摩理はまだ、あの絵本の意味が分かっていないんだろう」

　彼女はきっと、天使の薬を欲しがっている。

　それは当然のことで、決して間違っているわけではない。

　だが命というものを語るには、当然の一言ではあまりにも足りない。

「彼女は大人になって……もう一度、あの絵本を読むべきなんだ」

『あの絵本が、君にとって摩理を特別にしている理由というわけか。小さな頃ころから病院に通って、同じような人間を何人も見送ってきたはずなのに──ああ、やっと分かったよ』

「分かったとは？」

『これまで病院で何人も友達を作ってきたって話を聞いた時から、おかしいなと思ってたんだ。だって、そうだろう？　そんなことを繰くり返してきたなら、むしろ今まで君が平凡だったことが奇き跡せきみたいだ。君以外の誰だれかがそんなことを繰り返してきたら、今の君とは反対に、死というものに対して鈍どん感かんになるものじゃないか？　あるいは死に対して、もっと距きよ離りをとろうとするはずだ。間違っても医者になろうなんて考えたりはしない』

「そうかな？」

『それなのに君は、まるで青あお臭くさい研修医みたいだ。傷一つない新車のようだ』

「僕は青臭い研修医だよ」

『君はとっくに──傷だらけだったんだな』

　彼は黙だまり込んだ。

『君は、自分が傷つくことをなんとも思ってないのか。絶望で握にぎりしめた爪つめが肉を抉えぐろうと、君は笑え顔がおで死にゆく者を見送ってきたのか。そんな傷きず痕あとすら、彼らの墓ぼ碑ひとして大事にとっているのか。──ああ、なんてバカなんだ、君は』

「……」

『医者になることさえ、いつか言っていた〝せめてもの抵てい抗こう〟にすぎなかったのか』

「アリアはすごいな」

　むしょうにおかしくなり、彼は笑んだ。

「確かに僕はバカだけれど──バカと見み抜ぬかれたのは、はじめてだ」

『当たり前だ。こんなに近くにいるんだぜ？　君はとんでもない大バカ野や郎ろうさ』

「それに、良いいヤツだ」

　今度はアリアが黙り込んだ。

「僕のことなのに、まるで自分のことのように怒おこるんだな」

『僕は自分の性格なんて、とっくに忘れてしまった。僕が怒っているっていうなら、それは君が怒っているということなんだ。死とか、そういうものに対してね』

「そうか？　それに君が摩理の夢を喰くらおうとしているのも、まるで本音じゃないように聞こえ──」

『僕は、無む慈じ悲ひな化け物だ。それでも良いヤツに見えるなら』

　アリアが硬かたい口調で言った。

『それは君が、良いヤツだってことさ……』

　彼は笑み、まぶたを閉じた。

　自分の中に居ついてしまった存在は、とんだ意地っ張りで、恥はずかしがり屋のようだ。

　とても自分のコピーとは思えない。アリア自身の人格がとっくに消え去っているのも、実は噓うそなのではないかと思った。

　噓つきの化け物、アリア・ヴァレィ。

　彼はそいつのことが、わりと嫌きらいではなかった。

「じゃあせめて、祈いのっておくか。どうかアリア・ヴァレィ様、摩理のことを諦あきらめてください」

『それは叶かなわぬ願いだ、人間よ。一度は諦めようと言ったが、あれは噓だ』

「こっちにも意地がある。僕が摩理の夢を喰らわなければ、君はずっとバカな僕の中に居続けるしかないのさ」

『僕の器うつわになるヤツは、どいつもこいつもバカばっかりだ。何度言っても分かってくれない』

　彼にしか聞こえないアリアの声に、どこか寂さびしげな笑みが混じった。

『ずっと……なんて、懐なつかしすぎる上に、難しすぎる注文なんだよ』

　彼とアリア・ヴァレィ。

　諦めの悪い研修医と、皮肉屋の化け物。

　ちぐはぐで相あい性しようの悪い一人と一匹ぴきは、しかし愚ぐ痴ちを語り合うには悪くないコンビだった。

　こうしてずっと後ろ向きなお喋しやべりを続けるのも、悪くなかったのだ。

　しかし。

　両者が別れるべき時が訪おとずれたのも、必然でしかなく──。




　そうせざるを得ない。

　そんな状じよう況きようにおいて犯おかした罪は、果たして罪と呼べるのだろうか？

　己おのれの身み丈たけに合わない罪を背負わされたならば──それはすでに、罰ばつなのではないか？

　もしそうなら、その時の彼はすでに別の罪を犯していたということになる。

「誰かっ！　誰かいないのかっ！」

　めずらしく中庭を散歩したいと言った時、彼は嬉うれしく思ってしまったのだ。

　ワガママを言ってくれたのが、嬉しかった。だから昼食の時間だというのに、こっそり病びよう棟とうを抜ぬけ出すのを付き合った。

　それが、間ま違ちがいだった。

「誰か、来てくれっ！　聞こえないのかっ！」

　彼はこれまで出したこともないような大声で、張り叫さけんだ。

　腕うでの中には、震ふるえる細い肩かたがあった。

「はぁっ……！　はぁっ……！」

　胸を押さえて歯を食いしばっているのは、花城摩理。そのそばには、何の役にも立たなかった薬の瓶びんが転がっている。

「しっかりしろ、摩理！　すぐに担たん架かを呼んで──」

　立ち上がりかけた彼の白衣を、摩理が摑つかんで離はなそうとしなかった。

「っ……！」

　分かる。

　摩理が必死にそうする理由を、彼は知っている。

　心細くて、仕方ないのだ。まるで世界が自分から遠ざかってしまうようで、少しでも誰かの温ぬくもりを感じていなければ怖こわくて、どうしようもないのだ。

　彼はこれまで、彼女のような人を何度も見てきたから、分かってしまう──。

「はぁっ……！　はぁっ……！　ううっ……！」

　きゅっと唇くちびるを嚙かんで震える摩理の頭を、彼は力一いつ杯ぱい抱だきしめた。

　発ほつ作さを起こすのは、これがはじめてではなかった。

　だが今日のそれは、明らかに様子が異なっていた。薬で収まる気配はいっこうになく、草の上に倒たおれた摩理の顔色も蒼そう白はくになっていた。

「摩理……！　がんばれ、摩理……！」

　頭に来るほど、天気の良い日だった。

　空に浮うかぶ太陽に、場違いな怒いかりを抱いだいた。

　こいつが摩理を外へ誘さそわなければ──。

　その上、額に汗あせを浮かべて喘あえぐ摩理を、容よう赦しやなく照らしつけるのか。

　ただの八つ当たりにすぎないと分かっていても、憎にくまずにいられなかった。

「はぁっ……！　はあっ……！」

「摩理……！　摩理……！」

　昼食時で病棟にひきこもっている誰だれかが、彼らに気づいたとしても。

　散歩に出たりせずに、病室にいたとしても。

　大きな発作を起こしてしまえば同じことだと、本当は分かっていた。

　病で弱り切った摩理の心臓は、一度でも大きな発作によって停止してしまえば救いようがない。どんな蘇そ生せい法も、彼女の小さな心臓を再び動かす可能性は、絶望的なほどに低い──。

「はあっ……！　は──あ……」

　摩理の呼吸が、急に弱々しくなった。

　ばっ！　と彼は白衣を摑む摩理の手を握にぎりしめた。目を見開く。抱きかかえた肩から伝わる摩理の体温が下がっていた。

「た──」

　すでに摩理からは、顔を歪ゆがめる力すらも失われていた。弱々しく彼を見上げる瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちる。

「助──けて──」

「っっ……！」

　嚙みしめた奥歯を欠けさせて、絶ぜつ叫きようを押し殺す。

　今、叫びたいのは、彼ではない。

　どんなに辛つらいだろう？

　どんなに恐おそろしいだろう？

　どうして死という運命は、その残ざん酷こくな牙きばを、こんな小さな女の子に突つき立てるのだろう？

「摩理──」

　彼は、無力だ。

　大人だというのに。

　医者の門戸を叩たたいた人間だというのに。

　はじめて助けを求めてくれた一人の少女に、応こたえてやることさえできない──。

『どうしてだろう……結局、こうなるんだ』

　黙だまり込んでいたアリア・ヴァレィが、ぼんやりと呟つぶやいた。

『誰かの中に宿るたびに、今回はもしかしたら──そう思うのに、結局いつも同じなんだ。これが運命ってやつなのかな……』

「……っ！　運命だから、諦あきらめろとでもいうのか？　ふざけるなっ！　そんなものは、くそくらえだ！　摩理が一体、何をしたっていうんだっ！」

　ずっと叫さけびたかったことを、彼は叫んだ。

　幼い頃ころから、ずっと心の中で呻うめいてきたのだ。

　今の彼は、それを口に出して呪のろわずにはいられなかった。

「もう、うんざりだっ！　どうして摩理なんだ！　なぜ弱い人間を連れて行く！　どこのどいつなんだ、運命だとかいうやつを作ったのは！」

　いくらでも罵ののしってやる。

　口くち汚ぎたなく、毒づいてやる。

　こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい叫び声が、少しでも摩理の意識をこの世に繫つなぎ止めていてくれるというのならば。

　彼には他ほかに、どうすることもできない──。

「──」

　摩理の息づかいが、か細くなっていく。

　心音が弱くなる。体温が下がる。

　腕うでの中から、命がこぼれ落ちていくのが分かった。

　こんなにも近くにいるのに、彼はそれに触ふれられない。かき集めたくても、彼の腕は重くなっていく彼女の身体からだを支えることしかできない。
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「摩理──」

　さらに強く、摩理を抱きしめる。少しでも、彼の体温を分けてやる。

　彼には、何もできない──。

　本当に──そうだろうか？

　彼にもできることが、たった一つだけあった。

「摩理……」

　震ふるえる声で、語りかける。

『何を言っても無む駄だだろうけど、言っておくよ……この僕──アリア・ヴァレィが病人を虫むし憑つきにするとしたら、何が起こるか分からない。今さらだけど、僕が躊躇ためらっていたのはそういう理由もあったんだ……』

　アリアが静かな声で言った。

　勝手に言っていればいい。

「君の夢は、なに？」

　摩理のまぶたが、ピクリと動いた。ぎくしゃくと顎あごを上げ、彼の顔を見上げる。

『救えるかどうかも分からない。救えたとしても、何が起こるか分からない』

「教えてくれ、摩理……」

『もしかしたら、〝虫〟と虫憑きという存在そのものを覆くつがえすような──君が大だい嫌きらいな運命ってやつをねじ曲げてしまうような事態を引き起こすかもしれない。そのせいで、この世界が滅ほろんでしまうことだって有り得うる。大おお袈げ裟さじゃなくね』

　そうか、分かった。

　アリア・ヴァレィは、彼を止めた。

　だが彼は止まらない。

　ならばその罪は、彼が背負おう。

　運命から復ふく讐しゆうされる権利と引き替かえに、花城摩理の命を奪うばい返してみせる。

「私は……」

　摩理が消え入りそうな声を絞しぼり出した。瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ出す。

「生きたい──」

　文字通り、命の最さい期ごの一ひと滴しずくを振ふり絞った言葉。

　彼はそれを、聞き届けた。

　ぼさぼさの髪かみが、紺こん碧ぺきの輝かがやきに包まれた。

「生きてくれ──」

　ちっぽけで。

　純じゆん粋すいな。

　たった一言の夢を語った摩理の唇くちびるから、震えが消えた。

　少女のまぶたが──閉じた。

　腕の中でかすかに感じていた鼓こ動どうが、停とまる。

「二人で、夢の続きを見よう……」

　ここで一度、花城摩理の運命が停まった。

　ちっぽけな夢が消え去った。

　だから彼は、それをやり直すべく──。

　せめてもの抵てい抗こうをした。




　かくして花城摩理は、虫憑きとして生まれ変わった。

　だが、それだけだ。

　それ以外には、何も変わらなかった。

　何一つ──。

「ねえ」

　殺風景な病室のベッドに横たわり、摩理が冷めた顔で振り向いた。

　誰だれも訪おとずれない。

　誰も知らない牢ろう獄ごくのような病室で息をひそめる少女。

　その光景は彼女が虫憑きになる以前と、拍ひよう子し抜ぬけするほど変わらなかった。

　そして──。

「アリア・ヴァレィは、まだあなたの中にいるの？」

「……」

　花か瓶びんの水を入れ替えながら、彼は苦く笑しようした。

　いや、実際、困ったものだ。

　摩理を虫憑きにしたことで、彼女の身体は虫憑きとして生まれ変わり、かろうじて息を吹ふき返した。その病気を治すには至らなかったとしても、もう一度だけ、夢を見るチャンスを取り戻もどすことができた。

　摩理を虫憑きにすればアリア・ヴァレィは再び眠ねむりにつき、彼は彼女のことを忘れる──。

　そう聞いていたのに──彼までもが、摩理を虫憑きにする前と何一つ変わらなかった。

　覚かく悟ごをしていただけに、肩かたすかしを喰くらった気分だ。

「私を虫憑きにしたんだから、もういなくなるはずじゃなかったの？」

「だとさ、アリア。この噓うそつきめ」

『こんなイレギュラーは、僕もはじめてなんだ！　何度も言っただろ！』

　彼の中のアリア・ヴァレィが猛もう抗こう議ぎした。

　これまで何度も虫憑きを生んできた化け物をして、こんなケースははじめてだという。

「〝こんなイレギュラーは、僕もはじめてなんだ！　何度も言っただろ！〟だってさ」

「イレギュラーだったのは……私が病気だったから？」

「アリアはそう見てるね。同化型の虫むし憑つきになる瞬しゆん間かん、その人間は身体からだが作り替えられる。だからもとから普ふ通つうの状態じゃない人間を虫憑きにしたことで、なんらかのエラーが生じたんだろうって。──どうせ生まれ変わるなら、君の病気も治せたら良かったのに」

　空気の停てい滞たいした部屋で二人きり、静かに語り合う。

　それは出会ったばかりの頃ころと、何も変わらなかった。

　変わったのは、彼が罪を犯おかし、摩理が虫憑きになったということだけだ。

　病に加えて、虫憑きという苦しみが新たに摩理を襲おそうだろう。そのせいで摩理は彼を恨うらむかもしれない。彼にいつか、罰ばつを下すかもしれない。

　だが、運命をやり直すことができた。

　その代だい償しようならば、望むところだ。それは彼が運命というやつに、一ひと泡あわ吹ふかせてやった証明に他ほかならない。

『運命をやり直すことができた──そんなことを考えているんじゃないだろうね？』

「違ちがうかい？」

　つい彼は声に出して、返事をしてしまった。だが摩理は慣れたもので、気にしたふうもなく膝ひざの上に置いた本を読んでいる。

『能天気だな、君は！　僕は──とても嫌いやな予感がする。この僕が虫憑きを生んだのに、それまでと何も変わらないなんて有り得ない。眠るはずの僕が、まだ在り続けているんだ。その分のつじつま合わせが、どこかで起きているはずなんだ』

　アリアの口調から、戦せん慄りつが伝わった。

『どこかで、何かが──おかしくなってしまった。そんな気がするんだ。僕らは、とんでもないことをしでかしたんじゃないか？　果たして本当に花城摩理は──普通の虫憑きなのか？』

「そんなのは、君の考えすぎだよ」

　彼はそう言って、笑ったのだった。たとえ何が起きようと、一度は摩理に訪れた死という運命を跳はね返すことができた。そのことに間違いはない。

　そんなふうに楽観視していたのは──アリアの言う通り、彼が能天気すぎたのだろう。

　それまでの何も変わらなかった日常が、ゆっくりと。

　だが確実に。

　加速し始める──。

「……」

　病室の時計が、深夜の一時を回った。

　ベッドに寝ねていた少女が、ムクリと身を起こした。クローゼットを開け、白衣を改造して作ったコートを引っ張り出す。

　コートを羽織り、ニット帽ぼうとマフラーで顔を隠かくした少女が、窓に手を伸のばし──。

「──もうよしてくれ、摩理」

　ピタリと窓に伸ばした腕うでが止まった。

　少女が、部屋の隅すみに立つ青年を振ふり返る。

　窓から射さし込む月明かりの下もと、彼と花城摩理が向き合った。

「僕と約束しただろう。いっしょに夢の続きを──」

「自分の身体のことくらい、分かるわ」

　摩理の鋭するどい目つきが、彼を射い貫ぬいた。

「最さい期ごくらい、私のやりたいことをやらせて」

「最期なんかじゃない。君はまだ……」

　摩理は夜ごと、赤牧市の街を跳とび回るようになった。

　同化型の虫憑きとしての力は、彼女に一時的な特とく殊しゆ能力を与あたえた。能力を発動している間だけ、常人以上の体力を得ることができるのだ。

　摩理が街を徘はい徊かいするようになったのは、彼が口を滑すべらせて、あることを彼女に話したことがきっかけだった。

「それに、あなたが言ったんじゃない。私なら〝不死〟の虫憑きを倒たおせるかもしれないって。他ほかに誰か、倒せる虫憑きがいるの？」

「でも、それを君がする必要なんてないんだ……！」

〝不死〟の虫憑きというものがいることを、喋しやべってしまった。

　その存在が、虫憑きが生まれる連れん鎖さ現象の一因となっていることも語った。摩理になら、その鎖くさりを断たち切ることができるかもしれないということも。

　だが摩理を動かしているのは、使命感などではなかった。彼はそのことを知っている。

　摩理が〝不死〟の虫憑きを探すのは──嫉しつ妬とに近いのだろう。

　決して死なない。

　摩理が最も望んでいたはずのその力を、彼は与えてやることができなかった──。

「私に力をくれたのは、あなた。だからあなたは最期まで見届ける責任があるわ」

　そう言い放って窓から飛び出す少女を、止めることができなかった。

　花城摩理は赤牧市に潜ひそむ虫憑きを狩かり続け──〝ハンター〟と呼ばれ、怖おそれられるようになった。誰だれ一人として、彼女を止めることができなかった。

『あの子の言う通りだ。僕らはもう、見ているだけしかできないんだ……』

　アリアが囁ささやくように言った。

『花城摩理という虫憑き──もう疑いようもない、突とつ然ぜん変異の虫憑きを生んでしまった。その時にアリア・ヴァレィとしての力の大半を失ってしまった僕らには、彼女を止めるだけの力が残されていない。もう、どうしようもないんだ……』

「違ちがう！　そんなことは、どうでもいいんだ！」

　誰もいない病室で、彼は怒ど鳴なった。

「突然変異だとか、〝不死〟の虫むし憑つきだとか、そんなものはどうでもいい！　僕はただ、摩理が弱っていくのが見ていられないんだよ！　どうにかならないのか、アリア？　このままじゃ摩理はいずれ、また──」

『言ったはずだよ。君と出会った、あの時に』

　彼は拳こぶしを握にぎりしめる。

『救うことができるのは、たったの一度っきりだってね……』

　昼間は病と闘たたかい、夜は虫憑きを狩り続ける。

　そんな日々は、容よう赦しやなく摩理を消しよう耗もうさせていった。

「どうなってるのよ、私の身体からだは！　どうして、こんなにボロボロなの！　どうして、私だけ……」

　ベッドの上で嗚お咽えつを漏もらす摩理に対し、彼は己おのれの無力を嚙かみしめるしかできなかった。

「天使の薬をちょうだい……ねえ、お願い……」

　彼にはどうすることもできなかった。

　アリア・ヴァレィという化け物にさえ、二度も摩理を救うのは不可能だった。

　なす術すべもなく、来きたるべき二度目の悲劇を待つしかないのだろうか──。

　そんな思いに身を引き裂さかれそうになった頃ころだった。

　救いの手は、思わぬ形で現れた。

「──こんにちは！」

　一筋の光明は、ポニィテールが似合う、可愛かわいらしい女の子の姿をしていた。

「私は一之黒亜梨子」

「ごめんなさい。私、クラスメートの名前も顔も分からなくて……」

「うん、そうよね。だから、はじめまして」

「……はじめまして」

　突とつ然ぜんの訪ほう客かくに、摩理は戸と惑まどった様子だった。だが亜梨子が毎日のように見み舞まいにやって来るうちに、困こん惑わくは溶とけて消えていった。

　加速しつつあった運命が、緩ゆるやかになった。

　同時に摩理の表情も穏おだやかになり、驚おどろくべきことに──たまに笑うようになった。

「摩理って、ちょっと変わってるわね」

「あ……亜梨子のほうが、変わってるわ」

「え、ウソっ？　私、変わってる？　なにかヘン？」

　摩理の笑い声が聞こえる。

〝虫〟だとか、アリア・ヴァレィだとかいう超ちよう常じようの力など、必要なかった。

　一之黒亜梨子という女の子は、その笑え顔がお一つで彼のなしえなかった偉い業ぎようをあっさり果たしてしまった。

　彼がどうしても見たかった摩理の笑顔が、壁かべ一枚を隔へだてた向こうに思い浮うかぶ。

『君の出る幕ナシだね』

　病室の外、壁から突つき出た突とつ起きの上に座り、彼は笑った。髪かみが真っ青に輝かがやいている。

「いいんだ。そんなもの、どうでもいい……」

　亜梨子が来るたびに、彼はそうして部屋から退場するのだった。摩理と亜梨子、二人きりで笑い合う空間に、彼は必要ない。

『しかし、一之黒か……まさか、あいつらの──』

「なんだって？」

『いや、なんでもない。……良いい子みたいじゃないか』

「ああ、本当に……」

　彼ができなかったことを、亜梨子がしてくれた。

　彼は摩理を虫憑きに変えることしかできなかったが、亜梨子は違う。

　摩理という女の子そのものを、変えてくれた。

　この感謝の気持ちを、亜梨子に、どう伝えればいいのだろう？

『医者の卵の面めん目ぼくが、丸つぶれだ』

「まったくだ。嬉うれしいよ。僕なんかはもう、摩理の前から消えるべきなんだ」

『彼女の前から消えて、どうするつもりだい？』

「さあ、どうしようかな……君はどうしたい？」

『僕？　どうして僕に訊きくんだ？』

「これでも同居人の意思を尊重するつもりは、あるんだぜ。なにしろ君がいつまでたっても、僕の身体から出て行こうとしないからな」

『そうだな……眠ねむりにつきたいのは当然として──』

　アリア・ヴァレィの声に、懐なつかしげな響ひびきが混じった。

『その前に、海が見たいかな……』

「海か……悪くないね」

　彼はアリア・ヴァレィという化け物とともに。

　摩理は亜梨子という友達とともに。

　それぞれの道を歩み出そうとした、その矢先だった。

　運命は再び、加速を始める。

「〝先生〟」

　静かな病室で、摩理が彼を呼んだ。

　その表情は──二人が出会った頃のように、儚はかなかった。

「なんだい？」

「私から〝先生〟に、プレゼント」

　手て渡わたされたのは、ネックレスだった。鎖くさりの部分が、まるで摩理に宿るモルフォチョウの翅はねの色のように鮮あざやかな銀色の輝きを放っている。先せん端たんには金色のリングがついていた。

　大事にしよう。

　込み上げる嬉しさと寂さびしさとともに、心からそう思った。

「私が生きていた、もう一つの証しよう拠こ……」

　摩理の容態が、虫むし憑つきになる直前のそれに戻もどっていた。

　いや、最近の検査によると、あの時よりも深刻な状じよう況きようだ。病びよう魔まが確実に摩理の身体からだを蝕むしばみ、再び彼女を連れて行こうとしているのだ。

　彼のした〝せめてもの抵てい抗こう〟は、運命をほんの少しだけ巻き戻したにすぎなかった。

　それは再び再生され、同じ結末に収束しようとしている──。

「もう一つは、亜梨子に……私の夢を知ったら、きっと亜梨子は私を恨うらむよね」

「恨む……？」

「亜梨子は優やさしいから、私のお願いも……」

　その時、摩理が呟つぶやいた言葉の意味が、ずっと気になっていた。

　嫌いやな予感がした。

　だがそのことを問いかけるには、摩理に残された時間はあまりにも短く──。




　再び訪おとずれた、その時を。

　彼はただ見守ることしかできなかった。

「……」

　ある民家の屋根の上に、物言わぬ人ひと影かげが横たわっていた。

　目ま映ばゆい朝日が、かすかな笑みを浮かべて事切れた少女を祝福していた。

　花城摩理。

　病と闘たたかい、孤こ独どくと闘い、〝虫〟と戦い──かけがえのない親友を見送りながらこの世を去った少女を、彼は優しく抱だき上げる。

　驚おどろくほど、軽かった。

　こんな小さな女の子が、その生しよう涯がいを病と闘い抜ぬいたのだ。

　生きたいという夢のために、必死に生き抜いたのだ。

　こんなにも素す敵てきな少女のことを、彼は──。

「──ううっ」

　いつか、忘れてしまう。

　アリア・ヴァレィと別れたその瞬しゆん間かんに、花城摩理のことを忘れてしまう。

　それが運命にせめてもの抵抗を試みた、代だい償しよう。

　彼は彼女の亡なき骸がらを、あの寂しい病室に戻してやることしかできない──。

「ううぅうううっ……！」

　病室に向かう足が、踏ふみ出せない。

　彼は少女の亡骸を抱かかえたまま、むせび泣く。

「うあああああっっ！」

　彼は摩理に、何をしてやれたのだろう？

　医者の卵だというのに、彼女の病を治してやることもできず。

　虫憑きという、さらなる烙らく印いんを彼女に与あたえ。

　果たして彼は、摩理を救うことができたと言えるのだろうか？

　救いというのなら、せめて──。

「あああああっっ！」

　誰だれか、憶おぼえていてくれ。

　運命の巻き戻しを図はかった彼にはもう、新たなワガママを言う資格はないけれど、心から強く願った。

　彼はきっといつか忘れてしまうから──どうか、誰かが憶えていてほしかった。

　花城摩理という、短い人生を必死に生き抜いた少女のことを。

　彼女の人生を。

「あああぁぁ……」

　彼はただ餞はなむけに、叫さけぶことしかできない。誰でもいい。一人でも多くの人間に、摩理がこの世を去ったことを知らせたかった。

　だが声も嗄かれた。

　彼の役割はもう、一つしか残っていない。

『……君は、憶えているかなあ』

　彼の中に巣くう化け物、アリア・ヴァレィが優しい声で言った。

『僕が海を見たいと言ったら……君は、悪くないって言ったんだよ』

　彼は摩理を抱いて、重い足をひきずった。

　最後の役割として、彼女を病室まで送り届けたら──この街を出よう。

　そう誓ちかった。

　そうして、〝先生〟と呼ばれた男の旅は続いた。

　だがねじ曲げられた運命が、彼の逃とう亡ぼうを許すはずもなく──。
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　ある自由な少女と、風吹ふく島のことを語ろう。

　赤牧市での研修を終えた彼は、自らの中に棲すむ化け物との約束通り、海にやって来た。

『……確かに僕は、海が見たいと言ったよ』

　丘おかの上から眺ながめる海原うなばらは、壮そう観かんだった。

　晴れ渡わたる空よりも碧あおい、見み渡わたす限りの海。

　日ひ射ざしを反射して輝かがやくそれは、出会った時のアリア・ヴァレィの蛹さなぎと同じ色をしていた。

『でもさ』

　吹きつける潮風を、めいっぱい肺に吸い込む。

　心地良いが、ぼさぼさ髪がみがいっそう荒あれるなと思った。ここに彼の髪を切ってくれる美容師がいるかどうか、怪あやしいところだ。

　青播磨島。

　人口が三百人に満たない、ちっぽけな孤こ島とうに彼はやって来ていた。

『極きよく端たんすぎるよ！　海に囲まれたいとは、一言も言ってないぜ！』

「不満かい？　僕はけっこう気に入ったよ」

　輝く海に、漁船がいくつも浮うかんでいた。

　青播磨島は、漁師が住む島だ。

　できるだけ赤牧市から離はなれよう──。

　なんとなくそう思って見つけたのが、この島だった。島の住人はこれまで本島の医者に頼たよっていたらしく、何度も島医者を募つのっては誰にも見向きされなかったという。

　彼が志願すると、ろくな審しん査さもなくあっさりと受け入れられた。こんな青二才の医者でも、いないよりはマシということだ。

『まあ……悪くないとは、思うけどさ』

「だろ？　素す直なおじゃないな、君は」

『ふん。僕が素直じゃないというなら、それは──』

「この僕が素直じゃないってことなんだろ？」

　運命に抵てい抗こうするのは、もう疲つかれた。

　研修医になった頃ころの情熱と、運命に対する戦意は赤牧市に置いてきた。花城摩理という素敵な夢を持つ少女への餞として、彼女に一つ残らず捧ささげた後だ。

　世間から隔かく絶ぜつされたこの島で、運命の輪から外れようと思った。

　この歳としで世捨て人になろうとも、寂さびしくはない。

　口の悪い話し相手は、今も彼の中に居座っている。

『これからずっと、魚ばかり喰くって生きるのか。味気ないなあ』

「健康的でいいじゃないか。それに今のご時世、新しん鮮せんな魚っていうのは高価たかいんだぜ」

『君の前向きさが、時々、自暴自じ棄きに見えるよ』

「いつも後ろ向きで、保身ばかりの君と合わせて、ちょうどいいな」

　丘の上でどうでもいいお喋しやべりをしていると、甘い香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

　彼は振ふり返る。

「なにしてるのぉ？」

　警けい戒かいを知らない、無人島の鳥のように──。

　髪の長い少女が、無む邪じや気きに彼のもとへ近づいた。

「……きれいな夢をさがしてるのさ」

　思いもしないことを口走ってしまった原因は、ひょっこり姿を現した少女が漂ただよわせる甘い香りのせいだろう。

　運命の輪から逃のがれようとする彼を、何かががっしりと摑つかんで離さない──。

　そんな妄もう想そうが、頭をよぎった。

「君はどうして、こんなところに？」

　まるで浮ふ浪ろう者しやを見るかのような目で彼を見ていた少女が、ムッとした。ここは元々、自分の場所だと言わんばかりだ。

「きれいな海と風をさがしてるのさぁ」

「そうか。じゃあ僕は、邪じや魔ましちゃったのかな？」

「うん。邪魔ぁ」

「ごめんね。もうちょっと、ここにいたいんだけど、いいかな？」

「ダメぇ」

　幼い子供のように甘ったるい喋り方と、大人っぽい体つきがアンバランスな少女だった。後で摩理と同い歳と聞いて、びっくりしたものだ。

「君のほうこそ、あまり僕のそばにいないほうがいいよ？」

「どうして？」

「僕はね、そばにいる人の夢を食べちゃうのさ」

「へぇー」

　冗じよう談だんのように本当のことを言う彼に対し、少女はピンとこない様子で生返事をした。

　その少女は、白しら樫かし初うぶ季きといった。

　花城摩理と彼との間で生じた運命のねじれとは、まったく関係のない少女だ。

　もし彼女がこの先、特別な運命に巻き込まれたとしても、それはきっと花城摩理とモルフォチョウが生んだそれとは別の運命で──。

「……へえー、って、それだけかい……？」

　初季から香り立つ甘いものの正体。

　それは紛まぎれもない、夢の香りだった。

『大だい丈じよう夫ぶ──』

　アリアが神しん妙みような口調で、言った。

『この子の夢は、まだ蕾つぼみだ。僕らの食欲をそそるほどじゃない……』

　夢を喰らう化け物とは思えない言葉は、彼に対してのものなのか──それともアリア・ヴァレィ自身に言い聞かせているのか。

　そんな相棒の危き惧ぐは、はからずも杞き憂ゆうに終わった。

　白樫初季の夢はあいかわらず、彼らの食欲をそそる一歩手前で留まったままだった。

　一ヶ月。

　二ヶ月。

　彼は島の生活にも慣れ、平へい穏おんに過ごすことになる。

『──また、あの子だ。もうすぐここに来るね』

　島の診しん療りよう所じよは、食しよく糧りようを貯蔵するための施し設せつを建て替かえたものだった。

　頑がん強きように造られた地下の貯蔵庫で作業をしていた彼は、顔を上げた。魚の塩しお漬づけを詰つめ込んだ壺つぼの前で息を吐はき、手て袋ぶくろを外す。

　地下室に立ち込める魚の匂においに混じって、嗅かぎ慣れてしまった甘い香りがした。

「鼻がいいな、まったく」

『そうさ。僕の鼻は、〝始まりの三匹びき〟の中でもピカ一なんだからね』

「〝始まりの三匹〟の中でもダントツで弱い者の意地ってわけか」

『ふふん、それも過去の話さ。こんな僕でも、あのエルビオレーネを追いつめたことがあるんだからね。……思い出すたびにゾッとするけど』

「へえ、どうやったんだい？」

『うん、まあ、ちょっとね。前の器うつわがまた、バカなヤツでさあ……やっぱり僕は弱いままでいいや』

　石造りの階段を上り、地下を出る。

　地下貯蔵庫は、診療所のとなりに建てられた小屋の中にあった。ぱっと見ただけでは、ただの物置小屋にしか見えないだろう。

「あ、〝先生〟。そんなとこにいたのぉ？」

　診療所の窓から、ひょっこりと白樫初季が顔を出した。そういえば島民の大人たちは地下貯蔵庫の存在を知っているが、初季はどうなのだろう？　と、ぼんやり考えた。

「ちゃんと診察室にいなきゃダメだよん。急きゆう患かんが来たら、どうするのぉ？」

「幸い、今のところは平穏そのものだよ。漁具で手を切ったとか、魚にあたったとかいう患者と、定期検診に来るお年寄りくらいだ」

「危機感を持ちなさい！　お医者様でしょ！」

「はいはい」

　白樫初季は両親をすでに亡なくし、身寄りがない。同じような境きよう遇ぐうの子供たちで集まり、島の施設で暮らしているそうだ。

　診察室に戻もどり、コートを脱ぬいで白衣に着替える。

　最低限の器具しかない室内には、彼と初季しかいない。もし助手が必要な時は、島民の何人かが手伝ってくれることになっている。

「はい、〝先生〟」

「なんだい、これ？」

「本島から取り寄せたお肉。おすそわけだよん」

「へえ、美味おいしそうだな。ありがとう」

「〝先生〟も、たまには市場に顔を出したらぁ？」

「まあ……必要なものができたらね」

「もう、そんなんだから島に馴な染じめないんだよぉ。お肉、冷蔵庫にいれとくよん？」

　そう言って台所へ走っていく少女の背中を見送り、彼は苦く笑しようした。

『すっかりなつかれちゃったね』

「元気な子だ。彼女を見ていると、ほっとするよ」

　小声で呟つぶやき、椅い子すに座る。もうすぐ訪おとずれるはずの老患者のための診察器具を揃そろえる。

「あれくらいの子は、あれで普ふ通つうなんだ」

『花城摩理のことを思い出しているのかい？』

「……」

『初季は、大だい丈じよう夫ぶさ。あの子は風邪かぜ一つひいたこともないそうだし、なにより僕が目をつけた夢ってわけでもない──』

　アリアが言葉を言い終える直前だった。

　バンッ、と大きな音が台所から響ひびいた。

『な、なんだっ？』

「……初季！」

　彼は弾はじかれたように椅子から立ち上がり、台所へ飛び込んだ。

　視界に飛び込んだのは、床ゆかにぺたんと尻しり餅もちをついた初季だった。呆ぼう然ぜんとする少女の周りに、白い破は片へんのようなものが飛び散っていた。

「せ、〝先生〟……」

　ぎくしゃくと振ふり向いた初季の肩かたを、無意識に摑つかむ。

「大丈夫か？　怪け我がはないか？　意識は、はっきりしているな？」

「〝先生〟……？」

　その時、彼はどんな形相をしていたのだろう？　無む我が夢む中ちゆうで怪我の有う無むを確かめ、瞳どう孔こうを確かめ、脈をはかる彼を、初季が驚おどろいた顔で見ていた。

「なんともないな？　本当に？」

　初季の頰ほおを両手で抱かかえ、しつこく確かく認にんする。少女がコクリと頷うなずいた。

「ああ、良かった……初季──」

　少女の頭を、抱だきしめる。甘い夢が、ほのかに香かおった。

『……』

　彼の中のアリア・ヴァレィが、何かを言いたそうな気配が伝わった。

　分かっている。

　初季は、摩理ではない。

　彼はただ──もう二度と、失いたくないだけだ。

「〝先生〟が──」

　彼の胸の中で、初季が呆然と言った。

「まだお昼、食べてないと思って……何か作ったげようとしたら──」

　顔を上げると、焦こげついた電子レンジが目に飛び込んだ。

　どうやら生卵を電子レンジで温めようとしたらしい。飛び散っている破片は卵の殻からだ。

「──ごめんなさい」

　頰を染めた初季が、うつむきがちに謝った。

　彼は身を離はなし、衝しよう動どう的に叱しかりつけようとする。

『はあ……ずいぶんとベタな失敗をしたもんだなあ』

　だが先に、自分の声で言われてしまった。

『しかし肉を冷蔵庫に入れに行って、なんで電子レンジが爆ばく発はつするのさ』

　ぶっ、と彼は思わず噴ふき出した。

「た、確かに、めちゃくちゃだ。冷蔵庫に肉を入れたらレンジが爆発するなんて、僕も知らなかったぜ……！」

「わ、笑わないでよん！　ごはんはいつもお兄やお姉が作ってくれるから、アタシは作ったことがなくて──」

「ははっ！」

「〝先生〟のバカぁ！」

　顔を真っ赤にして台所を飛び出していく初季を、床に座ったまま見送る。

　大丈夫だ。

　白樫初季はあいかわらず、元気なままだ。

『強運もついているな、あの子には』

「……ああ」

　割れた卵の破片に囲まれ、彼は笑った。

『しかし君は無神経なヤツだな。あんなに大笑いしたせいで、嫌きらわれたかもしれないぜ？　島でたった一人の友達なのに』

「君が笑わせたんじゃないか」

『君が勝手に笑ったんだろ？』

「分かった分かった。間をとって、二人で謝ろうぜ」

　殻の破片をつまんで、指先でピンと弾く。

「今度、彼女がここに来た時にね」

　初季は、摩理とは違ちがう。

　違うからこそ、摩理のようにはならないはずだ。

　だから、彼は笑っていられた。

　この時までは──。




　何かの、間違いだろう。

　なによりもまず、そんなことを考えた。

「ダメだ、〝先生〟！　この嵐あらしじゃ、本島まで船を出せねぇ！」

　青播磨島全体が悲鳴を上げているようだった。

　台風の直ちよく撃げきを受け、海が、木々が、小さな診しん療りよう所じよが、猛もう烈れつな雨風に晒さらされていた。

　聞こえるのは風と雨の音、そして島民の叫さけび声だけで──。

「〝先生〟！　初季を助けて……！　お願い……！」

　どうして今、彼の前に置かれた診察台に、初季が横たわっているのだろう？

　崖がけから落ちた、と誰だれかが言った。

　強い風と雨にはしゃぎ、友達らとふざけていたそうだ。

　そんな説明の何もかもが噓うそで、彼をからかっているのではないだろうかと思った。

『ぼ、僕のせいじゃない──』

　しかし初季が頭から流しているのは、本物の血だった。

　青ざめた顔はピクリとも動かず、すでに意識はない。

　一目見て、こんな診療所で助けられる傷ではないと分かった。

『こればっかりは、僕のせいじゃないぞ！　狙ねらってもいない夢の持ち主まで、ひどい目に遭あってたまるか！　こんなのは、何かの間違いだ！』

　彼の中に棲すむ化け物が取り乱していたが、彼は無視した。

　彼は白衣にすがりつく島民をなだめ、診察室から追い出した。雑ざつ菌きんがどうの、と適当な理由が勝手に口をついて出た。最後まで彼にすがりついていたのは、初季とともに住む血の繫つながらない兄きよう姉だいたちだった。末っ子の初季を溺でき愛あいしていることを知っている。

『どうしてだ！　どうして、こんな……！』

　初季と二人きり──いや、二人と一匹ぴきだけになり、彼は診察台の前にひざまずいた。

　体温を失いつつある少女の手を両手で握にぎりしめ、うなだれる。

「なあ、アリア……」

　握りしめる彼の手が、震ふるえた。

　もう二度と感じたくなかった、あの感覚。

　手の中から、命がこぼれ落ちていくのが分かった。

「君と出会わなければ良かった──今さら、そう思うのは、罪になるかい？」

『──』

「摩理と出会わなければ良かったと思うのは、罪になるかい？」

『……いや』

「初季と出会わなければ良かったと思うのは、罪になるかい？」

『いいや』

「それとも僕は自分でも気づかないうちに、とんでもなく悪いことをしていたのか？　今、罪だと思っていることは全すべて──その罰ばつだったのかい？」

　台風が診療所を叩たたく音がうるさかった。もしかしたら、待ちきれなくなった島民が診察室のドアを叩いているのかもしれなかった。

『──ふっ、ふふふ』

　唐とう突とつに。

　夢を喰くらう化け物が、嗤わらった。

『ひっかかったな、バカめ』

「……」

『僕の言うことを真に受けて、僕を受け入れたのが運の尽つきだ！　今度の器うつわはお人ひと好よしでやりやすかったぜ！　ああ、花城摩理の夢は美味うまかったな！　そして今も、こうしてまた美味い夢にありつけるぜ！』

　彼は唇くちびるの端はしを持ち上げた。ぽたり、と膝ひざに透とう明めいの雫しずくが落ちる。

「……ちくしょう、よくも騙だましたな」

『騙されるほうがマヌケなのさ！』

「この、化け物め」

『はん、人間なんか簡単なもんだぜ！　今まで何人の虫むし憑つきを生んできたと思ってるんだ！』

「ひどいヤツだ」

『何人も騙してやった！　どいつもこいつもバカばっかりだったぜ！』

　彼の自じ虐ぎやく的な笑い声と、アリア・ヴァレィの高笑いが重なった。

　初季の手を、強く握りしめる。

「噓が下手なところだけ、僕にそっくりだ……」

『……』

「君は優やさしいなあ」

　アリア・ヴァレィがいなければ、摩理の運命を巻き戻もどすことはできなかった。

　今も、そうだ。

　彼は、何もできない──。

「今ここで躊躇ためらっている僕なんかよりも、ずっと……」

　摩理の運命を一度だけやり直したことが、果たして本当に幸運だったのか？

　その答えが分からない彼は、躊躇ってしまうのだ。

　虫憑きになれば、死よりも辛つらい目に遭ってしまうかもしれない。

　そのことが分かっているからこそ、ただの人間でしかない彼は迷う。

「なあ、一度っきりというヤツは──別の人間ならもう一度、有効なんだろう？」

　迷っているのに、することはもう決まっているのだ。

　何もできない人間だからこそ、ひたすら続けるしかないのだ。

　せめてもの抵てい抗こうを。

　いつの日か罰を受け、痛い目を見るまで足あ搔がくしかないのだ。

『一つの器にいるまま、二人も虫憑きを生んだことはないんだ……』

「どうなるか、分からない？」

『ああ、分からない』

「そうか」

　ならば、決めたのは彼だ。

　今ここで繰くり返す罪は、アリア・ヴァレィのものではない。

「初季──」

　診しん察さつ台だいに横たわる初季の顔についた砂を、払はらいのけてやる。少女の表情は穏おだやかで、眠ねむっているかのようだった。

「あの時は笑って、ごめんな」

　次にここへやって来た時に謝ろうとしたことを、謝る。

　虫憑きにすることは、謝らない。

　許しを乞こうには、その罪は重すぎる。

「生きてくれ……」

　万ばん感かんの思いを込こめた彼の呟つぶやきが、台風の雨音にかき消され──。




　青播磨島での平へい穏おんな日々が、舞まい戻った。

　彼はあいかわらず常連の患かん者じやばかりを診みて、たまに軽い症しよう状じようの患者を診る日々を送った。

「お大事に」

　娘むすめに付き添そわれた老人を見送り、彼は背せ伸のびをした。

　島には、今日も心地良い風が吹ふいていた。

　青空と風に揺ゆれる木々を見て目を細める彼の胸むな元もとから、金属が擦こすれる音が響ひびいた。襟えりから服の中に手を突つっ込み、銀色のネックレスを引っ張り出す。

　自分が生きた証しよう拠こ──そう摩理は言っていた。

「なあ、アリア」

　診察室の椅い子すに座り、ネックレスを外す。

「鼻が利きくんだろ？　これの匂においを、憶おぼえておいてくれよ……」

　あることを思いついて、自らの中に棲すむ化け物に声をかける。

『……』

　アリア・ヴァレィは──まだ彼の中に居た。

　だが、しばらく待っても応答はない。

「……やれやれ、寂さびしいものだな」

　苦く笑しようする彼の耳に、甘ったるい声が飛び込んだ。

「こんちはぁ、〝先生〟」

　診察室に顔を出したのは、髪かみの長い少女だった。

　彼は微笑ほほえむ。

「こんにちは、初季」

「外の看板、また倒たおれてたよん。何かで固定しとかなきゃダメだってば」

「いっそ外してしまおうかと思ってるんだけどね。学校はどうしたんだい？」

「今日は午前だけで終わりだもんねぇ」

　患者用の回転椅い子すに座り、クルクルと回って笑う初季。

　白樫初季は、虫むし憑つきになった。

　いつもの丘おかの近くで、黒い翅はねを使って空を翔かける彼女を見た。彼女の能力は空を飛ぶだけの微び々びたるものらしい。彼女は自分を虫憑きにしたのが彼と知らず、虫憑きであることを彼に隠かくしていた。

「初季」

　彼がネックレスを差し出すと、初季が回るのを止やめた。

「なに、これぇ？」

「僕の大切な……大切だった人から貰もらったものだよ。君にあげる」

「いいの？」

「君に貰ってほしい。……いや、君が持っているべきだと思う」

　できるだけ長く、生きてほしい。

　心から思った。

　一日でも長生きをして、幸せになってほしかった。

「……ありがとぉ」

　初季が嬉うれしそうにネックレスを抱だきしめるのを見て、彼も嬉しかった。

　それから彼女は、ウキウキとした様子で診しん療りよう所じよを飛び出していった。彼からのプレゼントを、友達や兄きよう姉だいに見せびらかしに行くのだろう。

『……いいのかい』

　頭の中に、気け怠だるそうな声が響いた。彼は苦笑する。

「摩理はあれを生きていた証あかしと言ったんだ。それなら……いずれ彼女のことを忘れてしまう僕が持っているべきじゃない」

『あの子が摩理のことを知っているわけでも、ないだろう……』

「彼女は摩理と同じ虫憑きで、少なくとも特別なものと思ってくれる。僕じゃあ、特別だということさえ忘れてしまうからね」

『……』

「三日ぶりだな、アリア。もう、そろそろかい？」

『もう何日も、もたないと思うよ……眠くてたまらない。初季を虫憑きにした瞬しゆん間かんに眠れずに、ズルズルと起き続けるなんて、生き地じ獄ごくだ……』
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　アリア・ヴァレィは、白樫初季を虫憑きにした。

　だが、またもや眠りにつくことはできなかったようだ。一度発生したイレギュラーは、今も続いているということなのだろう。それでも摩理の時のように、まるっきり変化がないわけでもないらしく、アリアの喋しやべる声は辛つらそうだった。

　曰いわく、フルマラソンを走り終わったのに、もう一周走らされている気分──だそうだ。アリアはもうヘトヘトで、事実、彼の力がひどく弱っているのを感じた。

「明日は散歩にでも行こうか、アリア。次の定期便が来る前に、島を回ろう」

　摩理を虫憑きにした後、海を見に行こうと決めた。

　だから二人目の虫憑きを生んだ後も、そうするべきだ。

　そう、決めた。

『──なにも、島を出る必要はないと思うけどね』

　約束通り、初季にネックレスを渡わたした翌日、一人と一匹ぴきは丘の上に立っていた。

　日ひ射ざしを受けて輝かがやく海が、視界いっぱいに拡ひろがっていた。

　毎日のように見た光景なのに、まったく飽あきない。自分で思っていた以上に、この島が性しように合っていたようだ。

「僕が初季のことだけを忘れたら、彼女はきっと傷つく」

　風が吹ふく丘に座り、彼は自分そっくりの相棒に語りかける。

「僕と入れ替かわりで島に来てくれる医者も見つかったしね」

『彼女は失しつ恋れんしてしまうね』

「ただの憧あこがれさ。──どっちにしろ、ひどいことをするのに変わりはないけれど」

『まさに、罪な男というやつだね……』

「罪しか犯おかさない男は、ただの罪人というんだ」

　数々の罪を犯し、逃にげる。

　そして何もかもを忘れるのだ。

　彼は、己おのれ以上の極ごく悪あく人にんを知らない。

『そんなことを言ったら僕なんて、生まれ落ちたこと自体が罪そのものだ』

　アリア・ヴァレィという名の〝始まりの三匹びき〟が、寂さびしげに呟つぶやいた。

『それなのに、誰も僕を恨うらまないんだ……僕が器うつわにしてきた人間は、誰も僕を恨まなかった。いっそ憎にくんでくれれば、僕は本当に化け物になれるのに。どいつもこいつも、バカばっかりだった』

　アリア・ヴァレィという存在を知る人間は、どれくらいいるのだろう？　アリアの話を聞くかぎりでは、ほとんどと言っていいほどいないはずだ。

　独りぽっちの化け物の嘆なげきを聞き、彼は思いついたことを訊たずねた。

「なあ、アリア。器になった人間が君のことを思い出すことは、本当に有り得ないのか？」

『思い出すはずがないんだ。だって僕は、そういうふうにできてるんだから。君たちは何もかも忘れて、幸福に生きる権利があるんだよ。でも、もし──』

「もし？」

『いいや、なんでもない。やっぱり思い出さないほうがいいんだ。思い出したってろくなことにはならない』

「言ってくれよ。ここだけの話にしといてやるからさ」

『本当に？』

「本当だ」

『ここだけの話だぜ？』

「ああ、ここだけの話さ。どうせ、僕は忘れる」

『じゃあ言うよ。聞き流してくれよ。もし、僕が宿った器たちの誰だれかが僕を思い出すことでもあったら──』

　アリアが言う。

『……すごく、嬉しいな』

　ふっ、と彼は微笑ほほえんだ。

　そうだろうとも。

　アリア・ヴァレィは化け物で、罪深いのかもしれないが──悪人にはなりきれていない。

　そんな相棒だからこそ、彼はともに居られたのだ。

　もしアリアが悪人だったのなら、彼もきっと悪人になっていた。悪あく魔まに魂たましいを売ったものと開き直り、罪を罪と思わぬまま、全すべてを忘れていただろう。

「風が気持ち良いいな……」

『ああ……』

　離はなれる前に、島に吹く風の匂においを憶おぼえておこう。

　この心地ここち良いい風の感かん触しよくは、これからも決して忘れない──。

　そう思い、一身に風を浴びていた時だった。

「──あれは、なんだ？」

　はるか彼方かなたの空を見て、彼は眉まゆをひそめた。

　何かが光った。

　小さな点のようなものが、ポツンと青空に浮うかんでいた。

『何かが……こっちに近づいて──』

「……！」

　ばっ！　と彼は勢いよく立ち上がった。

　空を凝ぎよう視しする彼の髪かみが、真っ青な輝きを纏まとった。ぼさぼさの髪が舞まい上がり、瞳ひとみが紺こん碧ぺきの光を放つ。

　彼が能力を発動すると同時に、それは島にやって来た。

　白い噴ふん煙えんをなびかせる、一本の棒きれ。

　はるか彼方から一いつ瞬しゆんにして接近したそれが、丘おかに立つ彼の身体からだに命中した。

「──」

　ずぶり、と。

　視界いっぱいに迫せまった巨きよ大だいな棒きれが、彼の身体に埋うずまり──碧あおい輝かがやきを撒まき散らしながら、背中へと突つき抜ぬけた。

　アリア・ヴァレィとしての透とう過か能力が、彼の生命を救った。

　だが──。

「っっ……！」

　轟ごう風ふうとともに島を振ふり返り、彼は何かを叫さけんだはずだった。

　だが声は言葉にならず、悲鳴にすらならなかった。

　彼に傷一つつけることなく突き抜けた棒きれが、丘を飛び越こえ、島の中央に命中した。

　島全体が、揺ゆれた。

　大だい爆ばく発はつが巻き起こり、巨大な火柱が立ち上った。

　飛来したのは、棒きれなどではない。

　──ミサイルだった。

「っ──」

　声にならない叫び声を上げる彼の頭上を、音速で翔かける戦せん闘とう機きが通り抜けた。

　さらにミサイルが飛来し、島が火か炎えんに包まれる。

『な、なんてことだ……』

　空を往復する戦闘機と、水平線に浮かぶ巨大な軍ぐん艦かん。

　巻き起こる爆音と、揺れる大地。

　今にも島に結集しつつある、まだ見ぬ罪人たち。

　魅み車ぐるま八や重え子こ。

　炎ほのおの魔人。

　それは青播磨という島が地上から姿を消す、最後の日の出来事。

「うあああああっ！」

　島が燃える光景を前に絶ぜつ叫きようしながら、彼は確かに聞いた。

　逃のがれようとする彼を摑つかんで離さない、運命という宿敵の高笑いを──。
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　ある惨さん劇げきと、炎の魔人のことを語ろう。

　きれいな海に囲まれ、緑が溢あふれ、心地良い風が吹ふく島だった。

　青播磨島は、美しい島だった。

　それなのに──。

「どうなってるんだ、一体！　何が起こってるんだ！」

　彼は火の海のど真ん中を、駆かけていた。

　つい先ほどまで、彼は青播磨島にいたはずだ。

　だが今、彼の視界を埋め尽つくしているのは──ただの、地じ獄ごくだった。

「これは現実なのか……！　なあ、アリア！　僕は狂くるってしまったんじゃないのか！」

　またどこかで、大爆発が巻き起こった。

　海に面する斜しや面めんに建てられた民家が飛び散り、破は片へんがとして空に舞い上がった。遠くに見える港もまた、巨大な火柱を上げていた。市場としても使われている倉庫が燃えているのだ。

　やっと慣れ親しんできた島民が、炎の中で物言わぬ影かげとなっていた。

　炎、炎、炎。

　何もかもが、真っ赤な業ごう火かに吞のみ込まれていく──。

　こんな光景が、現実であるはずがなかった。

『どうして、島が攻こう撃げきされているんだっ？　どうして──』

　すぐそばに、ミサイルが突き刺ささった。爆炎がまた視界を埋め尽くし、数メートルはあろうかという鉄柱が彼めがけて襲おそいかかる。

　だが碧い髪を輝かせた彼の身体は、鉄柱をすり抜けた。押し寄せる炎すらも寄せ付けない。

　彼がもし普ふ通つうの人間であれば、とっくに五、六回は死んでいただろう。

　紛まぎれもない一いつ般ぱん人じんにすぎない島民が、この灼しやく熱ねつ地じ獄ごくで生き残れるとは思えない──。

「あ……あああぁあ……」

　彼はガクリと膝ひざをついた。目の前で起きている惨事が、どうしても受け入れられない。

「燃える……やめてくれ……燃えないでくれ……どうして……」

　手を伸のばした先で、また爆発が起きた。

　彼らが一体、何をした？

　青播磨島の人々は、細々と暮らしていただけだ。平へい穏おんに生きていたはずだった。

　それなのに、なぜ──。

　何の罪もない彼らを、連れて行く──。

『おいっ！　あそこを見ろ！』

　相棒の声で、彼は顔を上げた。

　空は、もう見えなかった。

　真っ黒な煙けむりが見えるだけだ。

　一瞬だけ、爆風で煙のカーテンに穴が開いた。

　島を一望できる、あの丘おかに──細い人影が佇たたずんでいた。

『あの──女──』

　彼の中のアリア・ヴァレィが、恐おそれおののいていた。

　女と言われれば、確かにそう見えなくもなかった。あまりに遠く、あまりに視界が涙なみだで歪ゆがんでいたせいで、彼にはよく分からなかった。

『ちくしょうっ！　あの女が戻もどってきたのか！　ということは、あの男も──くそっ！　どうして今さら舞まい戻ってきやがった！　あいつが──あいつの仕し業わざだったのか！』

「あの……女……？」

『魅車八重子だっ！』

　聞き覚えのある名前だった。あれは確か、アリアに聞いた昔話の中で──。

「君が話していた、あいつらの一人……最初の〝ハン──」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく声が、爆ばく音おんにかき消される。

『あいつは、僕の──アリア・ヴァレィの正体を知ってる！　いや、完全には知らないだろうが……ちくしょうっ！　ちくしょうっ！　僕らのことを追ってきたのかっ！　この僕を殺すために！　どうして、今さら……！』

「僕らを……追って……？」

『しかし、どうしてあの女がこんなことをできるんだ……まさか、あの男が──〝不死〟の虫むし憑つきが赤牧市にいたのも、そういうことなのか？　あいつら、あの組織に──』

　アリア・ヴァレィが何かを喋しやべっていたが、今の彼にはどうでも良かった。

「僕らのせい……なの……か……？」

　彼の顔が、みるみるうちに歪んでいく。

「僕がここに逃にげてきたせいで──こんな──」

　これは、ダメだ。

　いくらなんでも、この罪は耐たえられない。

　島一つ灼やき尽くし、多くの島民の命を奪うばうという重罪は、彼の正気を打ち砕くだくにじゅうぶんすぎた。

　煙の向こうに見える丘に、空から誰だれかが舞い降りた。

　黒い翅はねを生やした、あのシルエットは──。

「初季──」

　丘の上で、初季が魅車八重子に捕つかまるのが見えた。

「やめろおおぉぉぉぉぉぉっっ！」

　目を見開き、絶ぜつ叫きようする。

　はるか遠い丘に向かって駆ける。

「僕は、ここにいるぞっっ！」

『バカ、行くなっ！　あの子は大だい丈じよう夫ぶだ、殺されたりはしない──』

「アリア・ヴァレィはここだっ！　僕の中にいるっ！」

　つまずき、倒たおれる。

　能力が不安定だった。爆発に巻き込まれて、灼ける建物の壁かべに叩たたきつけられる。だがすぐに彼は立ち上がり、血の味を嚙かみしめて張り叫さけんだ。

「僕を連れて行け！　僕だけを連れて行けっ！　お前らの目当ては、僕たちなんだろうっ！」

　彼の髪かみが、再び碧あおい輝かがやきに包まれた。

　ここで死ぬわけにはいかない。

　丘にいるあの女の目の前で、死んでみせなければならない。

「なぜ、僕以外の人間ばかり連れて行こうとするっ！」

『落ち着け！　あそこへ行っても、無む駄だだ！　もう──遅おそすぎる』

「うおおおおっ！」

　駆かけ出そうとする彼の身体からだが、また爆風に吹ふっ飛ばされた。

　彼は能力を解いたおぼえはない──。

　地面に叩きつけられ、顔を上げるも、視界に映るのは炎ほのおしかない。

　ここから丘に行くまで、どれだけの時間がかかるだろう？

　どれだけの命が失われるだろう？

　いや、もしかしたらもう、この島には彼と初季以外の命など、一つも──。

「ああ……あぁぁああああぁあ……」

　電柱にすがって上体を起こすも、立ち上がる気力などなかった。煤すすのついた顔を両手で覆おおい、むせび泣くことしかできない。

　もう、見たくない。

　彼にはもう、耐えられない──。

「どうして……どうしてなんだ……ちくしょう……」

『立て──僕がまた……眠ねむりにつく前に……』

　アリアの声が、か細くなっていた。

　彼の髪から、碧い輝きが失われつつあった。急激に力を使ったせいで、アリア・ヴァレィが眠りにつく時が早まっているのだろう。

『立ってくれ……なあ……』

　彼はアリア・ヴァレィを呪のろう。

　立て、だと？

　こんな光景を見せつけておいて、彼に再び二本の足で立てというのか？

　今まで生きてきた中で、最も残ざん酷こくな言葉だ。

「ああああ……一体、何が悪かったんだ……」

　彼は両手で顔を覆い、慟どう哭こくする。

『なあ、立てよ……』

「どうして、こんな目に遭あわなきゃならないんだ……もう、許してくれ……」

『立ってくれよ……』

「誰のせいだ……？　全部、僕のせいなのか……？　摩理を虫むし憑つきにしたのが、罪だったのか……？」

『悪いのは何もかも、僕のせいさ……だから……』

「初季を虫憑きにしたことが、罪か……？　それとも彼女たちと出会ったことが？　いや、そもそもアリアと出会ったことが何もかも悪かったのか……？　アリアがまだ、僕の中にいることが……？」

『君は何も悪くないさ……ただ、運が悪かっただけだ……』

「それとも、全すべて……罰ばつなのか？　僕は今、苦しんでいることも……」

　もう、ダメだ。

　彼を支えていた大事な何かが、ぽっきりと折れてしまった。

　彼はここで、死ぬ。

　それで苦しみが終わるなら、何もかもご破算になるのなら、一刻も早く死にたかった。

　しかし止やまない爆ばく音おんも、猛たける炎も、彼を嘲あざ笑わらうだけで、吞のみ込んではくれなかった。ここぞという時に、彼の運の悪さは発揮されない。

　ほんのちょっぴり反はん抗こうしただけの彼を、運命は決して許そうとしない──。

『立ってくれ……なあ……』

「……」

『僕はもう……限界が近いんだ……』

「……」

『でも、このままじゃ……あまりにも救いがなさすぎる……』

「……お前の、せいだろうが──」

　涙なみだが、止まった。顔を歪ゆがめる。

「なにもかも──お前のせいだ。この化け物め」

『ああ、僕のせいさ……全ての罪は、僕のもんだ……』

「今さら、何を勝手なことを言ってやがる。さっさと消えちまえ」

『思い上がるなよ、人間ごときが……笑えるよ。何もかも自分のせいだなんて、調子に乗りやがって……』

「お前なんかと出会わなければ良かった」

『僕の口車に乗ったのがバカなのさ……あの時、君は何て言ったんだっけかな？』

「……」

『そうそう。せめてもの抵てい抗こう──だったか？』

「……」

『まったく、無む駄だだったよ。たかが一人や二人の子供の命を救ったところで、なんということもないのに──』

「──なんだと？」

　それは、言ってはならない言葉だ。

　神様であろうと悪あく魔まであろうと、それを判断させはしない。

　彼の行こう為いの善悪は──〝保留〟だ。

　他ほかの誰だれでもない、花城摩理や白樫初季という本人たちしか、判断してはならない。

　彼女たちだけが、それを決めることを許されている──。

「無駄……だと……？」

『ああ、無駄だね……他の誰でもない、君が無駄だと決めたんだ……』

「……僕はそんなこと、決めていない……」

『いいや、君は立とうとしない。今ここで、やめようとしてるんだから』

「やめる、だと……」

『そうさ。せめてもの抵抗ってやつをね……』

「……」

『──まだ生きている人間が、いるかもしれないのにね』

　彼は目を見開いた。

　顔から両手を離はなし、火の海を凝ぎよう視しする。

　こんな地じ獄ごくの中で、生きている人間がいる？

　そんなこと──。

「有り得な──」

『ほうら、君が勝手に判断したのさ。無駄だって……』

「……！」

『死の運命とやらに、せめてもの抵抗をしてきたんだろう？──今ここで君がそれをしなければ、過去にしてきたそれらは……ただの無駄だったことになるのさ……他の誰でもない、それをした君自身が、彼女らが判断する権利さえも奪うばうんだ……』

　ふらり、と彼は立ち上がった。

　自分の意思ではない。彼を支えるものは、とっくに折れた後だ。

　まるで別の何かが引っ張り上げたように、彼の両りよう脚あしを大地に立たせていた。

『君が医者になったのは、君の勝手だぜ……？　それなのに君は今ここで、それを捨てるのかよ？』

「……」

『君は──〝先生〟なんだろう？』

　ぎくしゃくと、彼は足を踏ふみ出した。

　すでに思考能力は失われていた。

　何かが、勝手に。

　彼の身体からだを動かす。

　彼を走らせる。

「っ……！」

　死を詰つめ込んだ巨きよ弾だんが、降り注いだ。

　彼の髪かみが真っ青に輝かがやき、執しつ拗ような爆ばく撃げきの中を突つき抜ぬける。

　絶望に埋うめ尽つくされた島を、息を荒あららげて駆かけずり回る。

　だが、どこにも生命の気配はなく──。

「ううぅううっ……！」

　弾雨の中を、子供のように泣きじゃくりながら駆け巡めぐる。

　真横から飛び込んだ破は片へんが、彼の全身を引き裂さいた。

　アリア・ヴァレィとしての能力は、常に維い持じできるものではなかった。数秒間ほど発動したら、次に発動できるまでのタイムラグがある。さらに今はアリアの力が弱まっているため、能力がひどく不安定になっていた。

「ぐうっ……！」

　心はとっくに折れているのに。

　すでに絶望に挫くじけているのに。

　頭によぎる笑え顔がおが、彼を突き動かした。

　彼女たちを虫むし憑つきにしたのは、アリア・ヴァレィとしての力だった。

　アリア・ヴァレィにそれをさせたのは、彼女たちの綺き麗れいな夢だった。

　その間に、彼という人間は何の意味もなさなかった。

　ただの媒ばい介かい。

　彼はただ、そんな化け物と獲え物ものをめぐる運命に巻き込まれただけの、第三者だった。

「ううぅぅっ……！」

　だが間ま違ちがいなく、彼の存在はそこにあったのだ。

　──ありがとう、〝先生〟……。

　花城摩理が笑ってくれた。

　──こんちはぁ、〝先生〟。

　白樫初季が笑ってくれた。

　彼女たちが、彼の名前を呼んだ。

　本名など関係ない。

〝先生〟という名前を、呼んだのだ。

　だから彼は、命を救う〝先生〟でなければならない──。

『左だっ、〝先生〟！』

　引っ張られたように、彼は左を向いた。

『何かが動いた……見間違いじゃないぞっ！』

　弾はじかれたように地面を──否いな、火の海を蹴ける。

　そして、それを見つけた。

　崩くずれ落ちた民家のそばに、一人の少年が倒たおれていた。なんとか窓から脱だつ出しゆつしたものの、爆風にやられたようだ。

「っ……！」

　風が啼ないた。

『やばい──ミサイルが──』

　彼は走り出す。

　大爆発が民家を木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばした。

「──」

　炎ほのおに包まれた地面の上で、彼と少年が碧あおい輝きに包まれていた。

　間かん一いつ髪ぱつのところで、守ることができた。抱だき起こし、脈をとる。

「う……」

　少年が呻うめいた。

　生きている──。

「うおおおおっ！」

　力を振ふり絞しぼり、少年を抱きかかえたまま走る。

　爆発をかいくぐり、火の海を乗り越こえ、一直線に地じ獄ごくの中を駆け抜ける。

　やって来たのは、診しん療りよう所じよがあった場所だ。すでに診療所自体は粉々になっており、離はなれの小屋も跡あと形かたもなかった。

　彼は小屋があった場所で、能力を発動する。

　少年とともに彼の身体が地面に沈しずみ──。

　ダンッ！　と地下の貯蔵庫に降り立つ。頑がん丈じような地下室は爆発を逃のがれていた。

　少年の容態は、深刻ではなかった。軽い脳しんとうと、少々、煙けむりにやられているくらいだ。ここで安静にしていれば、いずれ目を覚ますだろう。

　床ゆかの上に少年を寝ねかせ、彼は駆け上がる。天てん井じようの一部を切り取って作られた戸を、能力を使って通り抜ける。

　そして──再び、地獄の中を走り出す。

『うう……』

「まだ眠ねむるなよ、アリア！」

　炎の壁かべをすり抜けながら、叫さけぶ。

「最後まで、付き合ってもらうぞ──」

　彼の、せめてもの抵てい抗こうに。

　そのために彼は、アリア・ヴァレィという化け物に自らの身体からだを差し出したのだ。

「今さら自分だけ、抜ぬけ駆がけはさせないぜ──」

『分か──っているよ……』

　どれほど、炎の中を駆け回っただろう？

　永遠の時が過ぎたような気がした。

　だが実際は、ほんの一時間にも満たなかったのかもしれなかった。

　島中を駆け回り、それでも助け出すことができたのは──。

「……」

　最初に救出した少年の他ほかには、赤ん坊ぼうが一人だけだった。

　地下貯蔵庫に、赤ん坊の泣き声が反はん響きようした。

　彼は少年の横に、そっと赤ん坊を寝かせる。

「生きてくれ……どうか、君たちだけでも……」

　祈いのるように語りかけ、彼は少年と赤ん坊に背を向けた。ここには食しよく糧りようもじゅうぶんにある。地上を灼やき尽つくす炎が収まるまで、やりすごすことができるはずだ。

『もうすぐ、特とつ環かんの掃そう討とう部隊が投入されるかもしれない……自力で脱出できなくても、そいつらに見つかれば……殺されはしないだろうさ……』

「……念入りなことだな……」

　呟つぶやき、彼は地獄のような地上に舞まい戻もどった。

　島中を駆け回った。やるべきは、やった。

　それでも──たった二人だけだ。

　いや、彼が虫むし憑つきにした少女を含ふくめれば、三人か。

　たった三人しか、生き残っていない。

「ああ……なんてことだ……」

　彼はあらためて、変わり果てた青播磨島を見た。

　煙が爆風で切り裂さかれた。

　見上げた丘おかの上にいる女と、目が合った。

　魅車八重子──。

「とうとう見つかってしまったらしい……アリア……」

　髪かみの長い女が、身を翻ひるがえした。

　あの女が、彼を殺しにやって来る──。

「どうして、あとほんの少しの時間を耐たえられなかったんだろう……」

　もう一つだけ、救える存在がいた。

　アリア・ヴァレィ。

　もう少し堪こらえていれば、彼の中にいる優やさしい化け物だけは見送ってやれたかもしれない。

「もう少しで、眠りにつけるっていうのに……」

　力尽つき、膝ひざをつく。

『君はこの期ごに及およんで……僕までも救おうというのか……』

「逃にげるつもりも、抵抗する力も、もうないっていうのに……」

　アリア・ヴァレィがまだ彼の中にいるフリをすれば、殺されるのは彼だけで済んだかもしれなかった。それだけが──心残りだ。

『なにが、僕のせいだ。さっきも君は僕を救おうとしていたんだ。だから、噓うそをついた。何もかも僕のせいにするフリをして、あんな絶望の淵ふちにいても、僕だけでも逃がそうとした……どうせそれすらも、せめてもの抵抗ってヤツだったんだろう……？』

「……」

『君とはたくさんお喋しやべりをしてきたけど、結局はどれも後ろ向きだった気がするよ……』

「ああ、その通りだ。僕らはずっと、絶望しか語り合っていない気がする……」

　うちひしがれる彼の前に、死神が舞い降りた。

　そいつは炎ほのおを纏まとい、炎の中を泳ぎ、炎のような双そう眸ぼうを輝かがやかせていた。その様は死神よりも恐おそろしい、魔ま人じんのようだった。

「──あーあー、ひでぇな、こりゃ。まるで俺が産まれた時みたいだぜ。懐なつかしき我が故郷、我が産うぶ土すなよってか？」

　その少年は、世果埜春祈代という名らしかった。

　アリア・ヴァレィ──〝三匹びき目〟掃討作戦を聞きつけ、まるで物もの見み遊ゆ山さんのつもりで青播磨島に降り立ったという。

〝先生〟と魔人。

　二人の咎とが人びとは燃え盛さかる地じ獄ごくの中で、束つかの間の会話をした。

「殺してくれ……そうお願いするのは、筋すじ違ちがいなんだろうな……僕らは殺されるべき相手に殺されるまで、死ぬわけにはいかない……他ほかの誰だれよりも、ただの通りすがりなんかに殺されたくない……」

　嗄しわがれた声で、彼は言った。

　彼を殺すのは──彼が虫憑きにした少女たちの権利だ。

　彼女たちは、彼を恨うらむだろうか？

　覚かく悟ごができているとはいえ、いつか下されるその判断が、ただ気になった。

「罪を忘れる。罪の自覚がない。これほど──罪深いことがあるんだろうか？」

　ピクリ、と春祈代が反応した。笑えみを消す。

「俺も、そう思うぜ」

「僕はただ、運命とか不運とか、そういうものに巻き込まれただけなのかもしれない。でも結果的に、僕だけがのうのうと生きてるんだ……」

「ああ、独りだけ生き残ってる。それが結果だ」

「だから振ふり返ると、考えてしまうんだ。もしかして全部、僕のせいなんじゃないかと……」

「考えるなっていうほうが無理な話だぜ。何千回、何万回、考えるよなあ」

「結局、答えは出ない……」

「出るわけねぇよなあ。てめぇ次し第だいで出る答えなんて、答えじゃねぇ」

「……ただの〝災難〟だったのかもしれない。人よりちょっと運が悪かっただけなのかもしれない……それでも──なんとかしようとしたんだ」

　そう。

　彼はただ、抗あらがった。

　死に引きずり込もうとした運命というやつに、せめてもの抵てい抗こうをしたのだ。

　摩理を虫憑きにする時、アリア・ヴァレィは止めた。

　だが彼は止まらなかった。

「でも、ダメだった……ならそれは、僕の罪なんじゃないか……」

　摩理は結局、助からなかった。

　彼はあの少女を、本当の意味で救うことができたのだろうか？

　青播磨島に来てからも、ずっとそのことが気になっていた。

　病と闘たたかい、必死に生きた彼女のことを憶おぼえている人間は、果たして存在するのだろうか？

　そう思っていただけに──驚きよう愕がくした。

「〝ハンター〟を捜さがしてる」

　眼前の魔人の口から、その名が飛び出したことを。

　涙なみだが、溢あふれ出した。

　ここに来て、花城摩理を捜す者と出会ってしまった。

　摩理の夢が、今にも死のうとしていたこの時、繫つながってしまうのか。

　もしかしたら、もっと。

　彼の知らないところで、彼女の夢の続きが誰かと繫がっているのだろうか？

　そんな期待を──今の彼に抱いだかせてしまう。

「彼女の名前は、花城摩理……」

「マジか……？　おいおいおい、マジかマジかマジかマジかっ！」

　まるで恋こいする少年のように目を輝かせる少年に、彼はちょっとした悪戯いたずらをした。

「彼女の病室は──赤牧市にある」

　他ほかにも日記のことなど、彼女に関するヒントを与あたえた。熱に浮うかされる少年には、聞こえているかどうか分からなかったが。

「──西へ行け。俺が乗ってきたボートがある」

　春祈代が言った。

「そこに辿たどり着くまでは、敵は俺が引き受けてやるぜ。俺は気まぐれで、てめぇを生かす」

「……」

「てめぇの罪が、罪なのかどうかも分からねぇ！　罪悪感もねぇ！　いくら考えても、答えが出ねぇ！　だから俺は──結果論で決めるぜ」

　結果論。

　同感だった。

　罪深い彼は、生きるも死ぬも自分で決めてはいけない。

　それを決めるべきは、他にいる──。

「──オススメだぜ。てめぇもそうしろ」

　そう言い放ち、炎ほのおの魔ま人じんは去っていった。この地獄を、戦場へと変えるために。

　ここに来て、恋する少年に悪戯を仕し掛かけるという罪が加わってしまった。春祈代が求める、〝ハンター〟はもういないと知ったら、怒おこることだろう。

　それはつまり、彼を断罪する生せい殺さつ与よ奪だつの権利が、春祈代にも与えられたということだ。いつか春祈代が彼を殺しに来るのならば、それでもいいと思った。

「──行け、アリア」

　彼は言う。

「僕らの罪は、重い……どうやら死ぬ前に、まず必死に生きなきゃいけないらしい……」

　それから一人と一匹ぴきは、しばしの間、話をした。

『そうか……じゃあ僕は……また眠ねむりにつくとしようかな』

　アリア。もしまた会うことがあったら、声をかけろよ。またいっしょに生きようか──。

　心の中で、訊たずねる。

　優やさしい化け物との共同生活は、悪いものではなかった。

『おあいにくさま。先約がいるんだ。ちょっと弟バカな女の子でね。今思うと僕のこの性格も、彼女の影えい響きようが残っている気がするよ』

　そうか、残念だな。そのために思いついたことがあったのに──。

『へえ？　どんなんだい……？』

　君は鼻が利きくんだろう？　蛹さなぎになったら、初季に渡わたしたあのネックレスで待っていてもらおうと思ったんだ。僕がそれを見つけたら、思い出せるかもしれないってね──。

『まあ……努力してみるよ』

　僕ができなくても、必ず迎むかえに行く。かつて君といっしょにいた、誰かが──。

『どうして僕みたいなヤツと、またいっしょに生きようだなんて考えるのかな……僕が取り憑つくヤツはみんな、バカばっかりだ。ああ、嬉うれしいな』

　僕はこれから、君のことも忘れてしまうんだな──。

『そうさ……』

　それなら……僕も連れて行ってくれ。君に前の器うつわの影響が残っているのなら、〝先生〟と呼ばれていた僕も──。

『……』

　花城摩理という少女の命も──。

『……』

　次に誰だれかに宿る時は、僕らみんなで一つのアリア・ヴァレィだ──。

『分かった』

　アリアが去れば、彼は名前をなくす。

〝先生〟という名前を。

　再び研修医になる前の自分に戻もどる。

　せめてもの抵てい抗こうを続けた、〝先生〟という男は消えてなくなる──。

「さよなら、アリア・ヴァレィ」

『さよなら、──〝先生〟』

　そうして彼ら、一人と一匹は別れた。

　アリア・ヴァレィはどこかで蛹となり、再び眠りにつき──。

　彼は──。

「……どこだ、ここは……」

　燃え盛さかる青播磨島で、〝先生〟という名前を失った。

　西に行けば、船がある──。

　そんな予感に身を委ゆだね、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくから脱だつ出しゆつした。

　流れ着いた先の病院に担かつぎ込まれ、どうしようもなく消しよう耗もうした体力と、傷ついた身体からだを回復するまでに一年以上の月日を費ついやすことになる。

　リハビリを終えた彼は、真っ先にある場所を目指そうと思った。

　そうしなければならないような気がしたのだ。

　妙みような使命感をともなって彼の足が向いたのは、赤牧市という都会で──。
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　──のことを語ろう。

　語ろうとしていたはずだ。

　伝えようとしていたはずだ。

　彼らのことを。

　彼女らのことを。

　それなのに、何も憶おぼえていない。

　まるで紙かみ芝しば居いを白く塗ぬりつぶされた、語り手のようだ。

　彼が見たもの、聞いたもの、そして──この手でしたことを、手て振ぶり身振りを交えて、語らなければならないはずだった。

　そして、感想を訊きくのだ。

　──どうだった？

　と。

　その答えを聞かなければ、彼は前に進めない。

「気分は、どう？」

　ビルの壁かべによりかかって座る彼の顔を、一之黒亜梨子が心配そうに覗のぞき込んだ。

　そう、一之黒亜梨子だ。彼は彼女のことを、知っている。だが自分がいつ、どこで、亜梨子と会ったのか憶えていない。彼女のほうは、彼の顔を知らない様子だった。

「だいぶ楽になってきたよ、ありがとう。このハンカチは、どうしようかな」

　彼は額をおさえながら、顔を上げた。

　スクランブル交差点の歩行者用信号が青に変わり、いっせいに人々が動き出した。

　赤牧市。彼はここで、二年近く前まで研修医をしていた。

　そこで何事もなく研修を終え、物好きにも、ある離り島とうの島医者に志願した。そこでも彼は何事もなく働いていたものの、ある日、島が火の海に沈しずんだ。

　その時の記き憶おくは、曖あい昧まいだった。あれは一体、何だったのだろうか？　恐おそろしい火災でも起きたのだろうか？　彼は命からがら、偶然にも見つけたボートに乗り、島を脱出した。

　長い入院生活とリハビリを終え、赤牧市に戻ってきた。

　マフラーで顔を隠かくしているのは、そうしなければいけない気がしたからだ。

　とにかく、なんというか──我ながら、ずいぶんと都合の良い妄もう想そうに取り憑つかれているような気がした。

　その上、ひどく出で遅おくれた気がするのだ。

　彼が語るべきことは、とっくの昔に、他ほかの誰かが語った後なのではないか？

　そんな気さえした。

「あげるわ。プレゼントしてあげる」

　屈くつ託たくなく笑う亜梨子を見て、ある光景が脳のう裏りをよぎった。

　──私から……に、プレゼント。

　そう言った誰かの顔は、思い出せなかった。何をもらったのかも、忘れてしまった。

「……ありがとう」

「急に泣き出すんだもの。びっくりしちゃったわ」

　亜梨子が彼の横に、ちょこんと腰こしを下ろした。

　彼は地面の上に座ったまま、ぼさぼさの頭をかいた。まだ少し、目め眩まいがする。

「日射病かな。朦もう朧ろうとして、混乱してたみたいだ。もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そう、良かったわ」

「あー……」

「ん？　なに？」

　何かを語らなければならない。そう、思った。

　だが彼の口は何も紡つむげず、訊きたいことがあったはずなのに、思い出せない。

「いや──なんでもない」

　亜梨子が不思議そうに首を傾かしげた。

「まだ、ここにいるの？　また倒たおれたりしないか、心配だわ」

「どうしようかな……」

「どうしよう、って……ここで何をしていたの？　仕事なのよね？」

「あ、ああ、うん。ええと──君くらいの女の子に、訊きたいことがあって」

　うっかり、本当のことを口走ってしまった。

　──バカだな、君は！

　こんな時、誰だれかに叱しかられるのが当たり前になっていたはずだ。

　誰が彼を叱ったのか、思い出すことができない。

「なるほど、アンケートね！」

　亜梨子が都合良く解かい釈しやくしてくれた。人通りの多い場所で質問をするといったら、確かにアンケートというのがぴったりだった。彼は相づちを打っておくことにした。

「ああ、そうなんだ」

「どんなことを訊こうとしているの？」

「……」

　迂う闊かつに頷うなずいてしまったことを、早くも後こう悔かいする。

　彼は誰かを求め、何かを訊こうとしていた。それは間ま違ちがいない。

　だがどんなことを訊こうとしていたのかは、分からないのだった。

「手ぶら……よね？　まさか、アンケート用紙をなくしちゃったの？」

「──あ、ああ。うん、そうなんだ」

　亜梨子が、哀あわれみの目で彼を見た。良いい大人なのに間が抜ぬけているわね、といった顔だ。彼は、いたたまれない気持ちになる。

「なくした場所に、心当たりはないの？」

「……ないから、捜さがしに行けない」

「何が書いてあったのか、憶おぼえてないの？」

「……まったく憶えていないんだ」

「それじゃ、ダメじゃない」

「正直、途と方ほうに暮れてるんだ……」

　彼は平へい凡ぼんな人生を送ってきたはずだ。

　だが彼の手の中には、いつの間にか、とても大事な紙かみ芝しば居いがあった。しかし語るべき物語は真っ白に塗ぬりつぶされ、ストーリーが欠落しているのだった。

　語るべきを失ってしまった語り手は、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくすしかない──。

「はあ……」

　亜梨子が、ため息をついた。快活そうな少女に似合わない横顔を見て、おや、と思う。

「君こそ、疲つかれているみたいだね」

「今日は、たくさん走り回っちゃったから。友達と会って、お願いして回ってるの」

「お願い？」

「ペルセウス座流星群って、知ってる？」

「ああ……もう、そんな時季か」

「その日にやらなきゃいけないことがあるの。それを手伝ってほしいのよ」

「パーティでもするのかい？」

「そんな楽しいものじゃないけれど……うまくいくといいな、って」

　亜梨子は彼が回復するまで、そばにいてくれるつもりのようだ。二人でスクランブル交差点の人混みを眺ながめながら、お喋しやべりをする。

　友人のように。あるいは兄妹きようだいのように。

「──どうして、寂さびしそうな顔をしているんだい？」

　彼が苦く笑しよう混じりに言うと、亜梨子がハッとした。唇くちびるを尖とがらせる。

「そんな顔、してないわ」

「友達とケンカでもしたのかい？」

「ケンカなんて……」

「愚ぐ痴ちなら、聞くよ。立てるようになるまで、もう少し時間がかかりそうだしね」

　しばし考え、亜梨子が口を開いた。赤の他人だからこそ話せることもある。

「流星群を見た後──みんな、バラバラになっちゃうの」

「……」

「みんな、それぞれやらなきゃいけないことがあるから……せっかく仲良くなれた人たちも、桜架市に行っちゃうわ。リナ──友達の一人は、とてもたくさんの人に頼たよられていて、流星群の日さえ来てくれるかどうかも分からないみたいだし……」

「……」

「一番、大切な人も……きっと、その日に答えを出すわ」

　亜梨子が、顔を上げた。

　雑ざつ踏とうのざわめきと自動車のクラクションが飛び交かう空を、銀色に輝かがやく蝶ちよう々ちようが舞まっていた。

　銀色のモルフォチョウだ。

「別れるのは、寂しいね……」

　ひらひらと舞う蝶々を見上げ、彼はぽつりと言った。

　なぜか、モルフォチョウから目を離はなせなかった。

「それに、辛つらい……」

　亜梨子が無言で、俯うつむいた。

「こんなに辛いなんて──別れることは、罰ばつなんだろうか？」

　彼は無意識に呟つぶやいた。

「もしそれが罰だというのなら、そもそも出会ったことが罪なのか？」

　亜梨子が黙だまって、つま先で小石を軽く蹴けった。

　出会ったことは、罪だったのか──。

　口にしてみて、彼は確信した。

　そう──彼はそれを訊たずねるために、この街へ戻もどってきたのだ。
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　他ほかでもない、訊きくべき相手に、訊くべきことを訊けた。

　そんな確信があった。

「出会わなければ良かったのか……？」

　もう間ま違ちがいなかった。

　彼はこの街で大切な誰だれかと出会い、何かをしたのだった。

　それが罪だったのかどうか、彼の行いを知る者に訊ねたかった。

　彼のしたことは、何の意味もなく──。

　もしそれが罪であるとしたら、断罪を受けるために、こうして舞い戻ったのだ。

「──いいえ」

　亜梨子が、首を横に振ふった。

「出会えて、良かったわ」

　心から嬉うれしそうに、ポニィテールの少女が笑った。

　彼はその笑え顔がおに見入った。

　一之黒亜梨子の透すき通った笑顔に、彼の知らない少女の笑顔が重なった。

　病室のベッドの上で。

　一冊の絵本を抱かかえた少女が、嬉しそうに笑った──。

「出会わせてくれた運命に、感謝したいくらい」

「……それが、本当はねじ曲げられた運命だったとしても？」

「ええ。だって、大切な思い出だもの」

「……」

「もし別れたとしても、私は絶対──忘れない」

　忘れない。

　なぜか、耳の痛い言葉だった。

「……そうだね」

　彼も、つられて笑った。

　青播磨島から脱だつ出しゆつして以来、はじめて心から笑うことができた。

　肩かたの荷が下りた──そんな気分だった。

　重すぎる運命から、ようやく見み逃のがしてもらえた気がする。

「忘れなければ、きっと──思いも寄らない再会だってあるはずだ」

　モルフォチョウを見上げる。

　決して再会できないはずの相手に、再び会えた気がした。

　だがそれはもう、彼を必要としていないようだ。モルフォチョウは彼の頭上を軽く旋せん回かいしただけで、亜梨子のそばに戻っていった。

　この街での彼の役目は、終わったのだ。

「さて──」

　彼は壁かべから背中を離し、立ち上がった。亜梨子が顔を上げる。

「アンケートは、もういいの？」

「ああ。実は最近までお世話になっていた病院で働かないかと誘さそわれているんだ。本職に戻ることにするよ」

「えっ、お医者様だったの？」

　亜梨子は驚おどろいたようだった。そう見られないのには、慣れている。

「お医者様なら……やっぱり、患かん者じやさんと別れることもあるの？」

　躊躇ためらいがちに、亜梨子が訊ねた。別れとは、退院するという意味ではないだろう。

「まあね」

「……辛くないの？　それとも、そういうことに慣れちゃうのかしら？」

　患者との死別に思うところがあるのか、亜梨子は真しん剣けんな様子だった。

　彼はぼさぼさの髪かみを指先でかき、苦く笑しようする。

「少なくとも僕は……辛いよ。それに、悲しい」

「悲しいのに、続けられるの？」

「──せめてもの抵てい抗こう、ってやつなんだと思う」

「……？」

「もう悲しいのは、こりごりだ。そうならないための抵抗を続けないと……どこかでやめてしまうと、それまでに見送った人たちに顔向けできなくなる気がする」

　たぶん、受け売りだけどね──。

　心中で付け足す。

　抵抗を続けろ、と。

　彼に最も近しい誰かさんに、言われた気がする。

「……」

　亜梨子は、無言だった。ただ静かに──嬉しそうに、微笑ほほえんだだけだ。

「──うっ」

　唐とう突とつに、少女の可愛かわいらしい笑顔が歪ゆがんだ。交差点の反対側を見て、立ち上がる。

「ヤバイ、大助だわ」

　彼が振り向くと、スクランブル交差点の対角線に、それらしき少年がいた。獲え物ものを狩かる目つきで、こちらを睨にらんでいる。

「リナと会うから、こっそり家を抜ぬけ出したって説明したら、納なつ得とくしてくれるかしら。ああ、絶対に無理だわ。だって拳こぶしを鳴らして、物ぶつ騒そうな顔をしているもの」

「そうだな……あれは悪い目だぜ。事情は知らないが、一刻も早く逃にげたほうがいい」

「さようなら、〝先生〟！」

　歩行者用の信号が青に変わると同時に、亜梨子が駆かけ出した。

「──」

　彼は目を見開く。

〝先生〟──。

　その名前は、やけに懐なつかしい響ひびきを持っていた。

「良いい〝先生〟になってね！」

　振ふり向いて言い残し、一之黒亜梨子が交差点と反対方向に駆けていった。

　その後を、大助という少年が恐おそろしい形相で追いかける。

　亜梨子を猛もう追ついする少年と、一いつ瞬しゆん──目が合った。

　だが彼と少年は、一言も言葉を交かわすことなく。

　何が起きるでもなく、すれ違ちがう。

「〝先生〟か──」

　追いかけっこをしながら遠ざかっていく少女と少年に、背を向ける。

　マフラーを巻き直し、浮うかべた微び笑しようを隠かくす。

　ありふれた呼び名なのに、特別な意味を持っている気がした。

　彼の役目は、なにもかも終わった。

　だから、これからは──。

「僕には過ぎた名前じゃないか。……なあ、そう思わないか？」

　失ったものを、取り返そう。

　彼はこれから、〝先生〟になろうと思った。

　いつも彼のそばにいた誰かに、囁ささやきかけながら──。

　彼は、赤牧市を後にした。





to be continued……









　あとがき







　こんにちは、岩井恭平です。




　ｂｕｇシリーズも、七巻目に突とつ入にゆうです。

　雑誌「ザ・スニーカー」にて連れん載さい中の本作も、いよいよシリーズを通して最大の盛り上がりが近いことを予感させる内容となっております。

　連載もご好評いただいているようで、本当に嬉うれしいかぎりです。そのおかげもあり、これから思う存分、応おう援えんしていただける読者様といっしょに盛り上がっていけると思います。

　それでは例によって、各話について蛇だ足そくを少しずつ。




　夢契る秘約。

　雑誌連載分です。ハルキヨの夢が明かされます。

　夢というものは色々な形があり、なおかつ本人の口から出た言葉が真実であるとも限りません。もしかしたら無意識に、本心の裏返しを語っていることもあるでしょう。ハルキヨがそうなのかどうかは、きっと本人も分からないだろうけど。

　余談だけど、サブタイトルですごく悩なやんだ回だったりします。




　夢高まる鳴動。

　雑誌連載分です。急展開＆急加速です。

　やっと大助が周囲の人間に心を開いたのも束つかの間ま、状じよう況きようが急に動き出します。

　なんていうか、まるで示し合わせたみたいに周囲の環かん境きようが変わり始める時ってありますよね。周囲の人間が急に散り散りになってしまったり、幸運や不幸が重なったり。思い返してはじめて、ああ、あの時を境に色々と変わったなあ、と気づくこともあります。

　スタートが切られた以上、ゴールを良い形で迎むかえるために走り出すしかない。

　どんな変化であれ、そんな強い気持ちでその時を合図を迎えたいものです。




　夢兆す集い。

　雑誌連載分です。最強の虫むし憑つきたち、揃そろい踏ぶみ。──いえ、本編のヒロインだけ色んな意味で欠けてますけど。

　人間は、ベクトルというものを持っていると思います。ベクトル、つまり力の大きさと方向性。力の種類は様々だけど、たとえば影えい響きよう力りよくというものがあります。強いベクトルの持ち主は多くの憧あこがれや支持を集めるけど、方向性が逆向きだったら恐きよう怖ふを集めてしまいます。

　作中に登場する強い虫憑きは、強いベクトルの持ち主です。でも向きが同方向じゃありません。彼らが正面からぶつかったら、その影響は計り知れません。

　もし衝しよう突とつを防ごうとして、間に立とうものなら──どうなるでしょうか？

　生半可な覚かく悟ごでは、そのダメージに耐たえられないでしょう。




　夢抗う語り手。

　書き下ろしです。〝先生〟編。

　個人的に、色んな試みを入れてみた中編です。中編や長編を書く時には大体、何かしらの試みをしているんですが、今回は文章そのものの雰ふん囲い気きも変わってるかもしれません。

　ｂｕｇには登場しない、あの女の子も出てきます。本編を読まれている読者様にも楽しんでいただければ幸いです。

　ちなみにこの〝先生〟、わりと人気があった記き憶おくがあります。これまでほとんど登場してないはずなのに、なぜ……？　ムシウタ七不思議の一つです。




　担当さんをはじめとする編集部の皆みな様さま、イラストで死ぬほどお世話になっている、るろお様。そして何より応援いただいている読者の皆様、本当にありがとうございます。

　シリーズがここまで続き、これからも続くのも多くの方々に支えられているおかげです。

　あとがき冒ぼう頭とうでも書きましたが、ｂｕｇシリーズも最大の局面を迎えつつあります。

　ぜひ続きを、そしてクライマックスまでお付き合いくださいませ。





岩井　恭平　　
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